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　序　約束







　有あり紗さはとても怒おこっていた。

　この思いを訴うつたえるため押し入れに立てこもってから、まもなく。

　なだめすかす母の声を割るようにして、襖ふすまの向こうから目当ての人の声が聞こえてきた。

「──おい、きかん坊ぼう」

　やっと来てくれて嬉うれしいのと、またしばらく会えないと思うと寂さびしいのと。そして構ってもらえなかった憤いきどおりとでごちゃまぜになりながら、有紗はぎゅうっと膝ひざを抱かかえる。

「ありさ、きかんぼうじゃないもの！」

「そうか。女の子だから『きかんっ娘こ』だな」

「きかんっこでもないもの！」

「拗すねてないで出てこい。そして飯を食え。昨夜から食べてないらしいじゃないか。腹が減っただろう」

　指し摘てきされた途と端たん、くぅ、とお腹なかが鳴った。それが悔くやしくて、ふくれたまま黙だまり込む。

「遊んでやれなかったのは悪かった。少し忙いそがしかったんだ。試験があるから帰るけど、次に来た時はうんと遊んでやるから。機き嫌げんを直せよ」

　やっぱりこのまま行ってしまうのだ。寂しさが怒いかりになって、有紗は癇かん癪しやくを起こした。

「ありさとおべんきょうと、どっちがだいじなの！」

　一いつ瞬しゆん置いて、冷静な声が返ってきた。

「おまえに決まってるだろ」

「……ほんと？」

「ああ。有紗を守るための勉強をしてるんだ。でも、そんなに残ってほしいならもう一日くらいいてやる」

　有紗は、ぱっと目を輝かがやかせた。──〝おにいちゃん〟とまだ一いつ緒しよにいられる。

「わかったなら出てこい」

「うん！」

　拗ねていたのもべそをかいていたのも忘れて襖を開け、押し入れから飛び出すと、目の前に立っていた〝おにいちゃん〟が、じろりと見下ろしてきた。

「母上に駄だ々だ捏こねてごめんなさいしろ」

「はい！　だだ……だんご？　ごめんなさい！」

　一緒にいられるのがひたすら嬉しく、意味もわからないまま謝ると、困ったように見ていた母が噴ふき出した。

「有紗ちゃんは、本当にお兄ちゃまのことが大好きなのねえ」

〝おにいちゃん〟は出立を明朝に延ばすことを母に告げた。有紗は上じよう機き嫌げんで彼にしがみつきながらそれを聞いていた。

「おまえのせいで暇ひまになったぞ。責任をとれ」

　旅装を解き、あぐらをかいた彼の膝に、有紗はにこにこしながらもたれる。

「じゃあ、ありさが遊んであげるわよ」

「何をして遊んでくれるんだ」

「ありさのおすすめは、だいみょうごっこよ」

「大名ごっこ？　どんな遊びだ？」

「かっせんのかわりに、おすもうを取るのよ」

「斬ざん新しんな遊びだな。流行はやってるのか」

「ありさが考えたの。せ、き、が、は、ら、の、かっせんよ」

「関ヶ原。そんなこと、よく知ってるな」

「おべんきょうしたのよ。おにいちゃんみたいに」

　生意気な、と言いたげに〝おにいちゃん〟は鼻を鳴らして少し笑った。

「それじゃ、我が儘ままなお姫ひめ様さまと一つ相撲すもうでも取るか」

　腰こしをあげた彼に手を引かれ、有紗は「うん！」と跳はねるようにして立ち上がると、学生服の裾すそにしがみついた。

「有紗。もう一人で暗いところには行くな」

　急にそんなことを言われ、きょとんとして見上げる。

「どうして？　ありさ、おばけなんかこわくないわ」

「暗い場所には、おばけの他ほかにも怖こわいものがいるんだ。もしかしたら、おまえを連れていってしまうかもしれない」

　──【闇やみ】って言うんだ。あれには絶対に捕つかまるな。

「心配だから、もう行くなよ」

　念を押す穏おだやかな声に、有紗は神しん妙みようにうなずく。

　その時の〝おにいちゃん〟の真しん剣けんな顔は、それからずっと心に焼き付くことになった。







　第一幕　乙おと女めと恋こい文ぶみ







　真冬の朝日のやわい陽ひ射ざしが、庭の木々や畑を照らし出す頃ころ。

　有紗は気合いを入れて起き出した。

「……よし。まずはお掃そう除じ！」

　着き替がえて顔を洗い、すでに台所に立っていた母に挨あい拶さつすると、着物にたすきがけをしてさっそく活動を開始する。

　今日は週に一度の休日。

　女学校が休みの日の朝が有紗は好きだった。心おきなく家事に専念できるからだ。

　一いち乗じよう寺じ家は、代々商売をしてきたせいで物置にするため部屋数が多い。そのうえ悪戯いたずら盛ざかりの男の子もいるから、気を抜ぬくとすぐに散らかり放題になる。それらをまとめて片付けることができる休日がいつも待ち遠しかった。

　井い戸どで汲くんだ水で廊ろう下かに雑ぞう巾きんをかけ、物置部屋の空気を入れ換かえながらはたきをかけて回る。慣れているのでそれほど時間はかからない。それが終わると弟たちの部屋へ行く。

「玲れいちゃん、唯ゆいちゃん、凜りんちゃん。朝よ、起きて」

　一声かけてから、今度は庭にわ箒ぼうきを手に外へ出た。しつこく起こさなくても、一番上の弟である玲れい弥やが下の二人を起こしてくれるのだ。

　玄げん関かん前から門へ続く庭と店の周りを掃はいて回り、門前もついでに掃除すると、最後に中庭へと向かう。

　母おも屋やから飛び石で繫つながった小さな茅かや葺ぶきの離はなれ。毎週ここを最後に掃除するのが決まりだった。

　引き戸を開けて中へ入ると、誰だれもいない作業台を眺ながめ、息をついた。

「お仕事をする人がいないと、ここも広く見えるわねぇ……」

　父、孝こう介すけは薬種屋を営む傍かたわら、特別に頼たのまれて薬の調合もやっている。ここはそのための工こう房ぼうとして使われていた。

　その父がいなくなってから半年以上が経たつ。

　仕事で家を空けることはたびたびあったが、今回のように長期間はめずらしい。しかも連れん絡らくもない。きっと遠いところまで出かけているのだろうと、母は心配しながらも子どもたちに笑って言い聞かせている。

　ただ、そのせいで商売がほぼ休業中の状態が続いており、家計の負担が大きくなっているのが問題だ。

（とにかく、いつ帰ってきてもいいように綺き麗れいにしておかないとね）

　年季の入った木造の簞たん笥すは小さな抽斗ひきだしが無数についており、薬草や鉱石、乾かん燥そうさせた植物の葉や種などが入れられている。傍そばの棚たなには乳にゆう鉢ばちや乳棒、鋏はさみといろんな形の金具、匙さじなど、大小様々な大きさの物が揃そろっていた。

　湿し気けってはいけないので水みず拭ぶきはできない。埃ほこりが立つのも厳禁だ。気を遣つかう場所だが、ここの清せい掃そうが有紗は気に入っている。

　黙もく々もくと乾かわいた布で作業台をぬぐっていたが、ふと手を止めた。

「あれ……？」

　書しよ棚だなには古びたものから真新しいものまで、冊子が何十も並んでいる。見慣れたものだったが、何か違い和わ感かんがあった。

（前に見た時もこうだった？　この前のお掃除の時……じゃなくて、もっと前……お父さまがまだいらした頃……）

　いつもは何気なく見ていたから気にしていなかったけれど、不思議と記き憶おくに引っかかりを感じる。

　布を片手に難しい顔をして見入っていると、たったったと軽かろやかな足音が近づいてきた。

「──姉さん。まだ掃除中なの？　手伝おうか？」

　からりと戸を開けて顔を出したのは、一番上の弟の玲弥だ。

　白いシャツをかっちり着込み、前まえ髪がみをさらりと分けていかにも優等生然としているが、優やさしげな顔立ちはまだあどけないところが残っている。背せ丈たけはとっくに抜かれてしまったけれど、有紗にとっては可愛かわいい弟だった。

「ご飯、炊たけたみたいだよ。お母さんが姉さんを呼んで来てって」

「もう終わるところよ。すぐに行くわ」

　有紗は急いで最後のから拭ぶきをすると、布をたたみながら玲弥に駆かけ寄った。

「ねえ、玲ちゃん。ここって、なんだか前と変わったように思わない？」

　どうしても気になって訊きいてみると、戸を押さえて立っていた玲弥が怪け訝げんそうに中に入ってきた。

「変わったって、どのあたりがさ」

「んー……はっきりとはわからないんだけど。もっとごみごみしていたような気がするの」

　玲弥は有紗のあやふやな言葉を流すことなく、じっくりと部屋を見回した。しかし異変を見つけることはできなかったようで、首をかしげて目線を戻もどした。

「お父さんの仕事中はいろいろと器具が出てたからじゃないの？　今は姉さんが掃除してるから片付いてるだけで」

「うん……やっぱりそうかしらね」

「そうだよ。気のせい気のせい」

　玲弥に背中を押されて工房を出る。笑いながら彼が後ろからのぞきこんできた。

「いつも事件を探してるから、過か敏びんになってるんじゃない？」

「あら。日常の何気ない変化を見つけてこそ日々に潤うるおいが出るのよ」

　もっともらしく有紗は言う。毎月作っている学校新聞のネタ探しをしているせいか、確かになんでも観察してしまう癖くせがあった。

　玄関から入るため、二人は母屋の脇わきを回っていく。台所のほうからいい匂においがただよっていた。

「裏のおばさんが卵を持ってきてくれたんだ。お母さんが卵焼きにするって」

「本当？　あとでお礼しなきゃ」

「湿しつ布ぷ薬がいいんじゃないかな。最近腰が痛いって言ってたから」

「そうね、そうしましょうか」

　それくらいだったら有紗や玲弥にも作れる。もちろん売り物にできるほどではないから店には出せないが、近所の人にお礼に渡わたすくらいには効き目はあると自負していた。

「──姉さん。あのさ」

　ふいに玲弥があらたまったように切り出した。

「この前のことだけど、馨かおる叔父おじさんに聞いたよ。僕の学費を出してもらうために、六ろく条じようの伯父おじさまたちに命令されて働きに行ったって」

　有紗はどきりとする。弟に知られまいとしていたのに、ばれてしまったのか。

　先月のこと。母の実家である六条家の伯父たちに呼ばれ、金銭面の援えん助じよ──おもに玲弥の学費──と引き替かえに、有紗はとある指令を受けた。

　六条家の政敵である烏からす丸ま侯こう爵しやくの別べつ荘そうに潜せん入にゆうし、侯爵の弱みをつかんでこいというのだ。

　メイドに扮ふんして別荘で働きだしたものの、招待客たちの間で起こった失しつ踪そう事件に巻き込まれ、散々な目に遭あった挙げ句、結局、目的を果たすことはできなかった。

　それについては不思議なことに伯父たちに責められることはなかったが、その代わり、学費の援助の話も立ち消えになった。

　伯父たちの代わりに援助を申し出てくれたのは、意外にも、当の烏丸侯爵家の御おん曹ぞう司しで──とまあ、さすがにここまでは玲弥にも叔父の馨にも知られていないはずだ。

「もう二度とそんなことしないでほしいんだ。僕は姉さんにそんな苦労をかけてまで学校に行きたいとは思ってないよ」

　真しん剣けんな顔で言われ、有紗ははっとして弟を見上げた。

「何言ってるの。お勉強が好きなんでしょ。それに、お姉ちゃまは苦労だなんて全然思ってないわ。玲ちゃんたちのためなら、どんなことだってするつもりなんだから」

「勉強は好きだけど……。姉さんを働かせてまでやりたいとは思わない」

「わたしはもともと働きたいのよ。気にすることないわ」

「だめだよ、そんなの不公平だ。姉さんが僕たちを大事にしてくれるように、僕たちだって姉さんを大事に想おもっているんだよ。たぶん、唯ゆい人とや凜りん之の介すけだって。だから一人で抱かかえ込まないで。姉きよう弟だいで力を合わせようよ」

　急に大人びたことを言い出した玲弥に、有紗は驚おどろいて黙だまり込む。

　言葉だけでなく、表情までもどこか大人になったように見えた。

「これからは、困ったことが起きたらせめて僕には話してね。お父さんが不在の間、僕は長男としてみんなを守る義務があるんだから」

　頼もしい台詞せりふを吐はいた弟を有紗はぽかんとして見上げる。

　小さい頃ころの可愛かった姿が怒ど濤とうのようによみがえり、思わず涙なみだぐんでしまった。

「玲ちゃん……。立派になって……ッ」

「感動してないで、ちゃんと教えてよね」

　照れくさいのか、玲弥は頰ほおを少し赤くして困ったように笑った。

「だいたい、僕が中学を出るまではまだ時間があるんだから。それまでにはお父さんも帰ってくるよ、きっと」

「うん……そうね」

　有紗も笑えみを返す。可愛いばかりだった弟がいつのまにか成長していたことも、姉さんが大事だと言ってくれたことも、とても嬉うれしかった。

　冬の澄すみ切った空気が、冷たくも気持ちいい。二人は庭にできた霜しも柱ばしらや氷の張った水たまりを踏ふみつけたりして遊びながら、仲良く玄げん関かんをくぐった。

　居間へ入ると、すでに卓袱ちやぶ台だいに茶ちや碗わんや皿が並んでいた。その傍で二番目の弟の唯人が末っ子の凜之介に真剣な顔で何か言い含ふくめている。

「いいか、凜之介。精神を集中させるのだ。そうすればこの卵焼きが三倍に増えて見えてくる」

「うん！　せいしんをしゅうちゅうって、どうやればいいの」

「とにかく、念じるのだ。増えろ、増えろ、増えろ……」

　二人は大おお真面目まじめに両手を合わせ、卓袱台に向かって拝み始めた。

　しばらくしても願いが叶かなわないのを確かく認にんすると、だんだんと行こう為いに熱がこもっていく。

「ぬあーっ！　天に坐まします飯の神よ、我が御ご膳ぜんに黄色い卵焼きを山ほど与あたえたまえーっ！」

「ふ・え・ろっ！　ふ・え・ろっ！」

　唯人は修しゆ行ぎよう僧そうさながらに身もだえしながら祈いのりを捧ささげ、凜之介のほうは楽しくなってきたのかにこにこしながら茶碗を箸はしで叩たたき始めた。

「こらっ、やめなさい、凜ちゃん。唯ちゃんもちょっと落ち着きなさい」

　有紗は怒おこった顔を作って二人を窘たしなめ、自分の席に腰こしを下ろす。小皿に取り分けられていた二きれの卵焼きにそれぞれ箸を入れ、四つに割った。

「ご飯の神様の代わりにお姉ちゃまが増やしてあげるわ。ほら、いっぱいになったでしょ」

　三人の弟の皿に一切れずつ入れてやると、唯人と凜之介の顔が輝かがやいた。

「おおーっ！　ありがたき幸せでございます、姉上大明神さまーっ！」

「わーい、ふえたー！」

　感激したように頭を下げる唯人と、無む邪じや気きに喜ぶ凜之介に、有紗は腰に手を当ていかめしくうなずいてみせる。

「うむ。これを食べたらもう悪戯いたずらはせぬように。いい子にしているのだぞよ」

「ははーっ！」

　揃そろって深々とお辞じ儀ぎをするさまがなんとも可笑おかしく微笑ほほえましい。つい笑ってしまったが、同時に切ないような気持ちにもなった。

（はぁ……。本当に、お腹なかいっぱい卵焼きを食べさせてあげられたらいいのに）

　級友のお嬢じよう様さまたちが見たらなんて大げさなと思うだろうが、父が失踪中で生活費の工面にも苦心している一乗寺家では、朝から卵焼きが食しよく卓たくに出るなんてめったにないのだ。まだ十歳と五歳の弟たちがはしゃぐのも無理はない。

「姉さん、僕はいいよ」

「何言ってるの。うちで一番大きいんだから、いっぱい食べなきゃだめでしょ」

　遠えん慮りよして戻もどそうとする玲弥を押しとどめ、台所に行こうとした時、盆ぼんを抱えた母の小さ夜よ子こがそちらからやってきた。

「まあまあ。またみんなでお姉ちゃまを困らせているんじゃないでしょうね。大きな声が向こうにも聞こえていたわ」

　濃こい紺こん色いろの着物と朽くち葉ば色いろの羽織姿の母は、地味ないでたちにもかかわらず美しかった。色白すぎる顔も、ほっそりした首も儚はかなげで、一家を背負う役目を負うのは酷こくなように見える。母が家事をしているとつい代わりを申し出たくなるのは、この外見のせいもあるかもしれなかった。

「あら、みんなにあげてしまったの。有紗ちゃん、あなたいつもそうやって全部あげてしまって」

「それを言うならお母さまは最初から持っていなかったじゃない。わたしのを半分あげるわ」

「そんなことしたらもうなくなってしまうでしょう」

「じゃあ僕のをあげる」

　玲弥が、有紗が分けた半分の卵焼きではなく、自分の分を一切れ小夜子の茶碗に載のせた。

　止めようとした有紗に、彼は笑って目配せしてくる。

「姉上大明神がくださったから、お裾すそ分わけだよ」

　優やさしい弟がそう言ってくれたので、有紗もそれ以上引きずらないことにした。

「ありがと、玲ちゃん」

　卵焼き騒そう動どうが一段落し、ようやく朝食が始まる。

　麦むぎ粥がゆと、里さと芋いもがたっぷり入った味み噌そ汁しる、大根の漬つけ物。それだけの食卓は、以前と比べたら質素になったけれど、有紗は特に不満だと思ったことはなかった。こうして家族皆みなで仲良く食べられるだけで充じゆう分ぶん満足している。

（欲よくを言えば、玲ちゃんたちにはもっと栄養のあるものを食べさせたいけど……。まあ、贅ぜい沢たくを言ってるだけじゃ始まらないものね。欲しいなら手に入れられるよう労働するだけだわ）

　その労働について思い出し、急いで味噌汁を口に運ぶ。

　今日はこれから〝仕事〟をしにいくことになっているのだ。

　洒落しやれ者ものの父が買った壁かべ時計を見やり、出勤時間が近いのに気づいて慌あわてて麦粥をぱくついていると、玄関から「ごめんくださーい」と聞き慣れた声がした。

　有紗は思わず玲弥と顔を見合わせる。

「馨叔父さんじゃない？」

「わたし、出るわ」

　母の弟である馨は、一乗寺家の姪めい甥おいを可愛かわいがってくれており、よく家にやってくるのだ。

　玄関に出てみると、大きな木箱を抱えた馨が眠ねむそうな顔で立っていた。

　帽ぼう子しも背広も英国製の洒落たもので、それをさらりと着こなしている。一見すると新聞記者には思えないが、そういうところも有紗は好きだった。

「叔父さま！　どうしたの、こんな時間に」

「仕事でちょっと遠出しててな。今朝汽車で戻ったんだ。ほら、おみやげ」

　上がり框がまちに置かれた木箱には、魚やイカの干ひ物ものが詰つめられている。

「海沿いの街だったから、あちこちで売ってたんだ。うまそうだろ？」

　目を丸くしている有紗に、馨がにやっと笑う。

　これで何日分かのおかずになる。さすが欲しいものをわかっていると感激して、有紗は馨に抱だきついた。

「素す敵てき！　叔父さまって太っ腹！」

「ハッハッハ！　たんと食って大きくなれよー！」

　いつものように叔父と姪の交流を楽しんでいると、小夜子が玄関へ出てきた。

　駆かけ落ち婚こんのせいで実家の六条家から白眼視されている母だが、弟である馨とは仲がいい。嬉しそうに出で迎むかえている。

「いらっしゃい、馨さん」

「姉さん、すみません。こんな朝早くに」

「それは構わないけれど……。申し訳ないわね、お疲つかれのところをわざわざおみやげを持ってきてくれるだなんて」

「実は用事はそれだけじゃないんですよ。珍めずらしい客を連れて来たんです」

「お客様？」

　きょとんとする有紗に、馨は悪戯っぽく片目を瞑つぶってみせた。

「俺よりももっといい物をくれるやつだ」

　玄関の引き戸の向こうから、背の高い人ひと影かげが現れる。

　黒のすっきりとしたロングコートを羽織った青年が、帽子を脱ぬいで微笑んだ。

「久しぶり、有紗ちゃん」

「……慧けい兄さま！」

　あまりの驚おどろきに頰ほおを赤くしながら、有紗は叫さけんだ。

　二年ぶりに会う従兄いとこの慧けい一いち郎ろうだった。馨と小夜子の長ちよう兄けいにあたる明あきらの一人息子むすこであり、六条家の跡あと取とりでもある彼は、大学を出たあと外国に留学していたのだ。

「びっくりした！　いつお帰りになったの？」

「三日前だよ。ばたばたしていて、報しらせが遅おくれてごめんね」

　少しも変わらない穏おだやかな笑え顔がおに、思わず胸が高鳴る。

　有紗たち姉きよう弟だいを何かと気にかけてくれた優しい彼を、昔から慕したっていたのだ。

「兄さんと一いつ緒しよに訪ねようと思って下宿に行ったら、留守だって聞いてね。今朝出直したらばったり会って、そのまま来たというわけ」

　馨とは叔父と甥の関係だが、年の差が二つしかないため、慧一郎は彼を『兄さん』と呼ぶ。その呼び方も懐なつかしかった。
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「まあ、二人ともお疲れでしょう。おあがりなさいな」

「ご無ぶ沙さ汰たしています、叔母おば様。お元気そうですね」

「慧一郎さんも、とってもご立派になられて。お兄さまもお父さまもお喜びでしょうね」

　小夜子に促うながされた二人が靴くつを脱ぐのを見て、有紗は急いで台所に走った。

　火のついたままの竈かまどに鉄てつ瓶びんをかけながら、熱くなった頰を包み込む。

（慧兄さまが帰ってらした！　嬉うれしい！）

　小さい頃ころから彼には可愛がってもらった。馨は兄のような存在だが、慧一郎は、その物もの腰ごしや容姿からして西洋のお伽とぎ噺ばなしに出てくる王子様のようだと思っていた。留学を経てさらに立派になって帰ってきた彼はますます素敵に見える。

　どきどきしながらお茶を淹いれて戻ると、慧一郎は弟たちと戯たわむれていた。

「凜之介、大きくなったなあ。前に会った時はまだ赤ちゃんだったのに」

　末っ子の頭を撫なでていた彼は、有紗に気づくと微笑んでくれた。有紗は緊きん張ちようしながら彼の前にカップを置く。

「どうぞ。本場の紅茶には負けちゃうでしょうけど」

「そんなことないよ。ありがとう」

　一口飲んで、彼は優しく笑う。

「うん、おいしい。有紗ちゃん、お茶を淹れるの上手だね」

「本当？　よかった！」

　有紗は盆ぼんを胸に抱いて目を輝かがやかせた。

　留学前と同じ笑顔、ごく自然な気き遣づかい、聡そう明めいさのにじむまなざし。どうして彼のような人があの意地悪な明伯父おじから生まれたのかと不思議でならない。

　慧一郎がおみやげに紅茶とお菓か子しを渡わたしてくれて、留学先の話を披ひ露ろうしてくれることになった。

　興きよう味み津しん々しんで聞いている弟たちの後ろで、有紗もわくわくしながら耳を傾かたむける。

（慧兄さまが帰ってきてくださってよかった。特に玲ちゃんには、今後の進学のことで相談にのっていただけそうだし）

　玲弥と慧一郎は似ていると、有紗は思う。玲弥がもう少し大人になったら、きっと慧一郎とそっくりになるだろう。そんなふうに考えると、とても胸が温かくなる。

　有紗にとって慧一郎は理想の大人であり、憧あこがれの人なのだ。

　満ち足りた気持ちで話に聞き入っていたが、はたと我に返った。

（いけないっ、お仕事に遅ち刻こくしちゃう！）

　もともと遅れ気味だったのに、思いがけない来客のせいでさらに時間が経たってしまった。用意していた外がい套とうと財さい布ふを抱かかえて慌てて立ち上がる。

「叔父おじさま、慧兄さま、途と中ちゆうでごめんなさい。これから出かけないといけないの」

「今から？　どこに行くんだ？」

　休日の朝早くからというのが不ふ審しんだったのか、お茶を飲んでいた馨がじろりと見つめてきた。

「おいおい。まさか、また何か兄貴たちに難題を出されてるんじゃないよな？」

「何？　難題って」

「いえっ、違ちがうの！　が、学校の下級生に、お勉強を教えてほしいって言われていて……」

　不思議そうな慧一郎をごまかすように答えたが、また噓うそをついたせいで声が小さくなってしまった。馨はそれを聞き逃のがさなかったようだ。

「本当か？」

　じっと見つめられ、返事に窮きゆうしていると、慧一郎が横から助け船を出してくれた。

「そんなに問い詰めたら可哀かわい相そうだよ。ちょっと過保護がすぎるんじゃないの？　有紗ちゃんだって付き合いがあるんだからさ」

「俺はな、義兄にいさんがいない間こいつらの父親代わりのつもりでいるんだ。何かあったら義兄さんに申し訳が立たないだろ」

「有紗ちゃんがおかしなことをするはずがないじゃないか。心配なのはわかるけど──」

「いいや、こいつはおまえが思ってるよりお転てん婆ばだぞ。現にこの前だってなぁ……って、おい、有紗！」

「ごめんなさいっ、いってきます！」

　そろそろと後あと退ずさって居間を出た有紗は、捕つかまる前にと玄げん関かんから飛び出した。
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　財布を懐ふところにねじこみ、外套を羽織りながら走る。

　市電の停車場までは歩いて十五分ほどだ。目的地の最も寄より停車場にはさらに二十分ほどかかるだろう。そこからまた徒歩でお屋や敷しきまで何分かかるか──。

（って、考えてる暇ひまがあったらとにかく今は走るのよ！）

　こんなことなら着物じゃなく袴はかまにしておけばよかったと思いながら自宅の前を通る道路を駆かけ抜ぬけようとした時、近くに停とまっていた車がクラクションを鳴らした。

　振ふり向いてみると、黒い車の運転席に青年が座っている。

　人形のように綺き麗れいだがものすごく気だるそうなその顔を見て、有紗は目をむいた。

「京きよう四し郎ろうさん!?」

　長めの黒くろ髪かみに黒い三みつ揃ぞろいの青年が、ドアを開けて車から降りてくる。

　烏丸京四郎。有紗の仕事の雇やとい主であり、これから訪ねようとしていた人物その人だった。

「どうなさったんですか、こんなところに」

　驚おどろいて駆け寄ると、彼は無表情で見下ろしてきた。

「お嬢じよう様さまのお着きが遅おそいから、迎むかえにきてさしあげたんだ」

「う……、遅刻してすみません！」

　早さつ速そくちくりとやられ、慌あわてて頭を下げる。皮肉屋の彼には手を焼かされているが、今日に限っては遅おくれたほうが悪い。

「でも、それにしてはここまで早くに来られたんですね。まだお約束の時間まで少しありますけど……」

　いくら車でも早すぎではないかと不思議に思ったが、彼は答えもせず、じっと有紗の頭を見ている。

「え？　な、なんです？」

「今日はリボンはしてないのか」

　言われて初めて気がついた。頭に手をやってみたが、いつもしているリボンがない。

「嫌いやだ、慌ててたから忘れちゃったんだわ」

　お気に入りのリボンをするはずだったのに、とがっかりしていると、ふいに京四郎が手を伸のばしてきた。

　からまった髪かみをほどくように、長い指がすべっていく。

　急に髪にさわられて、どきっとして見上げると、彼は目をそらして手を離はなした。

「あまりに髪を振り乱しているので、そのままにしておくのが忍しのびなくてな」

「そ、そんなに乱れてました？」

「ああ。野生児のように」

「やっ!?」

　有紗が目をむいた瞬しゆん間かん、京四郎が顔をしかめる。ため息をついて右手首を見下ろした。

「失言だったか。見たままを述べただけだというのに」

「いくらなんでもひどいです！　十六歳の娘むすめに向かって野生児なんてっ」

「わかった、訂てい正せいする。──寒風吹ふきすさぶ中を猪いのししのごとく駆け回るとは、やはり子どもは風の子だな」

「あんまり変わってませんっ！」

「また増えた。やれやれ、じゃじゃ馬にも困ったものだ」

「全部京四郎さんの失言のせいじゃないですかーっ！」

　力ちから一いつ杯ぱい抗こう議ぎしているというのに、彼は気にした様子もない。後部座席のドアを開け、当然のように言った。

「車に乗ったら、たっぷり罵ののしっていただこうか。お嬢様」

　ひくっ、と有紗は顔を引きつらせる。

（こんなに爽さわやかな朝から罵ば詈り雑ぞう言ごんを考えるなんて嫌ぁ──!!）







　彼と出会ったのは先月のこと。

　六条の伯父たちの命令で潜せん入にゆうした別べつ荘そうにいたのが、烏丸侯こう爵しやくの子息である彼だった。

　ひょんなことで出会った二人は、烏丸家が管理していた呪のろいの指輪のせいで、不本意な主従関係を結ぶことになってしまったのだ。

　はずれない指輪をはめてしまった有紗が〝主あるじ〟、そして呪いの鎖くさりに繫つながれた京四郎は〝僕しもべ〟として、右手首に鎖くさり状じようの痣あざが刻まれた。〝主〟に逆らうと痣が増えていき、ついには全身にめぐって死んでしまう──という仕組みのようなのだが、まだ当人たちにも全容はわかっていない。

　確かなのは、〝主〟である有紗が心身ともに傷つくと〝僕〟の京四郎に痣が増えること、逆らったり暴言を吐はいたりすると痣が痛むこと。そして、有紗が彼を罵れば〝僕〟の役目をまっとうしたとして痣が消える、ということだ。

　右手の人差し指にはまった指輪は、怪け我がをしたことにして包帯を巻いてごまかしている。しかしそれもいつまで通用するかわからないし、何より、これがある限り京四郎と縁えんを切るわけにもいかない。呪いが消えないまま彼を放置するなんて真似まねができるはずもなく、かといって呪いを解く方法もわからず、大変困った状じよう況きように陥おちいっている。

　後部座席に座り、有紗はため息をつきつつ、運転している京四郎の横顔を眺ながめた。

（見た目はこんなに綺麗なお顔なのに。意地悪ばかり仰おつしやるんだから）

　彼のような大人から見たら十六の有紗は子どもなのかもしれないが、それにしても顔を見るたびに連発するのはひどいと思う。乙おと女めとして不本意この上ない。

　心の中でぶつぶつ言っていたのが聞こえたわけでもないだろうが、彼がふいに口を開いた。

「今朝は何かあったのか」

「え？」

「遅ち刻こくの理由だよ。君は寝ね坊ぼうする性質たちには見えないが」

　ああ、と納なつ得とくし、有紗は少し頰ほおを染めた。

「出がけにお客様があって」

「客？」

「はい。馨叔父さまと、従兄いとこが遊びに来たんです。留学していたんですけど三日前に戻もどったそうで、おみやげを持ってきてくれて」

　素す晴ばらしい笑え顔がおで紅茶の缶かんとお菓か子しの箱を渡わたしてくれた慧一郎を思いだし、締しまりのない顔になってくる。これからはいつでもあの微笑ほほえみに会えるのだ。

　ハンドルを切りながら京四郎が言う。

「六条家の洋行帰りというと、慧一郎君か」

「ご存じなんですか？」

「彼とも大学で一いつ緒しよだったからな」

　京四郎と馨は大学の同期だという。慧一郎も同じ学校に通っていたから顔見知りなのだろう。

　ミラー越ごしに後ろを見た京四郎が、ふうん、とつぶやく。

「ああいうのが好みか」

「えっ？　何か仰いました？」

「別に」

　そっけなく言って、彼は冊子を渡してきた。

「今日の資料だ。読んでおいてくれ」

「はい」

　にこにこしていた有紗は、表情を引き締めてそれを受け取る。

　彼の仕事をなんと呼ぶのか、正確にはまだ知らない。別荘で起きた事件で、日本に魔ま術じゆつやそれを悪用する者がいること、そして京四郎が彼らを阻そ止しする立場にあることを知ったが、詳くわしい説明は受けていなかった。

　これまでにも何度か彼の仕事を手伝ってきたが、いわくつきの品の引き取りだとか、たたりを恐おそれる人にまじないをしたりだとか、そういうものばかりだった。本業のほうをあまり知られたくないのかもしれないと有紗は思っている。

「あの……、あれから考えたんですが」

　それとは別に考えていたことを思いだし、居住まいをただした。

「わたし、やっぱり学校をやめて助手のお仕事に専念したほうがいいんじゃないかと思うんです。お給金をいただいて働くのに、学校がお休みの日だけなんて虫が良すぎますし」

　六条の伯父おじたちから金銭援えん助じよを得られなかった代わりに、京四郎がそれを出すと言ってくれた。引き替かえに彼の助手として労働する。それが条件だ。

　願ってもないことだったが、なんだかあまり役に立っていないようで気になっている。

「伯父上たちにやめろと言われるまでは通ってやればいいじゃないか。それとも、嫌いや味みを言われるのはやはり嫌か？」

「それはいいんですけど……。京四郎さんにご迷めい惑わくじゃないかと思って。専念すれば、もっとしっかりお手伝いができますから」

　どうせ助手を務めるのなら、彼から頼たよりにされるくらいになりたい。救いの手を差しのべてくれた彼に恩返しがしたいのだ。

　そう思ったのだが、冷たい言葉が返ってきた。

「気を遣つかわなくていい。それほど多た忙ぼうでもない」

「……、……はい」

　あまり踏ふみ込むなと言われた気がして、それ以上主張することができなかった。

　うつむいていると、ため息が落ちてくる。

「第一、四六時中子どものお守もりをしていたら仕事にならん」

「子ども？」

「失敬、『お嬢じよう様さまの子守り』だった」

「言い直しても失礼です！」

　耳元で言い返したが、相変わらず彼は無表情で前を向いている。

「それで、考えたか？」

「……え？」

「そろそろ罵ってもらいたいんだが」

「ま、待ってらしたんですかっ？」

「さっき君と会ってからだいぶ増えたのでね」

　平然と言われ、有紗はまたも顔を引きつらせた。

「ですから、全部京四郎さんのせいですってば──!!」

　それからというもの、今日の現場に到とう着ちやくするまでの間、有紗は罵ば声せいの代わりにお小言を繰くり出し続けることとなったのだった。
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　翌朝。

　昨日の労働においての疲ひ労ろう──おもに雇やとい主の口の悪さに対する心労──も冷めないままに、有紗は学校への道を急いでいた。

「玲ちゃん、早く。遅刻しちゃうわよ」

　一緒に登校する玲弥を急せかしながら歩く。

　いくら姉きよう弟だいとはいえ年とし頃ごろの男女が一緒にいたら道行く人に眉まゆをひそめられてしまうため、二人で歩くのは市電の停車場までと決めていた。有紗にとっては弟との楽しいひとときだ。

「玲ちゃんったら、元気がないわね。大だい丈じよう夫ぶ？」

　とぼとぼとついてくる玲弥が心配になってのぞきこむ。そういえば朝食の時から──いや、昨日仕事を終えて帰宅した時から、少し様子が変だった気がした。

　目が合った玲弥が、何か言いたげに見つめてくる。

「……姉さん。あのさ……」

「ん？　なあに？」

　深刻な顔でいる弟は、躊躇ためらうように言葉を吞のみ込んでしまった。

「どうしたっていうの。悩なやみ事ならお姉ちゃまに言ってごらんなさいよ」

　玲弥は首を振ふり、黙だまり込む。だが停車場が近いのを見て、思い切ったように顔をあげた。

「姉さん。昨日は……下級生の家に行ったんだよね？」

　有紗は内心ぎくりとしたが、それを隠かくしてうなずく。そういえばそんな口実で出かけたのだった。

「そうだけど、それがどうかした？」

　玲弥は迷うように口をつぐみ、繕つくろうような笑みを浮うかべた。

「……ううん、なんでもない。じゃあ僕行くね」

「あっ、玲ちゃん！」

　停車場に電車が入ってくるのを見て、玲弥が駆かけていく。彼の通う中学の方向に行く電車だ。

（どうしたのかしら……）

　気になったが、男子中学生ばかりの電車まで追いかけていくわけにもいかない。

　女学校の方向に行く電車が続けて入ってきたので、有紗は仕方なくそれに乗り込んだ。







　有紗の通う静せい華か女学院は、良家の令れい嬢じようのための学校である。

　華か族ぞく、元士族、財ざい閥ばつ、新興事業家など出身はさまざまだが、ここでは身分にとらわれて誰だれかを蔑さげすんだり諂へつらったりということはない。あくまでもご学友として付き合ってくれるので、財閥が親しん戚せきにいるだけの庶しよ民みんな有紗も気き兼がねせずに済んでいる。

　始業前。

　授業の始まる前に今月の学校新聞の記事をまとめていた有紗は、担任教師が教室に入ってきたのを見て急いでそれをしまいこんだ。

（危ない危ない。見つかっちゃったら大変だわ）

　月に一度発行している新聞には、実は二種類ある。

　学校の許可を得て掲けい示じ板ばんに貼はり出す『表』の新聞と、各組に配布して回し読みしてもらう『裏』新聞だ。

　『表』のほうは学校行事のお知らせだとか結果の発表だとか、学生生活に沿ったもの。

　一方の『裏』は、文芸部の友人が連れん載さいする乙おと女め小説や、絵が得意な友人に頼たのんで描かいてもらった挿さし絵え、それに最近流行のお芝しば居いや遊び、俳優などについての情報を載のせている。世間で起きた女学生がらみの事件について所見を書くこともある。人気があるのはこちらのほうだ。

　許可を得ていないし、学校に知れたら停学ものの内容なので、有紗はもちろん愛読者たちにも慎しん重ちようを期してもらっていた。

（朗あき子こさんの小説、いよいよ最終回が近いわね。新作も依い頼らいしておこう）

　段取りを考えながら机の中をまさぐっていると。

（……ん？）

　教科書を出した拍ひよう子しに、ひらりと何かが落ちた。

　床ゆかから拾い上げた有紗は、首をかしげてそれを見つめた。

　可愛かわいらしい菫すみれの花の図が描かれた封ふう筒とう。見覚えのないものだ。

（手紙？　どうしてこんなところに）

　宛あて名なが自分になっているのを確かく認にんし、封ふうを開けてみると、封筒とお揃そろいの便びん箋せんが二枚入っている。





〈一乗寺有紗さま

　突とつ然ぜんこのようなお手紙をお送りしたことを、どうかお許しください。

　わたくしは三年雪組の松まつの小路こうじ緋ひ早さ子こと申します。

　いつも一乗寺さまのことを、遠くから見つめております、一下級生でございます。

　本当はずっと思いを秘ひめておくつもりでおりましたが、一乗寺さまをお慕したいする気持ちが堪こらえきれず、とうとうお手紙を差し上げてしまいました。

　一乗寺さま。もし、もしも、特定の御お方かたがおられないのでしたら、わたくしのお姉さまになっていただけないでしょうか。

　ずっとずっと、お慕いしていたのです。どうか聞き入れてくださいませ。

　明日の放課後、西にし棟とうの美術室でお待ちしております。


松小路緋早子〉








　有紗は呆ぼう然ぜんと便箋を見下ろした。

　──もしかしなくても、これは。

（こっ……恋こい文ぶみだわ！）

　女学生の間では、上級生と下級生が特別な姉妹関係を結ぶのが流行はやっている。英語で姉妹を意味する〝シスター〟の頭かしら文字を取って〝エス〟と呼ばれていた。

　二人の間だけに通じる手紙を交こう換かんしたり贈おくり物をかわしたりという微笑ほほえましい交流や、勉強やクラブ活動の指導といったあくまでも学生生活の範はん囲い内での関係が主だ。

　けれども一部では、異性に恋こいすることを許されない少女たちにとって擬ぎ似じ恋れん愛あいにも近い──らしい。

（このお手紙の主は、たぶん、後者よね……？）

　有紗自身、綺き麗れいな上級生や謎なぞめいた魅み力りよくのある同級生が騒さわがれているのによく遭そう遇ぐうしたし、憧あこがれている人もいるけれど、特定の姉や妹がほしいと思ったことはなかった。頼まれれば、誰と誰がエスになったと裏新聞に載せて〝お知らせ〟したこともある。

　けれど、よもや自分が当事者になろうとは──。

（どうしよう……！）

　赤くなったり青くなったりしながら、有紗は途と方ほうに暮れて手紙を見下ろした。
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　その日の授業はてんで耳に入ってこなかった。

　それとなく級友に訊たずねてみたところ、差出人の彼女は松小路子し爵しやく家の令嬢で、まれにみる美少女だという。

（そんな方が、どうしてわたしに!?）

　面識はないし、気に入られる覚えもない。だからなおさら困こん惑わくしていた。

　放課後になり、恋文を手にしたまま悶もん々もんとしながら下校の途とにつく。

　姉妹の契ちぎりを結ぶべきか、それとも断るか。よく知りもしない相手とそんな関係になっていいのかという思いがあったが、断ったら絶望させてしまうのではと思うとなかなか踏ふん切りがつかない。

（たぶん何かの勘かん違ちがいで、わたしに幻げん想そうを抱いだいてらっしゃるんだわ。取材でもよく聞くもの。憧れてエスになったけど、何かが違ちがうと気づいて解消したって。だとしたら最初からお断りしておくべきよね。でも、どんなふうに言えば……）

「おい、お嬢じよう様さま」

　突然背後から声がして、はっと我に返る。

　振り向くと、校門前に停とまった車に背をあずけて京四郎がこちらを見ていた。

「何をぼんやりしてる？　君の帰りの座席はここだ」

「あ！　すみませんっ」

　有紗は慌あわてて駆け戻もどった。動どう揺ようするあまり、彼の前を通り過ぎてしまっていたのだ。指輪のせいで〝下げ僕ぼく〟になってしまった彼は、〝お嬢様〟への奉ほう仕しのために毎日放課後に迎えにきてくれているのである。

　赤い顔を見られまいとそそくさと乗り込もうとすると、京四郎がふいに屈かがんで何かを拾い上げた。

「落としたぞ」

「!?　きゃーっ！」

　彼が件くだんの恋文を手にしているのを見て、有紗は思わず飛びついた。

（どうしてよりによって京四郎さんに見つかるのよー！）

　すごい勢いで取り返して車に乗り込んだ有紗に、彼もさすがにびっくりしたらしい。

　何事かというように黙っていたが、やがて運転席に乗り込んできた。気のない顔をして手て袋ぶくろをはめながら言う。

「どこぞの学生に付け文でもされたか」

「そ、そんなんじゃありませんっ」

　やっぱり変に思われたのだ。頰ほおがますます熱くなる。

　京四郎が、仕方ないなと言いたげに腕うで組ぐみして目を閉じた。

「とりあえず手紙を音読してみたまえ。その後で私が相手に話をつけに行ってやる」

「だから、違いますってば！」

　このままでは余計におかしな誤解をされそうだ。仕方ないので打ち明けることにした。

「学校の下級生からもらったんです。お姉さまになってほしいって……」

「お姉さま？」

「そういう制度というか、あるんですよ。上級生が可愛い下級生を指名したり、逆に下級生が憧れの上級生に申し込んだり──」

〝エス〟と呼ばれるのだということを簡単に説明してやると、彼は理解不能だというように鼻を鳴らした。

「よくわからんが、同性相手ならいいんじゃないか。何をそんなにおろおろしているんだ」

「だ、だって……」

「初めて恋文をもらって舞まい上がるのもわかるが、大したことじゃないだろ」

「大したことですよ！　それに、初めてじゃありません。今までだって何回かこういうお手紙をもらったり、声をかけられたりしたことあるんですから」

　ほう、と京四郎が感心したようにうなる。

「人気者で結構じゃないか。それなら慣れているだろう？」

「……」

「まさか、毎回そうやってどぎまぎしているのか」

　かあっと有紗は赤くなった。

　慣れなんてあるわけがない。何度もらってもびっくりするし、うろたえてしまう。

　年とし頃ごろの娘むすめならそれが普ふ通つうだと思っていたら、呆あきれたような目で見られた。

「やれやれ。心配して損した。そんなところまで子どもだったとは」

　ため息まじりにぼやかれ、耳まで熱くなる。

「子どもじゃありません！　京四郎さんだって、恋文をもらったらどぎまぎするでしょう？」

「別に。どうでもいい相手から一方的に押しつけられてもなんとも思わんな」

　冷たい言葉を吐はかれ、有紗は目をむいた。

「ひどい！　冷血だわ！　乙おと女めの敵っ！　意地悪朴ぼく念ねん仁じん!!」

「ああ、いい調子だ。もっと頼たのむよ」

　冷めた顔で受け流すように言う彼に、とうとう堪かん忍にん袋ぶくろが爆ばく発はつする。

「わかりました！　子どもじゃない証しよう拠こに、立派にエスの契りを結んでみせますから！　見ててくださいっ！」

　これも売り言葉に買い言葉というのだろうか。

　癇かん癪しやくまじりに宣言した有紗に、京四郎は「そうか、頑がん張ばりたまえ」と他人ひと事ごとのように言っただけだった。
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　翌日。

　放課後を待って、有紗はどきどきしながら美術室へ向かった。

　松小路嬢じようから指定された場所である。授業のない時は誰だれも近づかない西棟のはずれだ。

（うーん……どうしよう）

　昨日京四郎に宣言してしまったものの、まだ迷っていた。

　彼への意地だけで契りを結ぶなんて相手に失礼だと思うと、踏ん切りがつかない。

（とにかく、早めに行って考えをまとめよう。まだ少し時間があるはずだし）

　よしっ、と拳こぶしを握にぎりしめ、美術室の扉とびらを開ける。

　中にいた女学生が、はっとしたように振ふり向いた。

「あ……」

　先客がいたことに驚おどろき、有紗はぽかんとして彼女を見つめた。

　色白の、目の大きな少女だった。長い髪かみをリボンで後ろにまとめ、形の良い額を出している。ぱっと人目を引くような愛らしい顔立ちだ。

　彼女は頰を赤らめ、瞳ひとみをうるませて見つめてきた。

「あの……一乗寺さま。わたくし、松小路と申します」

　ようやく有紗も気づいた。彼女が手紙の差出人なのだ。

「は、はい。一乗寺でございます」

　動揺しながら会え釈しやくを返す。まさか先に来ているとは思わなかった。

「突とつ然ぜんお呼びたてして申し訳ありません。お手紙を読んでくださったのですね」

「はい、読ませていただきました……」

「では、わたくしとエスの契りを結んでくださるのですね！」

　弾はずんだ声で言われ、ぎょっとした。

　いきなりそうなるのか？　手順がわからないから早まってしまったのだろうか。

「あの、待ってくださいます、松小路さま」

「緋早子とお呼びくださいませ。わたくしのほうが下級生なのですもの」

「……では、緋早子さんとお呼びしますね」

「きゃっ。お名前を呼んでいただけたわ。嬉うれしい！」

　飛び跳はねるようにして喜ぶ彼女に面めん食くらいながら、咳せき払ばらいして話を進める。

「お手紙をいただいたのは光栄に思いましたけれど、そこまで気に留めていただく理由がわからないんです。よかったら教えていただけませんか？」
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　それがわかれば誤解を解く方法もあるはずだ。いや、なんとしても解いてみせる。

　緋早子は胸の前で両手を組み合わせ、夢見るようなまなざしで視線をさまよわせた。

「有紗さまの名声は、三年生の教室にも響ひびき渡わたっておりますわ……」

　もう名前呼びになっている。手紙の相手を前にして彼女のほうも舞い上がっているようだ。

「常に成績優ゆう秀しゆうでおられて、一年生の時からずっと級長を務めていらっしゃるところとか」

　即そく時じ反論しようと身構えていた有紗は、ぐっと言葉を吞のみ込んだ。

（……それは、六条の伯父おじさまたちに嫌いや味みを言われないよう勉強しているだけで）

「薙なぎ刀なたの校内大会で颯さつ爽そうと優勝なさったところとか」

　今度こそ、と思ったがまたしても詰つまる。

（そ、それは、玲ちゃんたちを立派な日本男子に鍛きたえるために励はげんでただけで）

「ピアノソナタを弾ひいておられるお姿も麗うるわしくって！」

（それは慧兄さまに褒ほめられたくて猛もう練れん習しゆうしたからでっ）

　困ったことになった。意地や見み栄えといった実情はあれど、一応は全部事実なのだ。彼女の勘かん違ちがいという線は消えてしまった。

「ですけれど、一番は……、毎月発行なさっている学校新聞を拝読していて、憧あこがれていたからなのです」

　内ない緒しよ話ばなしをするように打ち明けてきた彼女を、有紗は驚いて見つめた。

「まあ、わたしの新聞を？」

「はい。表の新聞も好きですけれど、裏新聞もいつもとても楽しみで……。行動的で好こう奇き心しんにあふれていらして、うらやましく思っていました。それで、この方なら頼たよりになると思って」

　にこにこしている緋早子に、思わずこちらも笑えみがこぼれる。愛読者が褒めてくれたのだ、悪い気はしない。

「嬉しいわ。ありがとうございます」

　心からの礼を言うと、彼女は嬉しそうに頰ほおを赤くした。

　ちょっと夢見がちなところがありそうだが、いい人のようだ。それがわかってなんとなくほっとしていると、緋早子が少し躊躇ためらうようにうつむいた。

「実は──、有紗さまを見込んで、ご相談がございますの」

　エスの契ちぎりとはまた違ちがう話のようだ。どこか深刻そうな様子が気になった。

「どういったことでしょう？　わたしでお役にたてるのなら」

　緋早子は安あん堵どしたように表情をゆるめ、うなずいた。

「わたくしには、幼い頃ころに他家に養女に出された妹がいるのですが……、近ちか頃ごろ様子がおかしくなってしまったのです。心配しているのですが、一人で訪ねるのも心もとなくて……。一いつ緒しよに会いに行っていただけないでしょうか」

「そういうことでしたら、わたしでよければご一緒しますわ。でも、様子がおかしいというのは具体的にはどういうことですの？」

　部外者で、しかも初対面の有紗に相談を持ちかけてきたということは、それなりの理由がありそうだ。

　緋早子の表情が曇くもった。

「有紗さまは、巷ちまたを騒さわがせている『超ちよう能のう力りよく少女』をご存じですか？」

「ええ、もちろん。手を使わずに物を動かしただとか、新聞や雑誌に載のっていますわね」

　馨が持ってきた雑誌に記事があったのを読んだことがある。妖よう艶えんな女性の挿さし絵え入りで、なんだかおどろおどろしい感じだった。

「実は、それがわたくしの妹なのです」

「ええっ！」

　予想外の告白に仰ぎよう天てんした。

　まさか〝時の人〟の姉が同じ学校に通っていたとは。今までそんな噂うわさは聞かなかったから、隠かくされていたのだろう。

「妹は、名を四しノの宮みや蒼た生み子こといいます」

　不安げな顔をして緋早子が説明する。

「ご養父さまは四ノ宮男だん爵しやくと仰おつしやいます。その四ノ宮邸ていに、次の日曜日にきてほしいと連れん絡らくがあったのです。ここ最近はわたくしの呼びかけに答えてくれなかったのに、急にそんなことを言うので、何かあったのかと思って……。ただでさえ、超能力を扱あつかえるというのでおかしな事態になっていますのに」

「その……蒼生子さまは、昔から超能力というのを持っていらしたんですか？」

「いいえ！　身体からだが弱いところをのぞけば普ふ通つうの子でした。ある日突然、そういう力が宿ったようなのです」

　それは不思議な話だ。蒼生子嬢じようの身に一体何があったのだろう。

　噂の超能力少女という煽あおりにも好奇心をくすぐられたが、しゅんとしている緋早子を見たら、なんとかしてあげたいという思いがこみあげてきた。下のきょうだいを心配する気持ちは痛いほどよくわかる。

「わかりました。わたしでよければ、お力になりますわ」

「ありがとうございます！　心強いですわ」

　感激したように緋早子が見つめてくる。

　有紗は、任せてという思いでうなずいてみせた。新聞を読んで頼ってくれたなんて、しかもそんな重大な秘密を打ち明けてくれたなんて、一ひと肌はだ脱ぬぐ甲斐かいがあるというものだ。

　うっとりした様子だった緋早子が、ふいにもじもじとうつむいた。

「あの……有紗さまに、もう一つ、お願いが」

「え？」

　いきなり両手を握にぎられた。

「『お姉さま』ってお呼びしてもよろしいですか？」

「……!?」

　完全に恋こいする乙おと女めのまなざしで見つめられ、有紗はたちまち固まる。

　結局、なりゆきとはいえ彼女とエスの契りを結ぶことになってしまったのであった。







　第二幕　乙女と双ふた子ごの館やかた







　翌日曜日。

　有紗は自動車で迎むかえにきた緋早子と共に、彼女の妹の住む四ノ宮男爵邸へと赴おもむいた。

　本来ならば日曜は京四郎のもとで助手の仕事をする日だが、下級生に頼たのまれ事をしているので休ませてもらえないかと恐おそる恐る申し出たところ、あっさりとお許しが出たのだ。

『私もその日は予定がある。たまには子ども同士で遊んできたまえ』

　と言われていつものように腹を立てたものの、そういうことならと、気が引けながらもありがたく休ませてもらった。

（次のお仕事の日に今日のぶんも働いてお返ししよう。でも、京四郎さんが私用でお出かけになるところが想像つかないわ。どんな御ご用ようなのかしら？）

「お姉さま、あれですわ」

　隣となりに座っていた緋早子が声を弾はずませたので、有紗は我に返って顔をあげた。

　長く続く塀へい越ごしに、枯かれた木々と、クリーム色の瀟しよう洒しやな洋館がのぞいている。

　車は角を曲がって正門へ向かったが、まもなくブレーキがかかった。

「お嬢じよう様さま、随ずい分ぶん混雑しておりますよ」

　運転手が困こん惑わくしたように言ったのも無理はなかった。

　四ノ宮邸に続く道路いっぱいに、車が駐ちゆう車しやしていたのだ。大勢の人たちがそこここでたむろしているさまは異様だった。

「ここで降りましょう」

　とても車寄せまで行けそうにない。仕方なく歩いていくことにして車を降りる。

　門をくぐっても人の波は途と切ぎれるどころか増えているようだった。ほとんどが男性で、華か族ぞくの屋や敷しきには似合わないような恰かつ好こうが多い。

　袴はかま姿すがたのうら若き乙女二人組を、彼らは好こう奇きのまなざしで見ている。何か探さぐるような無ぶ遠えん慮りよな視線だった。

「今日はこちらで何かありますの？　賑にぎわっていますけど」

「妹からは聞いていないのですが……。とにかく会いたいのならこの日に来るようにとだけ言われていて」

　不安そうに緋早子は周りに目をやっている。

（何か事件でも起こったのかしら。警察の方がいる……）

　それに記者らしき男も多い。叔父おじの馨が付き合っている記者仲間を何度か見かけたことがあるが、彼らと似た雰ふん囲い気きだからすぐにわかった。

　怯おびえている緋早子にはそのことは言わないほうがいいだろうと思い、有紗は微笑ほほえむ。

「ひとまず妹さんにお会いしましょう。そうすればすぐにわかりますわ」

「はい……。あの、お姉さま。手を繫つないでもよろしいですか？」

「え、ええ。構いませんけど」

　うるんだ瞳ひとみに見つめられては逆らえない。二人は仲良く手を繫いで四ノ宮邸へと足を踏ふみ入れた。







　館へ入ると、出で迎むかえの書生が応接間に案内してくれた。

　先に緋早子が妹に話をしてくることになり、彼女と書生が出て行くと、有紗は一人でソファに腰こしを下ろした。

（一体何があったのかしら。この人出は異常だわ）

　邸内にも大勢の人が行き来しており、どこかぴりぴりした雰囲気がただよっていた。来ているのは記者や野次馬らしき人ばかり。まさかあの面子メンツで舞ぶ踏とう会が開かれるわけはない。

　気になってうろうろしていたが、何か聞こえないかとドアに耳を当ててみる。どすどすと荒あらい足音や、怒ど鳴なるような声がした。

（やっぱりおかしい。こんなの、華族のお屋敷ではありえないことだわ）

　しばらくドアに張り付いて耳を澄すましていたが、とうとう堪こらえきれずに少し開けてみる。

　途と端たん、騒さわがしい声が渦うずのように耳に飛び込んできた。

「おい、そこはうちが場所取ってるんだぞ！」

「本番は正午からだよなー!?」

「明日の朝刊に間に合わせろよ！」

「どいて！　通してください！」

　奥まったところにある応接間にもこれだけ聞こえるということは、向こうはもっと大おお騒さわぎになっているのだろう。

　記者たちの台詞せりふからして、彼らは何かスクープを待ち受けているようだ。そう思ったらうずうずしてきた。

（ちょっとだけ……ごめんなさい！）

　無断で他所よその屋敷をうろつくのは気が咎とがめたが、心の中で手を合わせて、そっと抜ぬけ出す。

　絨じゆう毯たん張りの廊ろう下かを進むと、その先は広間になっているようだ。大勢の人の気配がしている。

　ただでさえ浮ういた恰好をしているので、なるべく目立たないようにしながら進んでいくと、意外な顔を発見した。

「叔父さま！」

　広間の入り口のあたりで同どう僚りようらしき男性たちと話し込んでいた馨が、こちらに気づいて目を瞠みはる。

「有紗！　おまえ、ここで何してる」

「お友達の緋早子さんのつきそいで来たの。叔父さまこそどうして？　これはなんの騒ぎなの？」

「友達って、まさかここの娘むすめじゃないよな」

「その方のお知り合いよ。わたしは直接は知らないんだけど」

「知り合いってどんな知り合いだ？　四ノ宮男だん爵しやく令れい嬢じようとどういう関係の──」

「もう、わたしにまで取材しないで。随分熱心だけど、その口ぶりからすると、もしかして超ちよう能のう力りよく少女の取材なの？」

　深く突つっ込まれては姉妹であることが知られてしまうかもしれない。それはまずいだろうと強ごう引いんにごまかして逆に探りを入れてみると、馨は高こう揚ようしたようにうなずいた。

「大当たりだ。実は、昨日の夜に各社一いつ斉せいに電報が届いたんだ。今日ここに来れば面おも白しろいものが見られるってな」

　有紗は驚おどろいて身を乗り出す。

「差出人は誰だれなの？」

「四ノ宮蒼生子。超能力少女本人さ」

　またもや驚きの事実だった。ではこれは蒼生子が仕組んだ騒ぎなのか。

　啞あ然ぜんとする有紗をよそに、馨は意気込んだ様子だ。

「おそらく何かやらかすつもりなんだろう。学者の先生方も来てるらしいし、あっと驚くスクープが取れること間ま違ちがいなしだ。明日の新聞を楽しみにしてろよ」

　なあ、と彼が同僚たちに同意を求めた時だった。

「ああら、随分と自信がおありのようね、六条さん」

　あてつけがましい女の声が割って入った。

　馨が、げっ、と言いたげに顔をしかめる。

「出たな……」

　うめきながら振ふり向いた彼につられて有紗もそちらを見ると、若い女性が腕うで組ぐみして立っていた。

　肩かたにつかないほどの長さですっぱり切られた髪かみ、きりりと施ほどこされた化け粧しようのせいか勝ち気そうに見える。深緑のワンピースにケープを羽織った姿は颯さつ爽そうとしていた。

　周りにいない類たぐいの女性が珍めずらしくて有紗はしげしげ見つめてしまったが、彼女と馨の間には剣けん吞のんな空気がただよっている。

「自信はあるさ。この前みたいなことは二度とないと宣言しておくよ」

「それは楽しみだこと。あの時は一歩の差で我が社がおたくを出し抜きましたものねえ」

　挑ちよう戦せん的に言った馨が、にこやかな彼女のその一言で、ひくっと頰ほおを引きつらせた。

（どなたなのかしら。ただならぬ因いん縁ねんがありそうだけど）

　叔父が知らない女性と話しているのを見るのも、そういえば珍しい。

　興きよう味み津しん々しんで見ていたら、ふいに彼女と目が合った。女学生姿の有紗に彼女も関心を抱いだいたらしい。

「あら、こちらのお嬢じようさんは？」

　まじまじと見られ、叔父の手前どう自己紹しよう介かいしたものかと有紗が言いよどんでいると、馨が諦あきらめたように息をついた。

「俺の姪めいだよ。こちらの令れい嬢じようの知人と一いつ緒しよに遊びにきたらしい」

「まあ。初めまして、大日本新報社の醍だい醐ごです。よろしく」

　笑え顔がおで会え釈しやくした彼女を、有紗は頰を染めて見つめた。

（女性の記者さん！　初めて見たわ。素す敵てき……！）

　有紗も将来は新聞記者になるという夢がある。女性の社会進出が進んできたとはいえ、まだまだ一いつ般ぱん的とはいえないのが現状の世の中で、一足先に活かつ躍やくしている女性記者はとてつもなくまぶしく見えた。

「一乗寺有紗です、初めまして。叔父がいつもお世話になっています」

　慌あわてて挨あい拶さつした有紗に、彼女は目を細めて「こちらこそ」と微笑むと、また馨を見た。有紗に向けたのは優やさしい笑みだったのに、挑いどむような目つきになっている。

「可愛かわいい姪めい御ごさんにお会いできて嬉うれしいけれど、手加減はしませんから。今回も一面スクープは我が社がいただくわ」

「はっ。その台詞、そっくりそのまま一言一句お返しするよ。勝つのは我が帝てい都と日日社だ！」

　両者は激しく火花を散らしてにらみあった。周りにいる同僚らしき男性たちも同様に、険悪な様子で威い嚇かくし合っている。

　醍醐と同僚の記者らが去っていくと、馨はいまいましげに拳こぶしを震ふるわせた。

「くっそ……、絶対に負けられん！　いつもいつも邪じや魔ましやがって……っ」

「六条さん、早さつ速そくインタビュウを取り付けましょう！」

「僕は帝てい大だいの先生方に取材してきます！」

「帝日の底力を見せてやろうぜ！」

　よほど負けたくないのか、やる気に燃える目をして記者たちが円えん陣じんを組んでいる。

　熱い現場に有紗が圧あつ倒とうされていると、立ち去りかけた馨が思い出したように戻もどってきた。

「おまえ、こんなところで一人で大だい丈じよう夫ぶか？」

「平気よ。お友達と一緒だって言ったでしょ。ああ、わたしももう戻らなきゃ」

　こっそり抜け出してきているのだ。緋早子が戻ってきているかもしれない。

　馨は少し安心したように「じゃあ行くぞ」と有紗の頭を撫なでると、踵きびすを返した。その背中に有紗は声せい援えんを送った。

「叔父おじさま、頑がん張ばって！」

「おう！」

　馨が拳を掲かかげて去っていく。その姿は人ひと混ごみの中にすぐにまぎれてしまった。

　有紗は息をつくと、あたりを見回しながら、廊下へと向かった。

（あの醍醐さんという方、叔父さまの新聞社の競争相手というところかしら。それにしても、蒼生子さまはどうして電報を打ったりなんかしたんだろう。今から何が起こるっていうの？）

　各社に連れん絡らくして記者を集めただけでなく、大学から学者も来ているという。しかも外には警官の姿もあった。何か嫌いやな予感がする。

　とにかく応接間に戻って緋早子から話を聞こうと、足を速めた時、上から声が降ってきた。

「おや……、久しぶりですね」

　聞き覚えのある、どこか気き障ざでやわらかい声。

　軽く手をあげた男性を見上げ、有紗は目を丸くした。

「伏ふし見みさま！」

　ぴしっとグレイの三みつ揃ぞろいを着込んだ彼が、どうも、と微笑ほほえむ。

　京四郎と出会ったきっかけでもある別べつ荘そうでの事件で、招かれていた客の一人が彼だった。東京警視庁所属の警官だと言っていたから、帝都でばったり会ったとしても不思議ではないのだが、まさかこんなところで会うなんて。

　馨に続いての知人との出会いに驚きながらも、懐なつかしくなって笑みがこぼれる。

「お久しぶりですわ。お元気そうですね」

「おかげさまで。有あ紗さ子こさん……いえ、有紗さんもとてもお元気なようでよかった。しかし、意外なところでお会いしましたね」

「伏見さまこそ……、あの、今日は警察官として来ていらっしゃるんでしょう？　何か事件があったんでしょうか」

　思わず身を乗り出すと、伏見は目を瞬またたき、それから笑った。

「今回も事情を知らずに乗り込んでいらしたんですね」

「じゃあ、やっぱり何かあるんですね？　わたし、お友達に頼たのまれてご一緒しているんです。でも来てみて初めてこの騒さわぎを見たので事情を知らなくて……」

「そうでしたか。なるほどね」

　納なつ得とくしたように顎あごを撫でる仕草も、気障だがさまになっている。

「超能力少女の噂うわさはご存じですか？」

「はい。こちらの令嬢がそうなんだとか」

　伏見は広間の奥を指さした。長いテーブルを壮そう年ねんの紳しん士しが何人か囲んでいる。

「彼らはね、令嬢の超能力を検証にきた学者先生方なんですよ。今日はこれから、他ほかならぬ令嬢の号令で検証会が開かれるんです」

「検証会？」

「要するに、令嬢が超能力とやらを衆しゆう人じん環かん視しの中で使ってみせ、その力が本物かどうか先生方が確かめるというわけですよ」

「それでこんなに賑にぎわっているんですね……」

　やっと事情がわかって、しみじみと広間を見回す。どうりで記者たちが目の色を変えているわけだ。

「でも、どうして警察まで出動されているんですか？　騒ぎを抑よく止しするためにしては大げさな気がしますけど」

「さすが、鋭するどいですね。もちろんそれだけではありません」

　伏見が顔を近づけてきて声を落とした。

「あなただから教えてさしあげますが──といっても情報通な方にはばれているようですが。実は、怪かい人じんから予告状が届いたんですよ。超ちよう能のう力りよく少女を盗ぬすむ、とね」

「怪人が……!?」

　帝都では少し前から、ある盗とう賊ぞくが世間を騒がせている。狙ねらった獲え物ものに共通点はなく、しかし必ず予告状を出して実行し、いくら警官を動員しても捕つかまらない。正体不明、神しん出しゆつ鬼き没ぼつのため、新聞各社は『怪人』と名付けてあおっていた。

　謎なぞめいた存在であること、そして警察を相手に煙けむに巻くさまが痛快だというので、市民には妙みように支持されている。もちろん盗みを働くのはいけないことだが、有紗も好こう奇き心しんがうずくという意味では興味があった。

「どうして蒼生子さまを？」

「それはわかりません。しかし令嬢の父上である四ノ宮男だん爵しやくから警護の依い頼らいがありましてね。我々も怪人には煮にえ湯を飲まされてきましたし、見み逃のがすわけにはいかないので」

「ついに今日捕まるんでしょうか？」

　どきどきしながら見上げる有紗に、伏見はにこりと笑った。

「そうなったらいいんですが。僕が本ほん懐かいを遂とげたら、有紗さん、デートしてくれますか？」

「でえと？」

「いわゆる男女の逢あい引きです」

「……っ!?」

「冗じよう談だんですよ」

　いつのまにかつかまれていた手を慌てて振ふり払はらった有紗を、伏見は楽しそうに見たが、少し表情をあらためて続けた。

「これまで犯行現場に必ず桜の花びらを残しています。桜を見かけたら、すぐに逃にげ出したほうがいいですよ」

　そういえばそんな記事を見たことがある。警察への暗号だと言われているようだが──。

「でも、今は冬ですわ」

　くすっと伏見が笑った。

「怪人は、冬に桜を咲さかせる魔ま法ほうを知っているのかもしれませんね」

　冗談めいた言葉に、どきりとする。

（魔法……）

　脳のう裏りに、雪に閉とざされた別荘が浮うかんだ。

　あの事件で、有紗は知らない世界があったことを知った。この国が急成長を遂げたのは西洋から持ち込まれた魔ま術じゆつのせいであるのだと。

（敵の言うことだから鵜う吞のみにするのもどうかと思ったけど……京四郎さんも否定なさらなかったし、きっと、本当のことなのよね……？）

　けれども京四郎はそれ以上のことは教えてくれない。有紗のような一いつ般ぱん市民が知ってはいけないことのようだ。なんとなく想像がつくから、強い態度で訊きいてみることができなかった。もし事情を知っていれば、もっと彼の力になれるような気がするのだが──。

「どうかしましたか？」

　怪け訝げんそうに見られたので、はっと我に返った。

「あっ、いいえ。怪人の予告状のことは知らなかったので、驚おどろいてしまって」

「殺気立った警官が多いので所在ないでしょうが、少しだけ我が慢まんしてください。警官だけならまだしも陸軍までお出ましで、物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きが増してしまいました」

「軍人さんも来てるんですか？」

　それは意外だった。陸軍が怪人の捕ほ縛ばくに出動？　管かん轄かつが違ちがうはずだ。

「ええ。あそこにいるのがそうですよ」

　広間の片かた隅すみを指さしかけて、伏見が面おも白しろそうに微笑む。

「おや……。珍めずらしい人もいらっしゃいますね」

　つられてそちらを見た有紗は、思わず目を瞠みはった。
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「しけた面つらをしているな。烏丸」

　押しつけがましい呼びかけに、京四郎はそちらを一いち瞥べつした。

　見慣れた顔が数人、にこりともせず立っている。

「話しかけるな。その軍服が傍そばにいると目立つ」

　そっけなく返すと、若い将校が舌打ちした。

「相変わらずだな、貴様は。その無ぶ愛あい想そうな面でよく機関に雇やとってもらえたものだ」

　京四郎は彼らを無視して場を離はなれることにした。ここで関かかわってもいいことはない。

　しかし当然のように肩かたをつかまれ、引き留められた。

「──貴様も【闇やみ】の調査に来たのであろう？」

「……」

「あの娘むすめを確保するのは我々だ。邪じや魔まは許さん」

　高圧的で断定的な物言いには慣れている。京四郎はゆっくりと彼に向き直った。

　そちらの事情など知るか、と返そうとした時だ。

「──京四郎さーん！」

　ふいに聞き慣れた声が飛んできた。

　まさかという思いで振り向けば、人ひと混ごみをかきわけながらこちらに向かってくるのはやはり有紗だ。

　確かく認にんして思わずため息が出た。わざわざ置いてきたというのに、なぜここにいるのか。

「誰だれだ？　貴様の知人か」

　訝いぶかしげな声に、我に返る。──なるべく彼女をこちら側に関わらせたくない。

「知り合いの令れい嬢じようだ」

　適当にごまかし、急いでその場を離れる。

　ちょうど有紗が息せき切ってやってきたところだったが、彼女が何か言うより先に、じろりと見下ろして促うながした。

「米俵のように担かついで運ばれたくなければ、大人しくこちらに来たまえ」

　ひっ、と有紗が青ざめて立ちすくむ。

　命令形のせいで痣あざがちりちりと痛んだが、顔に出すことなく、京四郎は彼女を広間の隅すみへと連行した。
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　京四郎は少し呆あきれているようだった。

「こんなところまで追ってくるとは……。そんなに遊んでほしいか」

　開口一番子ども扱あつかいされ、有紗はむきになって言い返した。

「違いますっ。お友達の付き添そいで来たんです」

「友達？」

「お話ししたでしょう、下級生に頼たのまれ事をしてるからお休みさせてくださいって。そのお友達には養女に出された妹さんがいらして、その方がいわゆる超能力少女と呼ばれている方なんです」

「四ノ宮蒼生子嬢じようが？」

　さすがにそれには驚いたらしい。軽く目を見開いた彼に、すかさず追つい及きゆうしてみた。

「京四郎さんこそ、どうしてこちらに？」

　すぐ無表情に戻もどり、彼は心のこもらない声で言った。

「超能力とやらに興味があったのでね。見物に来たんだ」

「……それだけ？　つまり、野次馬ですか？」

「悪いか？」

「悪くはないですけど……」

　なんだかごまかされた気がする。

　不満げに見上げていると、背後でざわめきが起きた。

　周囲の人々につられて振り向いた有紗は、息を吞のんだ。

　広間から二階へ続く階段の踊おどり場。吹ふき抜ぬけになった高い天てん井じようまで刻まれたステンドグラスを背にして、二人の少女が立っている。

　揃そろいの濃こい紫むらさきの着物を着た彼女たちは、まったく同じ顔立ちをしていた。

「……緋早子さん？」

　つぶやいた有紗に、京四郎が振り返る。

「あれが君の友人か」

「はい。でも、さっきまでと服装が違います。妹さんに会いにいってからわざわざ同じ着物に着き替がえたのかしら。どうして……」

　そのことにも戸と惑まどったが、何よりも彼女たちが似すぎていることに圧あつ倒とうされていた。

　緋早子は可愛かわいらしい感じの少女で、夢見がちな乙おと女めぶりに面めん食くらったりもさせられたものだったが、現れた二人の少女のうちどちらからもそんな印象はうかがえない。

　眉まゆのあたりで切りそろえたまっすぐな黒くろ髪かみ。生気の感じられない白い肌はだ。それでいて唇くちびるは、はっとするほど鮮せん烈れつに赤い。

　少女たちは美しかった。だが、それはどこかこの世ならざる物のような、禍まが々まがしさを放っている。

　周囲の人々も有紗と同じに感じたようで、少女たちに釘くぎ付づけになりつつも畏おそれるような表情を浮かべていた。

「──本日はお集まりいただき、ありがとうございます」

　少女たちのうち片方が口を開き、人々を見回す。澄すんだ声だったが、平へい淡たんで感情のこもらない口調だった。

「わたくしが、四ノ宮蒼生子でございます」

　しん、と広間が静まりかえる。

　彼らを招待した超ちよう能のう力りよく少女が目の前に現れたのだ。騒さわいでもよさそうなものだが、彼女の言葉を聞き漏もらすまいというように誰もが口をつぐんでいた。

「皆みなさまにお集まりいただいたのは、わたくしと謎なぞ解ときをしていただくためです」

　蒼生子は、傍かたわらに立つもう一人の少女をそっと見やる。

「ご覧の通り、実はわたくしたちは双ふた子ごの姉妹です。こちらは姉の緋早子と申します」

　淡たん々たんとした声を聞きながら、有紗は眉をひそめて二人を見上げていた。

（緋早子さん……どうしたのかしら。様子が変だわ）

　あれほど表情豊かだった彼女が、まるで蠟ろうで固められたようにぴくりとも動かないのだ。目は開いているから眠ねむっているわけではなさそうだが──。

「このたび、世間を騒がす盗とう賊ぞくから、わたくしを盗ぬすむと予告状が届いたとのこと。一週間後、予告通りに盗みに参ることでしょう。そこで謎なぞかけでございます」

　蒼生子が広間を見回しながら宣言する。

「かの怪かい人じんが盗んだのが、わたくしたちのどちらか当てられた方に、賞品代わりとしてわたくしの秘密をお話しします」

　初めてどよめきがあがった。

「秘密って……？」

「彼女の超能力の秘密だろう」

　そう言った京四郎を、有紗は驚おどろいて見上げた。

（真相を教えてくださるということ？）

　超能力の種明かしだと周囲の人々も察したのだろう、色めき立っている。

「超能力少女の正体がわかるっていうことか」

「しかし、双子の美人姉妹！　これだけでもネタになるぞ」

「しかも怪人の予告状だって!?」

「そんな警察発表はなかったよな？」

　記者たちは手帳にペンを走らせたり、カメラを姉妹に向けたりと忙いそがしい。早さつ速そく警官に取材をかけに走る者もいる。

　その時、糾きゆう弾だんするような声があがった。

「蒼生子嬢！　今日は件くだんの超能力を見せていただけるお約束では？」

　学者らしき紳しん士したちである。彼らは蒼生子の超能力の真しん偽ぎを検証するため、様々な機械や道具を持参し、すでに準備を終えていたのだ。

　不ふ愉ゆ快かいそうな彼らを、踊り場から蒼生子が一いち瞥べつする。

「失礼しましたわ。先生方」

　そう言って彼女は、すっと右手を前にあげた。

　その動きに合わせるかのように、学者たちが陣じん取どっていた長いテーブルが宙に浮ういた。

　空中で傾かたむいたそれから筆記具や書類が落ちてくるのを、誰もが呆ぼう然ぜんと見上げる。

（噓うそ……！）

　蒼生子が軽く右手を振りかぶる。するとテーブルは勢いをつけて宙を飛び、壁かべに激げき突とつした。

　大破したテーブルと壁から、ぱらぱらと欠片かけらが舞まい落ちる。

「──これでよろしいかしら？」

　静まりかえった室内を見回して、超能力少女は淡々とつぶやいた。
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　四ノ宮邸ていは興奮の坩堝るつぼと化した。

　姉妹が退場した後も、記者たちはばたばたと走り回り、学者たちは目の前で起こった現象に科学的な理り屈くつをつけようと侃かん々かん諤がく々がく議論を闘たたかわせている。

　あまりの騒ぎに身動きがとれず、有紗は京四郎と一いつ緒しよに隅すみのほうでじっとしていた。

「信じられないけど、でも本当に起きたんですよね。仕し掛かけもなさそうだし、やっぱり本物の超能力少女だったんだわ」

　ぶつかったテーブルのほうを有紗は興きよう味み津しん々しんで観察する。

　あれほど大きなものを宙に吊つり上げるとなるとかなり大がかりになるだろうが、そんな痕こん跡せきはない。不思議としか言いようがなかった。

　京四郎は冷めた目をして広間を見回している。動どう揺ようしていないのは彼くらいなものだろう。

「君の友人は具合が悪そうだったな」

「ええ……様子が変でした。どこに行けば会えるのかしら」

　この分では四ノ宮邸の使用人を探して案内してもらうのも、しばらくは難しそうだ。

　とりあえず先ほどの応接間に戻ってみるかと考えていると、馨がやってきた。

「有紗──、って、なんでおまえも一緒なんだよ？」

　隣となりにいる京四郎に気づいて、驚いたように眉をひそめている。

　別べつ荘そうでの一件は馨も知っているが、その後も二人に交流があるとは思ってもいないはずだ。不ふ審しんに思われたかと有紗が何か言おうとすると、京四郎が冷たい声で答えた。

「偶ぐう然ぜん会ったんだ」

「偶然だぁ？」

　馨は疑わしげに京四郎を見たが、いきなり彼の腕うでを引くと、肩かたを抱だくようにしてぐるりと有紗に背を向けた。

（叔父おじさま？）

　内ない緒しよ話ばなしがしたいようだが、目の前でされても気になるに決まっている。有紗はさりげなく近寄って耳をそばだてた。

「おまえ、有紗に随ずい分ぶん思い入れがあるようだったが──前に面識でもあったのか？」

　声をひそめて尋じん問もんする馨に、京四郎は気のない様子で応じている。
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「君の家に行った時に見かけたことがある」

「……うちに来たことあったか？」

「あっただろう。もう忘れたのか」

　暗に記き憶おく力が悪いと言われたと思ったのか、馨がむっとしている。

「ただそれだけであんなにむきになるのかよ？」

「義ぎ憤ふんにかられただけだ。君だって健けな気げな女学生が親しん戚せきにいびられていると知ればあれくらいはやるだろう」

「そ……、それは、そうだが」

「あの時の縁えんもあるし、遠くから見守らせてもらっているだけだよ」

　その人道的な返答に納なつ得とくしたのかどうか、馨は威い嚇かくするように、ふんと鼻を鳴らした。

「手ぇ出しやがったら承知しないからな」

「安心しろ。子どもに興味はない」

「──聞こえましたよ！」

　おなじみの台詞せりふが出てきたので、すかさず有紗は目をつりあげて割って入った。

「わたしが聞いてないところでも子ども扱あつかいしてるんですね！　そういうの陰かげ口ぐちって言うんですよ！」

　わざとらしく京四郎がため息をつく。

「地じ獄ごく耳みみだな」

「京四郎さんがとびきり皮肉屋なだけですっ！」

　遠えん慮りよなしにやりあう二人を、馨は不審そうに眺ながめている。

「おまえら……なんか、妙みように親しげじゃないか？　あの時だけの縁だよな？」

　ぎくっとして有紗は口をつぐんだ。実際には別荘での事件後もずっとお世話になっているのだが、それは内緒なのだ。

「そ、そうお？　叔父さまの気のせいじゃない？」

　笑ってごまかしながらも、なんだか自分の中でも引っかかるものがあった。

（そう言えば……どうしてこんなにぽんぽん言い合えるのかしら。最初は怖こわい人だと思ってたのに、いつのまにか平気になっちゃったし……。前から知ってる人ならまだしも、変よね）

　しかも彼は曲がりなりにも華か族ぞくの御おん曹ぞう司しで、年もかなり上だ。普ふ段だんの有紗なら礼れい儀ぎをわきまえた態度で臨のぞんでいるはずである。

　我ながら不思議で首をひねっていると、馨に肩を引き寄せられた。

「とにかく、おまえたちがくっついて行動するのは不自然だ。俺と一緒にいろ」

「えっ。で、でも」

　まさかそう言われるとは思わなかったので焦あせってしまったが、京四郎はそっけなく一瞥しただけだった。

「好きにすればいい」

　それだけ言うと、さっさと一人で行ってしまった。

　そのあっさりした引き際ぎわに、寂さびしいような複雑な気分になる。今日は彼の助手としてきたわけではないとはいえ、なんだか拍ひよう子し抜ぬけだ。

（……やっぱり、助手として認められてないのかな）

　どうしたら役に立つやつだと思ってくれるのかと、有紗はため息をついた。
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　結局、馨の取材に同行することになったが、その前に緋早子に面会を求めてみることにした。

　屋や敷しきの使用人を探していると、明らかに記者とは違ちがういでたちの若者を発見した。丸首のシャツに着物と袴はかまをつけた恰かつ好こうからしておそらく書生だろう。

「すみません。一乗寺と申しますが、松小路緋早子さまにお取り次ぎ願えませんか？」

　駆かけ寄って声をかけると、彼はびっくりしたように振ふり向いた。

　肩につきそうなくらい髪かみが長いが、嫌いやな感じはしない。人の好よさそうな爽さわやかな容よう貌ぼうの青年だった。

「あ……、失礼しました。若いお嬢じようさんの声だったので驚おどろいてしまって」

　彼はぺこりと頭を下げると、捜してくるのでここで待っているようにと言い残して二階へ駆けていった。

　しばらくして戻もどってきた彼が、緋早子のところに案内すると言うので、ほっとして後に続く。会って話ができる状態にはあるようだ。

　二階の奥の部屋に通され、一歩入った途と端たん、緋早子が「お姉さまあ！」と飛びついてきた。

「ずっとお一人にしてごめんなさい！　わたくしったらなんて気が利きかないのかしら」

「い、いえ、いいんです。それより緋早子さん、お身体からだは平気？　さっきは少し様子が変に見えたけれど……」

　広間で見た時と同じ、濃こい紫むらさきの着物に身を包んだ緋早子は、いつも出している額に前まえ髪がみがかかっているせいか少し印象が違って見えた。だが表情は以前の彼女に戻っている。

　彼女は不思議そうに小首をかしげた。

「え？　変って、なんのことですの？」

「なんだか心ここにあらずというか……。あの、ひょっとして覚えていないの？」

　驚いて訊たずねると、緋早子は困ったように眉まゆをひそめた。

「わたくしにもわかりませんわ。気がついたらこの恰好で、ここで寝ねていたのです」

「え……!?」

　では、双ふた子ごの姉妹として記者たちに披ひ露ろうされたことを知らないのか。確かに様子がおかしかったが、彼女は自身の足で歩いてあの場に現れたのに。

「あ、そうだわ。お姉さま、妹を紹しよう介かいします」

　有紗の困こん惑わくをよそに、緋早子が声を弾はずませて振り返る。

　その時初めて、部屋にもう一人いたことに有紗は気がついた。

「──初めまして。一乗寺有紗さま」

　抱きついていた緋早子の背後から、涼すずやかな声が響ひびく。

　緋早子の陰かげからのぞきこむようにした有紗を、冴さえ冴ざえとした美び貌ぼうの少女が見つめていた。

「姉がお世話になっております。とてもお会いしたかったわ」

　目が合った瞬しゆん間かん、なぜかぞっと悪お寒かんが走った。

　親しげで礼れい儀ぎ正ただしい挨あい拶さつとうらはらに、彼女の瞳ひとみには強い感情が宿っている。

　有紗はごくりと喉のどを鳴らし、なんとか笑えみを浮うかべた。

「初めまして……お邪じや魔ましております」

　これが超ちよう能のう力りよく少女、四ノ宮蒼生子。あらためてそういう視点で見てみると、凄せい絶ぜつともいえる美貌が神秘的に思えてくる。

　緋早子が心配していた、妹の様子の変化というのはどういうものなのだろう。見た目からは予想がつかない。

（とにかく。こうして面と向かってお会いできたんだから、お話をする好機だわ！）

　どんなふうに話を展開させようかとすばやく考え、有紗はとりあえず微び笑しようを深めた。

「緋早子さんからお話はうかがっています。とても仲の良い姉妹でいらっしゃるそうですね」

「きゃっ。いやですわ、お姉さまったら。わたくしと仲良くお話ししたことをそんなふうに自じ慢まんなさるなんて！」

　なぜか緋早子が嬉うれしげに頰ほおを染めている。有紗は咳せき払ばらいして続けた。

「わたしは弟ばかりなので、姉妹がいらしてうらやましいです。よかったら、お二人でいつもどんなお話をなさっているだとか、教えていただけませんか？」

　まずは日常の話、そして過去の話を聞き出し、蒼生子の変化について探さぐる。そういう作戦だった。

「うふふ、お姉さま、座りましょう。ねえ、蒼生子も」

　緋早子に促うながされ、有紗は微笑ほほえんでソファに手をかける。

　腰こしを下ろそうとした時、予想外の言葉が返ってきた。

「──申し訳ありませんけれど、それはできませんわ。一乗寺さま」

　蒼生子がじっと見つめていた。まさか拒きよ否ひされるとは思わず、有紗は固まってしまう。

　彼女は有紗から視線をはずし、緋早子を見た。

「緋早子。あなた、熱があるのじゃなくて？　ふらついているわ」

　驚いて彼女を見れば、確かに少し足あし下もとがあやうい。頰を染めていると思ったのも熱のせいだったのだろうか。

「いいえ、わたくしは大だい丈じよう夫ぶよ」

「だめよ。何かあったら大変だわ。お部屋で休みましょう」

　蒼生子は緋早子に寄り添そい、宥なだめるように言った。そうしていると姉思いの優やさしい妹に見えたのだが──。

「そういうわけですので、これで失礼いたしますわ。一乗寺さま」

　再び視線を向けてきた蒼生子は、言外に出て行けという内心を隠かくそうともしていなかった。

　美しい双子の妹が見せた、敵意にも似たまなざし。

　それはもしかしたら嫉しつ妬とだったのだろうかと、後になって有紗は思った。
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　さかんに気にする緋早子をなだめ、一人で大丈夫だからと有紗は双子の部屋を後にした。

　一階に下りようと階段室へ入ったところで、馨が数人の青年たちと一いつ緒しよにいるのに遭そう遇ぐうした。

「お、もう済んだのか？」

　有紗はうなずく。蒼生子の対応に驚きこそすれ、腹は立てていない。ただ、緋早子の依い頼らいを解決するのは難航しそうだと思っていた。

「緋早子さんの体調が思わしくないようだったから、早めに失礼したの。叔父おじさまは？」

「軍人に探りを入れに行ってきたところだ。犬みたいに追い払はらわれたけどな」

　むすりとして馨が鼻を鳴らす。

「それでもすごいわ。もうお仕事を一つ終えてきたなんて、さすがね！」

「ハハ、そんなに褒ほめるなよ。──で、今から彼らに話を聞こうとしてたんだ。書生諸君なら四ノ宮邸ていのことをあらかた知ってると思ってさ」

　集まった青年たちは書生だったらしい。有紗を案内してくれた袴はかま姿すがたの彼もいた。

　彼らはそれぞれ名乗り、馨の質問に協力的に応じた。

「蒼生子お嬢さんのあの力は、本物だと思いますよ。仕し掛かけをしようにもお嬢さんお一人じゃとてもできませんしね」

　袴姿の青年が真面目まじめな顔つきで言う。飛鳥あすか井いと名乗った彼は書生頭がしらということで、代表して質問に答えてくれた。

「お嬢さんが子どもの頃ころからあの力はあったのかい？」

「いや、ここ二、三年と聞いてますよ。僕らはその頃まだお屋敷に来ていないので、正確な年数はわかりませんけど」

「何かきっかけがあったのかな」

「さあ……。ちょうどその頃に大病を患わずらわれたそうですから、体内で突とつ然ぜん変へん異いでもあったんでしょうかね」

「君たちは、お嬢さんの力が起こす現象を何だと思ってる？」

　その問いに、書生たちは顔を見合わせ、軽く首を振った。飛鳥井が苦く笑しようする。

「超能力──としか言いようがないですよ」

　ふむ、と馨が難しい顔で開いた手帳に目を落とす。思ったより情報が得られなくて悔くやんでいるようだ。

「じゃあ、話題を変えよう。怪かい人じんがお嬢さんを盗ぬすみにくるというけど、この屋敷の防犯態勢はどんな感じなんだい？」

「それほど強固だとは思いませんね。ただ、当日は警察が山ほどくるでしょうから、それをかいくぐって盗みに入るのは難しいんじゃないかなあ。もちろん僕らも警備につくつもりですし」

　書生たちが、うんうんとうなずく。

「お嬢じようさんの当日の居場所とか予定は決まってるのかい？」

「さあ、どうだろう。警察と話してこれから決めるんじゃないでしょうか。守りに優すぐれた部屋はいくつかありますから」

「なるほど。それをばらしちゃまずいよな」

「そういうことです」

　馨と飛鳥井が笑みをかわす。馨がすばやく名めい刺しを差し出した。

「ありがとう、参考になったよ。できればお嬢さんにも取材を申し込みたいけど、取り次いでくれないか？」

「一応申し上げてみますが、あまり期待はしないでください。人見知りな方なので」

　名刺を受け取った飛鳥井は、少し表情をあらためた。

「みんなお嬢さんを心配してます。できることがあれば協力しますから、その時は言ってください」

　他ほかの書生たちも神しん妙みような顔をしてうなずいている。皆みな、お嬢じよう様さまの強力な味方のようだ。有紗にはあんな態度だったが、普ふ段だんの彼女は彼らに慕したわれるような別の顔も持っているのだろう。

　あらためて礼を言って彼らと別れ、有紗は馨と一緒に一階へ下りた。

　馨と同じように他の記者たちも取材に忙いそがしいようで、ますます賑にぎわっている。

「さて、次は警察の旦だん那なに話を聞きに行くとするか」

　揚よう々ようと人波をぬっていく彼を追いながら有紗は訊たずねた。

「でも、話してもらえるの？」

「そこは腕うでの見せどころさ。顔見知りの警官も何人かいるしな」

「すごいのね、叔父さまって！」

「おうよ！　記者ってのは顔の広さと愛あい想その良さがものをいうんだ。おまえはその点、見込みあるぞ。ま、あの烏丸には無理だな」

　ふふん、と笑って皮肉った叔父を、有紗は首をかしげて見上げる。

「京四郎さんのこと、嫌きらいなの？　仲が良くないみたいだけど」

　馨が顔をしかめた。

「気が合うように見えるか？　誰だれにでもああなんだぞ、あいつ。俺はたまに面めん倒どう見てやってたけど、他につきあいのあるやつなんていなかったんじゃないか」

「けど、身分の高い方には大学で取り巻きができるって聞いたことがあるわ。京四郎さんにはいなかったの？　性格はあんなふうだけど侯こう爵しやく家の御おん曹ぞう司しなのに」

「それは……、まあ、あの烏丸家だからな……」

　急に歯切れが悪くなった彼を、訝いぶかしげに見つめる。

「不気味な噂うわさがあるから、怖こわがられてるっていうこと？」

「いや──そうじゃない」

　馨はしばし考えたようだが、有紗を促して廊ろう下かの隅すみに連れていった。

　人の多さからいくらか切り離はなされた場所で、少しあらたまったように話を続ける。

「烏丸家ってのはもともと、陰おん陽みよう家の一族なんだ。古くから朝ちよう廷ていに仕えて重宝されていたらしいが、身分はそれほど高くなかった。にもかかわらず維い新しん後に侯爵位を賜たまわったせいで、他の華か族ぞくのお歴々からはよく思われてないんだよ」

　それは初耳だった。しかし腑ふに落ちるところもあった。

　侯爵といえば、宮家から臣しん籍せき降下した王子や、旧大名家や公く家げ、それに維新の元げん勲くんなどに贈おくられる爵しやく位いだ。普段はあまり身分差などを気にしないところで生活しているから気にとめていなかったが、そういえば、以前別べつ荘そうで起きた事件の際、烏丸家より格下であるはずの招待客たちは、京四郎に対して随ずい分ぶんぞんざいな言動をとっていた。あれにはそういう事情が隠されていたらしい。

「それにしたってひどいわ。今が侯爵さまなら、相応の敬意を払うべきよ。京四郎さんは次期侯爵さまなんでしょう？　烏丸侯爵のご子息なんだから」

　人のことは言えないけど、と心の中で思いながら有紗は口をとがらせる。自分のような世間を知らない小こ娘むすめならともかく、礼れい儀ぎをわきまえている人たちが無礼を働くのは解げせない。

　馨が、ふと気まずそうな顔つきになった。

「いや、あいつは侯爵の実の息子むすこじゃないんだ」

「……え」

「跡あと取とりだった一人息子が早世したもんで、一族の中から選ばれた数名が養子になったらしい。あいつはその一人なんだよ。そういうのもあって余計になめられてるのかもな」

　思わぬ話に驚おどろいて有紗は絶句したが、はっと思いだして胸を押さえた。

（その亡なくなった方って、もしかしてあの手紙の……？）

　別荘で京四郎は手紙を焼いていた。兄からきた手紙だが、亡くなったからもういらないのだと言って。

　早世した跡取りという人は一人息子だったというから、京四郎の実の兄ではないだろう。けれど、親しん戚せきの年長者を兄だと呼んで慕うのは珍めずらしいことではない。有紗の慧一郎に対する気持ちのように。

（きっとそうなんだわ。すごく大事な人みたいだった……）

　燃える火を見つめ、手紙を一枚ずつ放ほうり込んでいた時の京四郎の横顔を思い出すと、胸が締しめ付けられそうになる。

　いつも無表情に皮肉ばかり言う彼が見せた、あれは素すの表情だったのではないか──そんな気がした。

（お仕事に対する謎なぞばかり気にして、京四郎さんのお気持ちを思いやっていなかった……。わたしの愚ぐ痴ちを黙だまって聞いてくれて、気持ちを認めてくださった方なのに）

　誰にも言えなかった本心を受け止め、そのままでいいのだと言ってもらえた時、戸と惑まどいながらも嬉うれしくて、心が軽くなった。

　あの時の恩返しがしたい。今さら遅おそいけれど、励はげますくらいならできるだろうか。

（これからはもう少し優やさしくしよう。子どもって言われてもあんまり怒おこらないように……）

　彼は同情されることをよく思わないかもしれない。だからこれは自己満足なのではとも思ったが、皮肉屋の顔の下に何を隠かくしているのかと思うと、放っておけなくなってしまった。

「わたし、ちょっと京四郎さんのところに行ってくるわ」

「待て、有紗」

　踵きびすを返そうとしたら腕をつかまれて止められた。

　振ふり返ると、馨が思いがけず真顔で見ていた。

「前の事件のことで、あいつに引け目を感じてるのかもしれないが──烏丸とあまり親しくしすぎるな」

「どうして？　わ、わたしは別に、変な意味で京四郎さんをお慕いしているわけじゃないわ」

　誤解されているのかと有紗は顔を赤らめて主張したが、馨は首を横に振った。

「それでもだ。おまえは年とし頃ごろなんだし、あいつだって立場上、許いい嫁なずけくらいいるだろう。妙みような噂が立ったら互たがいのためによくない。わかるだろ？」

　有紗は目を瞠みはって馨を見つめた。

（許嫁？　京四郎さんに……？）

　確かに、おかしなことではない。養子とはいえ烏丸侯爵の子息という立場なのだし、年ねん齢れい的にもそういう話が持ち込まれる頃ころだろう。

　あの京四郎が誰かと婚こん約やくしているというのが信じられなかったが、それは決してありえないことではないのだ。有紗が知らないだけで、彼は彼の人生を送っているわけだから──。

「……はい。叔父おじさま」

　今まで想像もしていなかった事実にびっくりしてしまい、有紗はうなずくしかできなかった。
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　四ノ宮蒼生子の能力は本物だ。

　それを目まの当たりにした今、その力の出所を捜さがすのが次の目的となった。

　ざわめきに覆おおわれた屋や敷しきを一人で歩き回ってみたが、そう簡単に見つかるわけもなく、京四郎は一休みがてら廊下の壁かべにかかった絵画を見るともなしに眺ながめていた。

　異国の画家の筆だろう。他にも複数の場所で見かけた。

　西洋の文化に強く影えい響きようを受けた洒落しやれた屋敷。しかしどこか、暗い陰かげがある。

「──寂さびしそうですね」

　やけに朗ほがらかな声が背後から呼びかけてきた。

「心なしか背中に哀あい愁しゆうがただよって見えるのは、彼女をとられてしまったからでしょうか？」

　歓かん迎げいできない声に京四郎は思わず眉まゆをひそめた。

　振り向いてみて、予想どおりの男がいたのにうんざりし、視線が自然と冷たくなる。

「何か御ご用ようですか」

　応こたえた様子もなく、伏見はにっこりと笑った。

「少し、世間話をしに」

「それなら他ほかの暇ひまな輩やからを探してください」

　絵画に目を戻もどして言ったが、伏見は懲こりずに隣となりに並んできた。

「今日はどういった用件でこちらに？」

「たまたまです。話の種になりそうだったので。警察と怪かい人じんの激げき突とつを見み逃のがす手はない。今のところ何勝何敗ですか」

「これは手厳しいな。我々の全敗なのは東京市民全員が知っているでしょうに」

　彼は苦く笑しようしたようだったが、なんでもないような声こわ音ねで続けた。

「軍関係者が来ていましたね。彼らもあなたのお仲間ですか？」

「私はもう軍属ではありませんよ」

「では言い方を変えましょう。──彼らもあなたと同じものを捜しているんですか？」

　横顔にじっと視線を感じる。笑えみを浮うかべつつも探さぐりを入れるような、油断のないまなざし。

「あなたがただの好こう奇き心しんで超ちよう能のう力りよく少女を見物に来るとは思えない。彼女か、あるいはこの館やかた、そして四ノ宮家──そのどれかを監かん察さつにいらしたのでは？」

　ゆっくりと目を向けてやると、彼はやはり微笑ほほえんでいた。

「あなたは先ほど軍属ではないと仰おつしやいました。しかし今も鳥と羽ば大たい佐さと接せつ触しよくしていらっしゃる。かつて所属した部隊の長であり、今日ここへ来ている軍関係者の上官でもある方ですよね。そう頻ひん繁ぱんにご機き嫌げん伺うかがいというわけでもないでしょうに、どんな理由があるんでしょうか？」

「……」

「第八師団、暁ぎよう星せい近衛このえ分隊。大佐の部隊はそう呼ばれているそうですが、任務内容は極ごく秘ひとされている。噂では軍人だけでなく医者や薬くす師し、科学者なんかもいらっしゃるとか……」

　わざとらしく思い出すようにつぶやいた彼は、京四郎の視線に気づくと、笑みを深くした。

「だてにあなたを長年付け回しているわけではないんですよ？」

　監かん視しされているのを忘れるなと言いたいのか。

　京四郎は冷ややかな目で彼を見た。

「四六時中男に眺め回されていると思うと気色が悪い。やめてもらえますか」

「あなたが少しだけ口をなめらかにしてくださったら」

「私はただの一市民です。特に危険思想も持ち合わせていませんし、警察に目をつけられる心当たりはないですね」

「やれやれ。堅かたいお口だ」

　肩かたをすくめ、伏見が踵を返す。

「今日は引き下がりましょう。しかし僕は諦あきらめが悪いので、あしからず」

　やっと行くのか、と思っていると、彼は「そうだ」と振り向いた。

「せっかくお会いできたので有紗嬢じようとお話ししてきますね。京四郎さんが寂さみしがっていることも代わりに伝えてきますよ。では、失礼」

　笑顔を見せて今度こそ伏見は去っていった。

　京四郎はその背中を見やり、ひそかに舌打ちする。

　──まったく、ろくでもないことばかり嗅かぎ回る男だ。
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　警官への聞き込みがうまく運ばなかった馨が、「今度こそ何か吐はかせてやるぜ！」と燃えながら軍人たちに再度突とつ撃げきしていったため、有紗は一人、所在なく広間の隅すみに立っていた。

　緋早子の付き添そいでやってきたものの、彼女は部屋で休んでいるし、蒼生子のほうはあまり友好的でない視線を向けられたところからして話を聞けそうにもない。

（書生さんたちからもあれ以上のことは聞けないだろうし……。これからどうしよう？）

　屋敷の使用人を捕つかまえるか、もしくは四ノ宮男だん爵しやくに会ってみようか。しかし、いきなり訪ねていって話をしてくれるだろうか？

（せっかく来たんだもの。緋早子さんが悩なやまなくていいように、なんとかしてあげたいんだけどな……）

　使用人たちは記者の取材攻こう勢せいにうんざり気味のようだし、こうなったらいっそ記者たちの立ち話に聞き耳をたててみるか──と考え込んでいると、人ひと混ごみをかき分けて伏見がこちらへ来るのが見えた。

　やってきた彼は穏おだやかな笑顔だが、なんだか嬉しそうだ。

「おやおや。いたいけなレディを一人にしておくとは、けしからぬ男ばかりですね」

「はあ……。あの、何かありましたの？」

　あまり忙いそがしそうでもない彼に面めん食くらいつつ、訊きいてみる。

「残念ながら今日は何も起こらないようですよ。本番は来週ということでしょう。怪人は予告を守りますからね」

「そうですか……」

　ほっとするやら、少し残念やらだ。

「来週も当然警備にいらっしゃるんですよね。警備態勢はもうお決まりになったんですか？」

「ええ。場所は言えませんが、蒼生子嬢のご希望があったので。こちらにお住まいの方の仰ることですから、安全面は間ま違ちがいないと思いますよ。たぶんね」

「でも今日みたいに記者さんたちも来るわけですし、怪人がまぎれこむ可能性もあるんじゃ？」

「もちろんそこは入り口でチェックをします。記者章のない人間は入れないようにね」

　それならある程度は人の出入りが制限されるはずだ。ちょっとだけ安心した。

「伏見さまは、これまでも怪人の犯行現場に居合わせたことがおありなんでしょう？　どうして捕まらないのだと思われます？」

「耳が痛い質問ですね」

　気を悪くしたふうでもなく笑って、伏見は顎あごを撫なでた。

「正直言って僕にもわかりません。ただ、なんとなく……盗ぬすみやすいものばかり盗んでいるような気がしますね」

「盗みやすいもの……？」

　どういう意味だろう。これまで盗まれたものに法則性はないとは聞いたことがあるが。

「おっと、こんな無ぶ粋すいな話をしにきたのではなかった。有紗さん、お暇なら廊ろう下かのほうへ行ってごらんなさい。面おも白しろいものが見られますから」

「え？　なんですの？」

　伏見は楽しげに笑い、内ない緒しよ話ばなしをするように顔を寄せてきた。

「あなたがいなくて寂しそうにしている京四郎さんです」

　予想外すぎる言葉に、有紗は目をむいて彼を見た。







　あの皮肉屋が寂しがっているなんてありえない。

　そう思いながらも気になって、有紗は京四郎を捜さがしに廊下へ出た。

　以前のお礼代わりに、彼を励はげましたい。けれど馨の許いい嫁なずけ発言を思い出すと、足取りが鈍にぶくなりそうだった。

（何を躊躇ためらっているのよ、わたしは。許嫁を気にするよりも礼れい儀ぎを通すほうが先じゃないの。曲がりなりにも京四郎さんは恩人なんだから）

　そう、少なくとも有紗は彼に恩義を感じているし、感謝している。余計な迷いは捨ててその気持ちを伝えるべきだ。

　人混みをぬって捜していると、廊下の一番奥に一人でいるところを見つけた。行き止まりだからだろう、そのあたりには彼以外に人ひと影かげはない。

　気配に気づいたのか京四郎が振ふり返る。途と端たん、ぎくりとして有紗は立ちすくんでしまった。

「あ……、あの……」

　頭から追い出そうとしていたのに、また許嫁発言を思いだしてしまう。

　彼のお嫁よめさんになるのはどんな人だろう──今まで気にもならなかったそんなことが脳のう裏りをよぎる。

（って、違ちがう！　わたしが言いたいのはそんなことじゃなくて！）

　亡なくなった彼の兄のことで慰なぐさめたい。よく思われていないという華か族ぞくの中の立場について励ましたい。勇気づけてくれたことのお礼を言いたい。呪のろいの痣あざのことを謝って気き遣づかいたい。

　いろんな思いが一度に噴ふき出してきて、頭の中がこんがらがってしまった。

「ええと、その……」

「どうした？」

　しどろもどろでいるのを不ふ審しんに思ったらしく、京四郎が訝いぶかしげに見つめている。

　その視線にも焦あせり、有紗はうろたえて叫さけんだ。

「し……、幸せになってください！　ずっとお祈いのりしていますからっ！」

　京四郎が眉まゆを寄せる。

　彼は、いつものそっけない声で言った。

「祈られなくても、今が一番幸せだ」

「……そうなんですか？」

　意外な答えに瞬またたいていると、彼は軽く息をついて目をそらした。

「叔父おじさんはどうした」

「あ、軍人さんに突撃取材中なので、ちょっとだけ抜ぬけ出してきました」

　今度はうまく取材できているだろうか。気むずかしそうな顔の将校だったから心配だ。

　その将校と京四郎が一いつ緒しよにいたのを思いだし、有紗はおずおずと見上げる。

「京四郎さん、あの軍人さんたちとお話しされてましたよね。お知り合いなんですか？」

「昔の同どう僚りようだ」

　窓の外を見やりながら答えた彼に、今なら話が聞けるかもしれないと、思い切って訊たずねた。

「あの人たちも、例の……魔ま力りよくだとか、ご存じなんですか？」

　京四郎の視線が、ゆっくりとこちらに戻もどった。

「どうしてそう思う？」

「ただの勘かんです。なんとなく、軍が関かかわっているのかと思って」

「……」

「この前の別べつ荘そうでの事件の時に、伏見さまから聞きました。四年前の雪ゆき音ねさま失しつ踪そう事件の時、どれだけ捜しても見つからないので、館やかたを壊こわそうかという話になったって。抜け道とかがないかを見つけるためだったんでしょう？　でも軍の上層部から止められて、結局できなかった。中ちゆう将じよう閣下の令れい嬢じようが消えたのであれば、どんな手を使ってでも捜そう索さくするのが普ふ通つうでしょうに、不自然だわ。それで、もしかして軍部はあの館の秘密を知っていたのかしらと思ったんです」

　別荘【黒こく鳥ちよう館かん】は、半年前に烏丸家が買い取るまで、様々な人々の手に渡わたってきた。そこで三人の少女が消えた──。

　神かみ隠かくしではと騒さわがれたらしいが、実際は館自体に大きな秘密があったのだ。〝結社〟の一員だった男が不思議な力を使って少女たちを攫さらい、入り口のない館の地下に閉じこめていたのである。

　男は、この館は〝結社〟の創始者が建てたのだと言っていた。攫った少女たちを使って禁術を行うために造られた──らしい。

〝結社〟というのが一体なんなのか、有紗にはよくわからない。ただ、帝てい都とや政府に対してよからぬことを企たくらんでいる者たちということは察しがついている。

　そして、彼らに京四郎が敵視されていることも。

「ね、当たりでしょう？」

　真しん剣けんな顔で推理を披ひ露ろうした有紗を京四郎は黙だまって見ていたが、やがて目をそらして歩き出した。

　有紗もすかさず後を追う。うす暗い廊下に他ほかに人影はなく、気味が悪い感じがして、自然と早足になる。

　このままはぐらかされるのかと思ったが、彼はぼそりと口を開いた。

「なぜそんなに知りたいんだ」

「なぜ、って……」

「君の好こう奇き心しんを満たしてやれるような楽しいことじゃないぞ」

　ぶっきらぼうに言われ、有紗はもどかしい思いで彼に追いついて前へ回った。

「京四郎さんの助手だからです。肝かん心じんなことを知らずにいたら、いざという時に困るかもしれないでしょう。足を引っ張りたくありませんから。……せめて最低限のことだけは教えてください」

　行く手をふさがれて京四郎はどうしたものかと思案しているようだ。もう一押しだと身を乗り出す。

「ご安心ください。わたし、口が堅かたいことには自信がありますから」

「しかし、学校新聞のネタにされて女学生に騒がれては敵かなわんからな」

　有紗は目を瞠みはり、ずいっと身を乗り出した。

「それは心外です！　言っていいことと悪いことの区別くらいつきますっ。わたしだって記者の端はしくれのつもりでいるんですからね」

　世の中には面おも白しろ可笑おかしい記事を載のせる新聞や雑誌もある。だが有紗がめざすのは真実を追究し、良心を忘れない記者だ。ただの野次馬精神であれこれ探さぐりを入れたいわけではないのだとわかってほしくて、決死の覚かく悟ごで彼を見つめる。

　見下ろしていた京四郎が、やれやれというふうに息をついた。

「女学生記者の熱意に負けたよ。話すから少し離はなれてくれないか」

　有紗はぎょっとして飛び退すさった。つかみかからんばかりになっていたのにやっと気づいて顔が熱くなる。

「すみませんっ！　で、では、お願いします」

　諦あきらめたように廊ろう下かの窓まど枠わくに腰こしを預けた京四郎が、仕方なさそうに口を開いた。

「彼らとは以前同じ部隊にいた。私は退たい役えきしたが、今の仕事の内容とだいたい似たようなものだ。だから仲間といえば仲間かな」

「その部隊……というのは、いわゆる、魔ま術じゆつ関連のですか？」

　魔術、というところを声をひそめて訊きくと、京四郎は軽く眉をあげてみせた。是ぜ、の意味だと解かい釈しやくして有紗は深刻な顔になった。

「つまり、西洋から科学という名の魔術が入ってきて日本が発展したというのは事実だということですね？　そしてそれを軍部が把は握あくし、先導している……？　あッ、大だい丈じよう夫ぶです、絶対に誰だれにも言いませんから！」

　愛用の手帳に書き付けるわけにはいかないので、心の手帳に刻み込んでおく。心配させないようにと、宣せん誓せいするように手をあげてみせ、また真顔に戻った。

「でも、そもそも魔術ってなんなのかしら。科学と言ってもいろいろありますよね？」

　じっと見ていた京四郎が、ふいっと窓の外に目を向ける。

「一種のエネルギーと言われるものだ。巷ちまたでいう石炭だとか、ああいうものの仲間だな。まあ、そこは詳くわしく知らなくてもいいだろう」

「ふうん……。でも変ですね。それって便利なものだし、生活を向上させるものなのに、どうして結社は反対しているのかしら。……反対しているんですよね？　政府に楯たて突つこうとしているわけだし」

「らしいな」

「それに、あの人たちだってその魔術というのを使っているんでしょう？　あの別荘の地下室の仕組みは魔術によるものじゃないんですか？　この指輪を奪うばおうともしていたし……。矛む盾じゆんしてるわ。どういう信念の結社なの？」

「……」

「あれ？　いつのまにか話が逸それちゃったわ。とにかく、この場でまず確かく認にんしたいのは、軍人さんたちと京四郎さんの関係性ですよ。元同じ部隊の方たちでお仲間ということは、味方という認識でいいんでしょうか」

「……味方というわけじゃない。仕事の内容によっては出し抜き合いになることもある。互たがいに相手を潰つぶすところまではしないというだけだ」

「敵じゃないんですね？　それならよかった。さっきはなんだか喧けん嘩かなさってるみたいに見えて心配してたんです。あっ、じゃあ伏見さまは？　警察も関係してるんですか？」

「それはない」

「わかりました、じゃあ伏見さまの前では何を言われてもとぼけるようにします。もちろん、叔父さまにも言いません。ご安心ください！」

　もう一度手をあげてみせ、有紗はすばやく頭の中の情報を整理していく。

　知らない出来事を吸収するのも、以前ははぐらかされたことを教えてもらえるのも嬉うれしくて、胸が弾はずんでいた。

「そうか……なるほど、わかりました。京四郎さんが今日ここにいらしたのは、蒼生子さまの超ちよう能のう力りよくが魔術に関係しているんじゃないかとにらんでのことなんですね？　だから軍人さんと鉢はち合あわせした……。でも、さっきは石炭のようなものだって仰おつしやったわ。超能力と石炭？　一体どういう繫つながりが──」

「……君」

　うつむきがちに京四郎が遮さえぎった。

　踏ふみ込みすぎたかと有紗は口をつぐんだが、続いたのは予想外な言葉だった。

「私を笑わせようとするのはやめなさい」

「えっ」

　全然そんなつもりはないのにと驚おどろいて見上げると、彼は横を向いていた。いつもの鉄仮面がなんと緩ゆるんでいる。

　ぽかんとしている有紗に、彼は横顔のまま目だけ向けて口こう端たんをあげた。

「好奇心が漲みなぎりすぎて百面相が激しい。そんなにころころ顔を変えてよく疲つかれないな」

「……！」

　有紗は慌あわてて頰ほおを押さえた。

　つい、いつもの取材の時のようにいきいきしてしまった。夢中になっていたのに気づいて、かぁっと顔が熱くなる。

　顔を背そむけていた京四郎が、ポケットに両手を入れたまま腰をあげた。

「もういいかな、記者さん。そろそろ戻もどらないとまた君の叔父おじさんに因いん縁ねんをふっかけられてしまう」

「は、はい。──じゃあ、軍人さんたちは京四郎さんの味方というわけじゃないけど潰し合うような敵でもない、ということで承知しましたっ」

　その事実を心の手帳に書き込んで、急いで彼の後を追う。

　知りたいことが聞けてほっとしていた。今ならいろいろ教えてくれるのではと、おずおずと見上げる。

「あの……、京四郎さんは、叔父さまのことが嫌きらいではないんですよね？　一応、お友達の括くくりなんでしょう？」

　馨に聞く限り、彼は大学時代、他に付き合いがなかったという。そんな中で馨とだけは交流があって、今でも顔を合わせれば遠えん慮りよなしに言葉をぶつけあっているのを見ると、逆に仲が良いように思えた。

「そう見えるか？」

「はい。まあ、率そつ直ちよくに言って」

「もともと仲なか違たがいするほど親しい間あいだ柄がらじゃないんだが、今はあちらに嫌われているだろうな。彼は私が君を誑たぶらかすと思いこんでいるようだから」

「たっ、誑かす!?」

　自分たちのどこにそんな要素があるのか。常に子ども扱あつかいされているというのに。

　思わず馨の洞どう察さつ力を疑っていると、京四郎がつまらなそうにぼやいた。

「こんな子どものどこに誑かす楽しみがあるんだか。庭の草くさ刈かりでもしているほうがよほど有意義だ」

「なっ！　ひどい！　いくらなんでも言いすぎですっ。年とし頃ごろの娘むすめと庭の草刈りを天てん秤びんにかけるなんて！」

「ああ、口が滑すべった」

「今、絶対痣あざが増えたでしょう！　すっごく傷つきましたからね！　また首のところまで痣ができても、もう罵ののしってあげませんからっ！」

　きぃっとむきになって言い返すが、京四郎は意に介さずといったふうにすたすた歩いていく。

　けれど、横顔を見せている彼の口端が上がったままなことに有紗は気づいていた。

　楽しそうに見えるのは、きっと気のせいではないだろうと思う。

（……京四郎さんは、どうして今が一番幸せなのかな。どんないいことがあったのかしら）

　華か族ぞくから疎うとまれる一族に生まれ、不幸な経けい緯いで当主の養子となった彼。それを気に病やんでいるように見えないから、余計に気になった。

　ふと、馨が言っていた許いい嫁なずけのことを思い出して、なんとなく変な気分になる。

　──彼が幸せなのは、特別な誰かのせいなのだろうか？

　そうだとしたら、なんだか少し、寂さびしいような気もするけれど。

（でも……京四郎さんが自分を不幸だと思っていないのなら、それが一番よね）

　そう無理やり自分を納なつ得とくさせて、有紗は小走りに彼を追いかけた。







　第三幕　乙おと女めと誘ゆう拐かい事件







　翌日。

　京四郎のお迎むかえを辞退し、有紗は緋早子と二人で下校していた。彼女のことが気になっていたので、そうしようと誘さそったのだ。

　結局、昨日の日曜日はあれ以上のことは何も起こらなかった。それでも今日の新聞各紙は、超能力少女が双ふた子ごの姉妹だったと大々的に報じており、大きな話題を呼んでいる。

　女学校でも噂うわさになっていたが、さすがお嬢じよう様さま学校というのか、派手に騒さわぐ生徒もいなかったため緋早子が嫌いやな思いをすることはなかったようだ。蒼生子が『姉に近づいたら謎なぞ解ときは中止する』と言い渡わたしたため、つきまとう記者連中もいない。

　ただ、怪かい人じんが絡からんでいるので、念のため緋早子にも警察の護衛がつくことになった。

　市電の停車場まで歩く二人の後ろ、少し離はなれて私服の警官がついてくる中、有紗は広間での一件を彼女に話して聞かせた。

「──そうでしたの。そんなことが……」

　聞き終えた緋早子はショックを受けたようで、不安げにうつむいた。

「どうしてなのでしょう、わたくし、ちっとも覚えていないのです。久しぶりに揃そろいの着物を着てみたいと蒼生子が言うので、着き替がえたところまでは記き憶おくがあるのですけど……」

「ひょっとして、その時に何か飲んだりしませんでした？」

　薬を盛られたのではと思って訊きいたが、彼女は首を振ふった。

「わかりません。自分では飲んでいないはずですが……」

「暗示をかけられたりとか……？」

　あの時の彼女はまるで操あやつられているようだったし、その可能性もある。

　緋早子はしゅんとした様子で首を振った。

「もしかして、蒼生子が意地悪をしたのでしょうか。そんな子じゃなかったのですけど……。今まではわたくしや松小路の家に迷めい惑わくをかけたくないと言って、新聞社などにも繫がりを隠かくそうと気き遣づかってくれていましたのに。どうして今度はこんな目立つことを……。もう、あの子の気持ちがわかりませんわ」

　泣き出しそうな声で言うので、有紗は彼女の手を握にぎった。

「大だい丈じよう夫ぶ！　次の日曜にはまた蒼生子さまに会えるんですし、何を考えていらっしゃるのか、一いつ緒しよに聞きに行きましょう。わたしが問いただしてあげます」

「お姉さま……」

　緋早子が目をうるませている。うなずいたのを見て、有紗は微笑ほほえんだ。

　帰りが同じ方向というので、一緒に市電に乗り、彼女の屋や敷しきの最も寄より停車場で下りた。

　大学が近いせいか、学生の姿が目立つ。護衛つきとはいえ箱はこ入いり娘の彼女を一人で帰すのが心配で、送り届けようと思っていると、明るい声が飛んできた。

「緋早子お嬢さんじゃありませんか」

　振り向いてみると、インバネスコートを羽織った学生がこちらを見ていた。

　肩かたにつきそうなほど長い髪かみに角かく帽ぼうをかぶったその顔には見覚えがある。昨日四ノ宮邸ていで会ったばかりの書生の飛鳥井だ。

「飛鳥井さん！　学校の帰りですの？」

「はい、偶ぐう然ぜんですね」

　驚おどろいたように言った緋早子にうなずいて、飛鳥井が笑え顔がおで有紗を見る。

「こちらは有紗お嬢さん、でしたよね？　こんにちは」

「こんにちは。昨日はお世話になりました」

「まあ、お世話ってなあに？」

「蒼生子さまの件で、お話をうかがったりしたんです」

　有紗が説明すると、緋早子は「ずるいわ、飛鳥井さんばっかり」とぽかぽか飛鳥井の背中を叩たたいた。

　笑ってそれを受けていた彼が、二人を交こう互ごに見る。

「立ち話もなんですし、よかったらそこにでも入りませんか？　今の時季は黒くろ蜜みつがけの温白玉がうまいですよ」

　指さした先には、魅み力りよく的な店構えをした甘味処があった。







　学校帰りに時々寄るのだという店に案内され、三人はテーブルを囲んだ。

　緋早子はお汁しる粉こを、有紗は飛鳥井お勧すすめの温白玉を注文して、女給が運んできた熱いお茶で一息つく。寒い中を歩いてきた身体からだに、じんわりと染しみ渡った。

「──昔はね。わたくしたち、互たがいの考えていることがわかったのです」

　湯飲みを両手で包み、緋早子が寂しそうな顔でうつむく。

「生まれた時から離れて暮らしていたでしょう？　父も母も、養女に出した妹のことをわたくしに隠さなかったものですから、互いの存在は知っていました。でも当然ながら頻ひん繁ぱんに会えるわけではなかったので、手紙をやりとりしたりして……。そうしたら、驚くほど自分たちが中身も似ていることに気がついて……何も言われなくても気持ちが伝わってくるようになりました」

「とても仲がよろしかったのね」

「はい。けれど……いつからか、蒼生子のことがまったくわからなくなってしまいましたの。気持ちが伝わってこないのです。どうしてなのと蒼生子に訊いても、何も言ってくれなくて。わたくしに気持ちを読まれるのが嫌で心を閉とざしているのかしらと思ったら、悲しくて……」

「緋早子さん……」

　しゅんとしてしまった緋早子の手を、有紗はそっと握った。

　単なる仲なか違たがいとは思えない。蒼生子が一方的に緋早子を拒きよ絶ぜつしているのとも違ちがう気がした。なぜなら彼女は、緋早子と親しい有紗に意味ありげな強い視線を向けていたから。

（仲良しのお姉さんをとられるんじゃないかって、やきもちを焼いているように思ったんだけど……）

　だとすると、そこまで大事に思う姉との間に、どんな行き違いがあったのだろう。

「飛鳥井さんは、何かお心当たりはありませんか？」

　蒼生子と同じ屋根の下に暮らす彼なら気づいたこともあるのではと、話を向けてみる。

　飛鳥井は真面目まじめな顔で少し考え込んだ。

「自分は書生ですから、あまりお嬢さんと個人的なお話はしないんですよ。なので確信は持てませんが……」

「なんでも結構ですわ。教えてください」

　身を乗り出した有紗と緋早子を、彼は冷静に見る。

「ひょっとすると、引け目のようなものを感じてらっしゃるんじゃないですかね」

「引け目？」

「例の超ちよう能のう力りよくのことで。ああいう力を持ってしまったら、常人と一緒というわけにはいきません。それで緋早子お嬢さんのことを考えて離れようとしてらっしゃるんじゃないでしょうか」

「迷惑がかかるから……ということですの？」

「はい。あ、いや、あくまで個人的な意見です」

　緋早子の表情が曇くもったのを見て、飛鳥井が早口に付け加える。

　有紗も考えこむ。もし仮にそうだとしたら、大々的に緋早子の存在を世間に公表したのは矛む盾じゆんがあるように思えた。

「迷惑だなんて。わたくしはそんなこと、どうだっていいのに……」

　緋早子が悲しげにうなだれる。

　彼女の手を握って励はげましながら、有紗は、なんとしても蒼生子の真意を確かめなければと強く思った。







　店を出ると、陽ひが傾かたむきかけていた。

　通りの反対側に迎えに来た車に緋早子が乗り込むのを見送って、有紗が停車場へ行こうとすると、「お嬢さーん！」と声が追いかけてきた。

　振り向くと、飛鳥井が手を振りながら駆かけてきたところだった。緋早子を車の傍そばまで送って行ったのに、戻もどってきたらしい。

　息を弾はずませてやってきた彼が、にっこりと笑う。

「もう遅おそいので、お宅までお送りします」

「えっ」

　有紗は驚いて彼を見つめ、それから少しうろたえて目を泳がせた。

　道みち端ばたで女学生と高等科生が話しているだけで不良呼ばわりされるご時世だ。彼は学校帰りの学生のいでたちそのものだし、二人きりで歩いていたら人にどう思われるかわからない。

　親切そのものという申し出を断るのは申し訳ない気もしたが、有紗は笑顔を作って会え釈しやくした。

「お気遣いありがとうございます。でも一人で大丈夫ですわ。まだ明るいですし」

「いえ、何かあったらいけませんから。それに緋早子お嬢じようさんのお申し付けなので」

「あ……、で、でも」

　にこやかな飛鳥井に引き下がる素そ振ぶりはない。どうしようかと有紗は焦あせった。緋早子の名を出されては無下に断るのも失礼になってしまう。

（緋早子さんのおうちじゃなくて蒼生子さまのおうちの書生さんだけど、だから余計に断りづらいというか……。でもはっきりと理由を言っていいものかしら……）

　困った顔で考え込む有紗を、飛鳥井は不思議そうに見ている。

　すると彼は、何かに気づいたように「ああ！」と声をあげ、突とつ然ぜんインバネスを脱ぬぎだした。

「？　あの、どうなさいましたの？」

　ぽかんとなる有紗をよそに、飛鳥井は学生服の上着も脱いでしまう。

　それらを手早くたたみ、角帽を脱いで服の間に押し込むと、悪戯いたずらっぽく笑った。

「これで、荷物持ちの下男に見えますかね？」

「……！」

　有紗は、はっとして彼を見た。

　きっと彼は、有紗が一いつ緒しよに歩くのを躊躇ためらっている理由に気がついたのだ。だから大学生の服を脱ぎ捨て、下男を演じようとしてくれているのだ。

　その気き遣づかいにびっくりすると同時に、そこまでさせてしまった自分が恥はずかしくて、有紗は赤面して頭を下げた。

「ごめんなさい！　わたし……」

「ああ、そんな、有紗お嬢さんが謝られることじゃありませんよ。頭を上げてください」

　慌あわてたように言われて、おずおずと顔を上げると、飛鳥井が微笑んで小首をかしげた。

「自分に送らせていただけますか？」

　本当に気にしていないのだろうと思わせる、明るい笑顔だった。
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　きっと悪い人じゃない。それが伝わってきて、有紗も自然と笑えみを浮うかべる。

「……はい。ありがとうございます」

「よかった。では行きましょうか」

　嬉うれしそうに促うながす彼にうなずいて、並んで歩き出す。

　彼の気遣いのおかげで、道行く二人をおかしな目で見る人は誰だれもいなかった。
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　あっという間に一週間が過ぎ、また日曜がやってきた。

　緋早子は前日から四ノ宮邸ていに泊とまるというので、有紗は京四郎と一緒に訪問することになった。

　先週と同じく──いや、それよりも多い台数の車が道に停とまっており、四ノ宮邸は訪おとずれた人たちであふれかえっていた。報道されたせいで野次馬も来ているようだ。

　玄げん関かんをくぐると、人員整理のため書生たちが駆り出されてあれこれ指示を出している。その中の一人がこちらに気づいてやってきた。

「こんにちは、有紗お嬢さん。いらしたんですね」

　飛鳥井だ。今日は袴はかまではなく詰つめ襟えりの学生服姿だった。

「こんにちは。先日はありがとうございました。あの後、お風邪かぜ引かれませんでした？」

　あの日は結局、家の傍まで送ってもらった。その間ずっと彼がシャツ一枚という薄うす着ぎだったのを気に病やんでいたのだ。

「平気ですよ。健康だけが取り柄えですから」

「本当に？」

「はい。走って帰ったら温ぬくもりました。近ちか頃ごろ体がなまっていたのでいい運動でしたよ」

　飛鳥井が楽しげに片目をつぶる。気を遣つかわせまいとしているのが伝わったので、有紗は笑顔でもう一度礼を言ってから別れた。

「……彼は？」

　少し先を歩く京四郎がぼそっと訊きいてきたので、ついていきながら説明する。

「こちらの書生さんの飛鳥井さんです。この前、緋早子さんと帰った日があったでしょう？　その時に偶ぐう然ぜんお会いして、帰りに送ってくださったんです。とてもいい方で」

　少し間があった。

　相変わらず前を向いたまま、冷たい声で彼は言った。

「年とし頃ごろの男女が二人だけで道端を歩くのは感心せんな」

「わかってます。飛鳥井さんはコートと学生服を脱いで、下男のふりをして付き添そってくださったんですよ。わたしが困らないようにって」

　いつも子ども扱あつかいするくせに、こんな時だけ年頃呼ばわりなんてと口をとがらせて言い返す。彼が眉まゆを寄せたのが見えた。

「家まで送らせたのか？」

「近くの通りまでですけど……」

「彼が悪人だったらどうする。そのまま誘ゆう拐かいされていたかもしれないだろ。もっと気をつけろ」

「そんな人じゃありません！」

　あんな気遣いができる人はなかなかいない。悪人だなんてありえないのに。

　心外だという思いで抗こう議ぎすると、ぎろりと凍こおりつくような視線を浴びせられた。

「やはり毎日車に詰め込んで送り届けないとだめだな」

「な……なんなんですか、一体。急に怒おこりすぎじゃ……」

　たじろいで見返したが、彼はそれには何も言わず、目をそらしてさっさと廊ろう下かを進んで行ってしまった。

（もう、なんなの？）

　周りに誤解されないよう気をつけた上で行動したのに、どうしてそんなに不ふ機き嫌げんそうな顔をするのだろう。わけがわからなかったが、仕方なく小走りに彼を追った。

　広間に入ると、すでに人が大勢集まっていた。

　先週も来ていた学者の一団や、陸軍の軍服も見える。記者たちの群れが、騒さわぎが起こるのを今か今かと待っているようだ。

　前回と違ちがうのは警官の姿が明らかに増えたことだろう。詰め襟の制服警官はもとより、伏見のように私服の者も各所に配備されているようだった。

「──お姉さま！」

　澄すんだ声に呼ばれて振ふり向くと、緋早子が小走りにやってくるところだった。この前と同じ着物を着て、髪かみも下ろした彼女は、双ふた子ごの妹とうり二つだ。

　周囲の好こう奇きの視線にも構わずやってきた彼女は、有紗をまぶしげに見上げた。

「来てくださったのですね。お待ちしていました」

「ええ、もちろんです。今日もそのお召めし物なのね」

「はい。蒼生子がこうしましょうと言うので。謎なぞ解ときのための演出なのですって」

「演出？」

「どちらが攫さらわれるかわからないようにしないといけないのだから、髪かみ型がたも着物も同じにしようと言うのです。怪かい人じんが来るというのに、吞のん気きな子」

　困ったように嘆なげいた彼女を、有紗は心配になって見つめた。

「まあ……、そんなことをしたら危ない目に遭あうかもしれないわ」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。警察の方がお部屋の前に立ってくださることになっていますから」

　元気よく言って、緋早子は傍かたわらに立つ京四郎に目を向けた。

「こちらの方は？」

「お嬢じよう様さまの下僕──」

「あーっ、父のお知り合いの方ですのっ。心配だからと付いてきてくださって！」

　無表情で答えようとした京四郎を遮さえぎり、有紗は無理やり笑顔で前に出た。

　まったく、説明に困る関係を堂々と言おうとするのだから、油断も隙すきもない。

　緋早子は有紗の態度を不ふ審しんに思った様子もなく、ほんのりと頰ほおを染めて京四郎を見ている。

「そうでしたの。お優やさしいのですね。お騒がせして申し訳ありません」

「慣れてますので」

　京四郎は緋早子を一いち瞥べつもせず言った。彼女よりも怪人の出現が気になるのか、あからさまに他所よその方向を向いている。

　あまりの無ぶ愛あい想そうさに、有紗は窘たしなめようと彼の袖そでを引いたが、彼は知らん顔で見向きもしない。

　しかし緋早子は気にしなかったようで、有紗の耳元にそっと顔を寄せてきた。

「素す敵てきな方ですのね。もしかして、お姉さまの許いい嫁なずけでいらっしゃいますの？」

「えっ？　ち、違いますッ、断じて！」

　なぜいきなりそんな見解になるのか。頰を赤らめて有紗はぶんぶん両手を振ったが、緋早子は楽しげにくすくす笑っている。

「お姉さま、わたくしだけには内ない緒しよ事ごとはなしですわ」

「本当に違いますからっ」

「わたくし誰にも申しませんわ。ご安心なさって」

「いえ、ですから違ちが──」

「緋早子様！」

　若い男の声が割り込んできた。

　見ると、先日話を聞いた書生の一人が人をかきわけながらこちらにやってくる。

「お話し中にすみません。蒼生子お嬢様が緋早子様をお呼びしてほしいと仰おおせでして」

「わたくしを？　どうしたのかしら」

「緊きん急きゆうにお話ししたいことがおありだそうです」

　書生は声をひそめて言ったが、聞こえてしまった有紗は気になって緋早子に目をやった。

　それまできゃっきゃとはしゃいでいた彼女も、深刻な顔になっている。

「一人でいるのが不安なのかもしれないわ。すぐに行きます」

　書生に答えた彼女が、申し訳なさそうに振り返る。

「お姉さま、わたくし、少し失礼します。蒼生子が話があるそうですの」

「わたしもご一いつ緒しよしましょうか？　邪じや魔まなら部屋の外にいますから」

「お姉さまと一緒なら心強いですわ！　ぜひお願いします」

「緋早子様、お早く」

　書生に急せかされ、緋早子が踵きびすを返す。二人は人をかきわけながら広間を出ていった。

　有紗は場を離はなれることを告げようと振り向いたが、京四郎がいないので周囲を見回した。少し離れたところにいるのをやっと見つけ、急いで駆かけ寄る。

「京四郎さん。わたしちょっと、緋早子さんと一緒に蒼生子さまのところに行ってきます」

「何かあったのか」

「緊急のお話があるので来て欲しいと仰おつしやっているんですって。気になるのでついていこうと思うんです」

　すでに緋早子たちの姿は見えない。早く追いかけねばと有紗が気が気でなく言うと、京四郎は「私も行こう」と言って足早に歩き出した。

「あっ、待ってください！」

　急にきびきび行動し始めた彼に驚おどろきつつ、有紗は慌あわてて後を追った。







　廊下には、広間からあぶれた見物人たちがたむろしていた。

　怪人の予告した時間は正午、その前に蒼生子が広間に現れることになっている。その後、警備の整った部屋に移るという流れだ。

　それまでは皆みな、休きゆう憩けいしているつもりのようで、煙草たばこを吸ったり笑い合ったりとのんびりした空気がただよっている。

　四ノ宮家の使用人に蒼生子の居所を訊たずね、二人は二階へ向かった。

　階段の下には警官がいたが、緋早子が話をつけていてくれたらしく、有紗が名前を名乗ると通してくれた。

　ゆるく螺ら旋せんを描えがいた優美な階段をのぼりきると、左右に廊下が延びている。蒼生子がいるのは右へ行ったところにある奥の客間だということだった。

「それにしても、怪人はどうして正午だなんて目立つ時間帯を選んだんでしょうね。これって盗ぬすみを働くという予告でしょう？　夜中のほうが適していると思いますけど」

「変わり者なんだろ」

　隣となりを歩く京四郎は興味がなさそうだ。構わず有紗は考え込む。

「本当に来るんでしょうか。予告なんて出したら警備が厳重になるってわかってるでしょうに……しかも盗む対象が世間を騒がす超ちよう能のう力りよく少女ときたら、新聞社だって黙だまっていないわ。どうして蒼生子さまを盗むのかもわかりませんし。目的はなんなのかしら」

「前を見て歩きたまえ。そんなよちよち歩きで、転んでも知らんぞ」

「誰だれがよちよち歩きですかっ」

　きっと見上げると、京四郎が少し顔をしかめた。痣あざが痛んだのか、それとも増えたのか。

　それみたことかと、有紗は彼の前に出て仁に王おう立だちになった。

「確かく認にんさせていただきたいんですが、京四郎さんの目にわたしは本当に子どもに見えているんですか？　それとも単に口が悪いだけなんですか？」

　足を止めた京四郎が、じっと見下ろしてくる。

「両方だ」

「なっ！」

　最悪の選せん択たくだ。

　本気なのか、これも意地悪なのか、どちらにしろ腹立たしくて言い返そうとすると、彼が涼すずしい顔で続けた。

「さっきは緋早子嬢と何を話していたんだ？」

「……え？」

「彼女に迎むかえが来る前。楽しそうにこそこそ密談していただろう」

　興味がないと思いきや、しっかり見ていたらしい。

　会話の内容を思い出して有紗は少しうろたえた。自分たちが許嫁に見られたのだとは、とても言えない。

「べ、別に、なんでもありません……」

　急に目をそらして口ごもったのが不審だったのか、京四郎が怪け訝げんそうに見つめてくる。

「──ああ。私の悪口か」

「違ちがいますッ」

「できれば陰かげ口ぐちではなく目の前で言ってくれないか。君と会うたびに痣が増えて困っている」

「ご自分のせいでしょうっ！」

　有紗は憤ふん慨がいして踵を返した。これ以上この皮肉屋に付き合ってはいられない。

「もうわたし行きますから！　痣が増えるのがお嫌いやなら、心を入れ替かえて──」

「有紗君！」

　突とつ然ぜん、鋭するどい声が飛んだ。

　歩き出していた有紗は何事かと振ふり返ったが、その瞬しゆん間かん、風を感じて反射的に後あと退ずさった。

「！」

　何かが傍そばを駆け抜ぬけていく。

　その勢いに驚いたのと、間かん一いつ髪ぱつで避よけたせいで足がもつれ、有紗はよろけた。壁かべにぶつかり、ずるずるとうずくまってしまう。

（──何なの!?）

　痛みよりも好こう奇き心しんが勝ち、咄とつ嗟さに目をあげる。──黒いマントのようなものがひるがえったのと、濃こい紫むらさき色いろの切れ端はしが見えた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　助け起こしてくれた京四郎にうなずいて、有紗はもう一度廊ろう下かの先へと目をやった。

「何だったんでしょう、今の……」

「すごい速さだったが、間ま違ちがいなく人だ」

「人？　でも誰かしら。この奥には蒼生子さまがいらっしゃる部屋しか……」

　ふと、視線が下に引き寄せられた。

　袴はかまの膝ひざに付いていたそれを、つまみあげてみる。

　白い小さなそれは花びらのようだった。どうしてこんなところに、と見つめた有紗は、息を吞のんだ。

（まさか！）

　蒼生子や緋早子があんなふうに走れるとは思えない。それに思い出してみれば、あの一いつ瞬しゆん見えたものは彼女たちが着ていた着物の色によく似ていた。

　京四郎も予測したのだろう。表情が厳しくなっている。

「立てるか？」

「はい。京四郎さん、早く緋早子さんのところに──」

　その時、廊下の奥から叫さけび声が響ひびいた。

「お嬢じよう様さま！　お嬢様、どうされました!?」

　二人は顔を見合わせる。──蒼生子がいる部屋からだ。

「だっ、誰か来てくれ！　お嬢様が……！」

　悲鳴のような声が響き渡わたる。何か起きたのは明白だった。

　京四郎に支えられながら奥の客間に入った有紗は、びくりとして足を止めた。

　床ゆかに濃のう紫しの着物の少女が倒たおれている。

　まるで美しい模様のように、彼女の身体からだに無数の桜の花びらが散っていた。長い髪かみが床に広がり、神秘的ともグロテスクともとれる光景を作り出している。

　部屋中を見回し、有紗は血の気が引く思いだった。

「一人しかいないわ……」

　テーブルには二人分のティーカップからまだ湯気がのぼっている。仲良くお茶を飲んでいたはずの双ふた子ごの姉妹のうち、一人の姿がどこにもない。

「君、何があった？」

　京四郎に問われた書生は、呆ぼう然ぜんと床に座り込んで倒れた少女を見ている。

「わかりません……。自分は部屋の外にいたので。急に中から扉とびらが開いて、何かが飛び出してきたんです」

「緋早子嬢じようと蒼生子嬢は確かに中にいたのか？」

　書生がこくりとうなずき、「自分がご案内しました」とつぶやくように答える。

　自失している様子の彼の前に跪ひざまずき、京四郎はじっと彼の目をのぞきこんだ。

「いなくなったのはどちらか、わかるか」

　書生は黙り込み、ふるふると首を横に振った。

　彼にも見分けがつかないのだ。双子の姉妹はあまりにも似ていた。顔立ちはもちろんのこと、髪かみ型がたも服装も体型も。

　廊下のほうが騒さわがしくなっている。「なんだ、今の声は」「何かあったのか？」という声がこちらに近づいてきた。階下にも伝わってしまったのだろう。

　有紗は我に返り、踵きびすを返した。ぼんやりしている時ではない。

「わたし、警察の方に知らせてきます！　早く追わないと……」

　少女の傍に屈かがみ込んだ京四郎に言ったが、彼は返事もしない。

　構わず行こうとして、彼が厳しい表情になっていることに有紗は気づいた。

「京四郎さん？」

　少女の手首をつかんだまま、彼がぼそりとつぶやく。

「……脈がない」

　──それがどういうことなのか、やっと理解して有紗が青ざめた時には、押し寄せる人々で部屋は大おお騒さわぎになっていた。
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　双子の姉妹のうち一人が攫さらわれ、一人が死んだ。

　その事実はすぐに邸てい内ないにいた警察関係者に知らされ、訪おとずれていた人々は屋や敷しきから出るのを禁じられた。

　このスクープを紙面に載のせるため社に戻もどらせろと訴うつたえる記者たちと、それを押し返す警官らとの間で激しい口論が続いている。思いがけない事件に巻き込まれた学者たちも苦い顔だ。

　そして、有紗と京四郎は別室で伏見の事情聴ちよう取しゆを受けることになった。

「……一体、どちらが緋早子さんで、どちらが蒼生子さまなんでしょう？」

　有紗は青ざめ、力なくソファに座り込んでいた。どうやってここまで来たのかもわからないくらいに混乱している。

「有紗さんにも見分けがつきませんか？」

「残念ながら……。表情を見ればわかったかもしれませんけど、……」

　目を閉じた少女の顔が脳のう裏りに浮うかび、思わず口元を覆おおう。

　今でも信じられない。あれが緋早子であっても蒼生子であっても、ほんの少し前まで生きて動いていた少女から生が奪うばわれてしまったなんて。

「怪かい人じんはこれまで、盗ぬすみはやっても殺しは一度もしていないんですが……何か不測の事態でも起こったのかもしれませんね」

　さすがに伏見も深刻な顔になっている。

　有紗の隣となりに腰こしをおろした京四郎が、冷静に訊たずねた。

「怪人の仕し業わざというのは確定ですか」

「いえ、まだ。あの書生──鳴なる滝たき君といいましたか、彼にも話をよく聞いてみないと」

　第一発見者の書生は別室でこれから事情を聞くのだという。青い顔で腰を抜かしていた彼が事件に関かん与よしているとはとても思えなかったが、警察にとっては重要な参考人の一人に違いないようだ。

「警察は彼女たちについていなかったんですか？」

「ええ……蒼生子嬢に緋早子嬢と二人きりにしてほしいと頼たのまれましてね。予告にあった正午までまだ時間があったので油断しました。蒼生子嬢が本来入るはずだった部屋のほうは警備も整っていたんですが」

　伏見がため息をつく。予告の時間よりも大おお幅はばに早く怪人が現れたのは予想外だったようだ。

　コンコンコン、とノックの音がしてドアが開いた。

「失礼します。伏見警部、ちょっと……」

　若い男が顔を出し、目配せする。伏見が「失礼」と断ってから彼とともに部屋を出ていった。

　部屋に二人きりになり、有紗は息をついてソファに沈しずみ込んだ。

（どうしよう……。こんなことになるなんて）

　頭が冷えてくるとともに現実なのだと突つきつけられるようで、震ふるえが止まらない。

　お姉さまと呼んで慕したってくれた緋早子。その彼女をとられるのではと怖こわい顔で見つめてきた蒼生子。

　そのどちらも、もうここにはいない──。

（こんなの、嫌いや……！）

　自分にも油断があったのだ。彼女たちに危険が迫せまっているとわかっていたら、もっと早くに駆かけつけられたのに。

　唇くちびるを嚙かんでいると、膝の上で組んだ両手に、ふいに横から大きな掌てのひらがかぶさってきた。

　はっとして顔をあげると、一人分空けた距きよ離りから、京四郎が無言のまま見つめていた。

　慰なぐさめも励はげましもない、静かなまなざし。

　見ていたら、心が開かれるようで──思わず言葉がこぼれた。

「……わたしを信用して頼たよってくださったのに。なんの役にも立てなかったどころか、こんな事件が起こるなんて……。何も力になれなかった……」

　申し訳なさと悔くやしさで、涙なみだがにじんでくる。

　怪人の目的はなんだったのだろう。攫いにきたらそっくりの双子がいたから、腹いせに一人を殺して一人を攫った？　そんな馬ば鹿かな仮説を考えて、今度は怒いかりがこみあげてきた。

「許せない。ひどすぎるわ……！」

　京四郎は黙だまって聞いている。

　かぶさった掌は離はなれないまま。触ふれあったそこだけが温かく感じる。

　何も言われないことが今はありがたかった。どんな言葉がほしいかと問われても、答えられなかっただろうから。それくらい打ちのめされていたのだ。

　──そのままどれくらい時間が経たっただろう。

　ドアが開いて、伏見が難しい顔で戻ってきた。

「やれやれ。狐きつねに化かされたようですよ」

　すっと掌が離れていく。

　甘えさせてもらう時間が終わったと察し、有紗は涙をふいた。

　警察の情報が聞ける位置にいるのだ。今は泣いている時ではない。なんでもいいから知りたかった。

　伏見は有紗の様子に気づいたようだったが、触れることなく本題に入った。

「大きな報しらせが二つ。まず一つ目は、怪人の行方ゆくえについてです。まだ屋敷の中にいるはずだと踏ふんで捜そう索さくしていましたが、途と中ちゆうでぷつりと気配が途と絶だえてしまったらしいんですよ」

「お屋敷の中で、ですか？」

　だとすると、やはりまだ屋敷から出ていないのだろうか？

「怪人が落としたと思われる桜の花びらをたどって行ったところ、廊ろう下かの突き当たりでそれが消えていたそうです」

「逃とう走そうするための偽ぎ装そう工作では？」

　口を挟はさんだ京四郎に、伏見がうなずく。

「もちろん、そんなものに惑まどわされはしません。しかし、どうも外へ逃にげた形けい跡せきがないのですよ。お二人が怪人に遭そう遇ぐうした場所から外へ出るには、一階へ下りなければならない。二階の窓は全開しない仕様だそうですからね。一階へ通じる階段は三カ所。ところがどの階段にも下に人がいて、その誰だれもが怪人らしき人ひと影かげを見ていないと言うんです」

「消えた……ということですか？」

　有紗は目を丸くした。怪人は黒いマントを羽織っていたのだ。あんな目立つ身なりが通りかかれば必ず誰かの目に留まるはずなのに。

「大方、客の中に紛まぎれ込んでいるんだろう」

「でしょうね。誰も怪人の素す顔がおを知らないわけですから、他人になりすますのは簡単でしょう」

「じゃあ、まだこのお屋敷のどこかにいるということですの？」

「その可能性が高いと思います。今ごろ逃げ出す隙すきをうかがっているところでしょうね」

「で、でも、そうすると、攫われた方はどこかに隠かくされているんでしょうか」

「おそらくは。ただ、今のところ見つかっていません。四ノ宮男だん爵しやくにうかがいましたが、隠れるような場所はないそうで。屋敷中を捜索しているところです」

　有紗はほっとしたような、落ち着かないような気持ちで両手を組み合わせた。屋敷内にまだ怪人がいるとなると、攫さらわれた少女が発見されるのは時間の問題だろう。

「もう一つのほうは？」

　京四郎の問いに、伏見が思い出したようににっこり笑う。

「そうそう。亡なくなったと思われた双ふた子ごの片割れが、生き返ったそうです」

「──ええっ！」

　さらりと言われた台詞せりふに、有紗は目をむいて立ち上がった。
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　倒たおれていたほうの少女には、蒼生子の父親である四ノ宮男爵と男爵邸の主治医が付き添そっていたのだが、なんの前まえ触ぶれもなく彼女が息を吹ふき返したのだという。

　警察の慌あわただしい動きを察知した記者たちにもそれが伝わり、部屋の外はまたもや大おお騒さわぎになっていた。

　ただ、彼女はまだ目を覚ましていないため、緋早子なのか蒼生子なのかはわかっていない。

「どういうことなんでしょう。亡くなった人が急に生き返るなんて！」

　先ほどとは打って変わって、有紗は頰ほおを紅潮させながら部屋の中を歩き回っていた。

　死んだはずの少女が生きていたのは本当に嬉うれしい。けれども純じゆん粋すいに不思議で、いろんな感情がまじわって興奮していた。

「ううん、理由なんてどうでもいいわ。誰も死んでないんだもの。神様っているんですね！」

　一方の京四郎はというと、冷静な顔でソファに腰こし掛かけ足を組んでいる。

「よかったな」

「はい！」

　踊おどり出したい気分で有紗は声を弾はずませた。

　先ほどまでと違ちがって体中に力が漲みなぎっている。今なら怪かい人じんと遭遇しても勝てそうなくらいだ。

　うきうきと歩き回る有紗を京四郎はしばらく眺ながめていたが、おもむろに腰をあげた。

「お嬢じよう様さまが元気になられてほっとしたよ。もう一人にしても大だい丈じよう夫ぶかな」

「え。どこに行かれるんですか？」

「様子を見てくる。君はここにいなさい」

　伏見たちがまた出て行ってからしばらく経つ。状じよう況きようがわからないので探さぐりに行くようだ。

　わかりました、とうなずいてみせると、京四郎は部屋を出て行った。

　有紗は一人になってからもうろうろしていたが、少し落ち着こうとソファに座り込んだ。

　残された少女は生き返ったが、問題は何も解決していない。

　この事件の真相はなんなのだろう。怪人はなぜ蒼生子を攫うと予告してきたのか？

「……わからないことだらけだわ」

　伏見が言っていたように、予告より早く現れたのも気になる。怪人は予告状通りに犯行を遂とげると聞いていたのに。

　懸けん命めいに考えこんでいると、視界の端はしに何か黒いものがかすめた。

「？」

　そちらを見ると、窓越ごしに望む中庭に、ふわりと何かが舞まっている。

　急いで窓辺へ行って身を乗り出してみたが、それはゆっくり地面に落ちて、見えなくなった。

（あれって……！）

　黒い大きな布に見えた。怪人が着ていたマントのような。

　見み間ま違ちがいならいいが、そうでなかったら大変だ。怪人を捕つかまえる手がかりかもしれない。

　有紗は部屋を飛び出した。静かな廊下を駆け、ホールへと向かう。

　伏見がいないかと捜さがしたが、あいにく見つからない。代わりに先ほど伏見を呼びにきた若い警官を発見し、急いで駆け寄った。

「あの、すみません！」

　制服警官と話していた彼が振ふり向き、怪け訝げんそうに「何か？」と見つめてくる。

　有紗は息を整え、周りの記者に聞こえないよう声をひそめた。事が大きくなったらまた騒ぎが起きてしまう。それは避さけたい。

「さっきの部屋から庭を見ていたら、上から黒い布のようなものが落ちてきたんです。怪人が着ていたものによく似ていました。念のために調べたほうがいいのではと思って」

　警官たちが色めき立った。

「本当か！　どこだ」

「この棟むねの向こう側になると思います」

「よし！　行くぞ！」

　ばたばたと警官たちが廊下を駆かけていく。めざとく見つけた記者の数人がすかさず追いかけていったが、玄げん関かんであえなく警官たちに止められているのが見えた。

　有紗は人の流れに逆らい、広間へ向かう。あそこの窓からも庭が見えたはずだ。捜索の邪じや魔まはできないが、できれば見てみたい。

　広間に入ると、やさぐれた空気がただよっていた。

　超ちよう能のう力りよく少女の正体を暴あばき損そこねた学者たちも、せっかくの大事件を記事にすることもできず閉じこめられている記者たちも、ふてくされたようにめいめいたむろしている。

（よかった。ここには騒ぎは伝わっていないみたいね）

　彼らまでもが庭へ押しかけたら、どさくさまぎれに怪人が脱だつ出しゆつしてしまうかもしれない。そうはさせるかと、広間中を勇ましく見み渡わたし、さりげなく窓の外に目を向けた。

　黒い布を発見した警官たちが厳しい顔で話している。どこから落ちてきたのか、誰が落としたのか。そんなことを検討しているのだろう。有紗も緊きん張ちようした顔で目線をあげた。

（落ちてきたのって、確か……蒼生子さまが最初にいらした客間のあたりだわ）

　つまり、生き返った少女が眠ねむっているあの部屋だ。

　窓は全開しないが、換かん気き用に握にぎり拳こぶし分くらいは開くようになっているという。そこからなら布を落とすくらいはできるだろう。

（でも、あの部屋には今、四ノ宮男爵がいらっしゃるはずよ。それにお医者さまも……。だったら怪人が入ることはできないわよね）

　だとすると、別の部屋から落ちたのだろうか。風に乗って流れてきたのかもしれない。

（……ん？　何かしら、あれ）

　件くだんの客間の真上は、鈍どん角かくな屋根になっている。その上のほうに小さな明かり取りがあった。ここからでは角度的に気をつけて見ないとわからない造りになっているようだ。

（蒼生子さまのお部屋に行った時は、あんな小窓はなかったはずだけど……。ひょっとして、屋根裏部屋があるの？）

「おい、何してるんだ？」

　肩かたをたたかれ、振り向くと、馨が怪訝そうに見ていた。

　彼も足止めをくらっている一人なのだ。暇ひまをもてあましているところに有紗を見つけてやってきたらしい。

「ねえ、叔父おじさま。あれが見える？　屋根裏部屋になってるのかしら」

「そうみたいだな。使われてないらしいが」

「もしかして、怪人はそこに攫った方を隠しているんじゃ！」

　馨が軽く肩をすくめた。

「最初に警察が調べたが、何もなかったとさ」

「そう……そうよね」

　当然そうしているだろう。警察もそんなに甘くはない。

「それより、有紗。おまえの友人だっていう令れい嬢じよう、松小路って言ったよな。双子の片割れの」

「ええ、松小路緋早子さんよ」

　初めのうちは内ない緒しよにしていたが、蒼生子が公おおやけにしてしまったこともあり、緋早子の素す姓じようを調べた馨はすぐさま有紗の友人だと突つき止めてしまったので、事情を話していたのだ。

「その両親が来たんだよ。ついさっき」

「本当!?」

「ああ。警察に召しよう喚かんされたんだ。実の親なら双子を見分けられると踏ふんだんだろう。それでだ、隙すきを突いて話を聞いてきた」

　有紗は興奮して身を乗り出した。

「すごいわ、さすがは名記者ね！　それで、どうだったの？」

　馨はポンと両手をたたき、人差し指を向けてきた。顔を近づけ、低い声で言う。

「攫われたのは緋早子嬢じようのほうだ。間ま違ちがいない」

「！」

　息を吞のんで見つめ返すと、彼は真しん剣けんな顔でうなずいた。

「緋早子嬢にあるはずの背中の痣あざが、残ったほうの令嬢にはなかったんだそうだ。子どもの頃ころに怪け我がした痕あとなんだと。いくら顔がそっくりの双ふた子ごでも、そこまでは一いつ緒しよじゃなかったってわけさ」

　有紗はごくりと喉のどを鳴らした。

「そのこと、もう知れ渡わたってるの？」

「うちの独どく占せん記事……と言いたいところだが、無理だろうな。母親が動どう揺ようしてかなり取り乱してる。警察が隔かく離りしたみたいだが、他ほかのやつらに勘かん付づかれるのも時間の問題だ」

「……」

　浮うかれていた気持ちが一気にしぼんでいくようだった。

　攫さらわれたのは緋早子だった。死んだと思われた蒼生子は幸運にも息を吹ふき返したけれど、緋早子の無事はまだわからない。双子のどちらかが判明したところで、事件は何も解決していないのだ。

「有紗。大丈夫か？」

　黙だまり込んだのを見て、馨が眉まゆをひそめる。

「ショックなのはわかるが、おまえのせいじゃない。思い詰つめるな」

「……でも」

「それより、自分のことを心配しろよ。まだ怪人がここに残ってるのか出て行ったのかもわかってないんだからな」

　顔をのぞきこまれ、有紗は小さくうなずく。気き遣づかわれているのはわかったが、とてもそう割り切れそうにはなかった。

「おまえは可愛かわいいんだから、ついでに攫われることもあるかもしれないぞ。周りはみんな怪かい人じんだと思って用心しろよ？」

「まさか……大げさなんだから」

「いいや！　ありえない話じゃない。どさくさまぎれに何しやがるかわかったものじゃないぜ。何か起こる前に、警察に言って全員拘こう束そくしてもらうか……」

　馨は本気で案じている。いくら過保護でもそこまでされたら、逆に彼が危険人物として拘束されてしまいそうだ。

「叔父さま、もうお仕事に戻もどって。わたしはどこかで休ませていただくから」

　気を取り直したふうを装よそおって言うと、馨はなおも気になるように見つめてきた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶか。家まで送っていくか？」

「何言ってるの、スクープの好機なんでしょ。本当に平気だから」

　重ねて促うながすと、馨はしぶしぶ納なつ得とくしたらしく「何かあったら呼べよ」と言って去っていった。

　その背中を見送り、有紗は少し考え込む。

　過保護で優やさしい叔父には申し訳ないが、このまま大人しくしているわけにはいかない。

（どのみち、しばらくはこのお屋や敷しきから出られない。だったら休んでないで動くべきだわ。事件はここで起きたんだもの。調べれば何かわかるかもしれない）

　ぎゅっと拳を握り、広間を見回す。

　落ち込んでいる暇があったら、緋早子のために何かしよう。できることはあるはずだ。

（そうよ。わたしを頼たよって相談してくださったんだもの。絶対に助け出してあげるわ！）




　　　　[image: ]




　広間を抜ぬけ出し、有紗は二階へ向かった。

　緋早子が消えた時のことを検証してみることにしたのだ。

　あの時、怪人に攫われた緋早子を目もく撃げきした場所にもう一度立ってみれば、何か気づくことがあるかもしれない。それに、できれば息を吹き返したという蒼生子の様子も見てみたかった。

　うまい具合に中庭のマント騒さわぎに人手が割さかれているらしく、警備の人数が少ない。何度も頃ころ合あいを計り、警官の目がそれた隙をついてすばやく螺ら旋せん階段を駆け上った。

　ワイン色の絨じゆう毯たんが敷しかれた階段室の二階の踊おどり場に出ると、難しい顔であたりを観察してみる。

（怪人とすれ違ちがったのは、廊ろう下かを歩きだしてからすぐのことだったわよね。怪人が逃にげる際に使うと思われる階段で、一番可能性が高いのはここだと思うんだけど……でも一階にいた人たちはその姿を見ていない）

　ならばこの階段、もしくは踊り場に何か仕し掛かけがあるのではないだろうか？

　四ノ宮男だん爵しやくいわく、そういったものはないとのことだったが、頭から信用していいとは思えなかった。以前の事件でも不思議な力によって隠かくされていた地下室があったのを忘れてはいない。

（京四郎さんや軍の関係者が目をつけているんだもの、ありえなくはないわ。まあ、どうして怪人がそんな抜け道を知っているのかという疑問は残るけど……）

　螺旋階段の角度からして、あまり下のほうには仕掛けがあるとは思えない。一階の人目につくからだ。とするとやはりこの踊り場あたりがあやしい。

　有紗はひとしきりその場をうろうろし、手すりを叩たたいたり引き抜こうと試みたり、床ゆかが抜けないか飛び跳はねてみたり、あちこち調べて回った。しかし異変は何も見つからなかった。

　他の二カ所の階段も同じように試ためしてみたが、結果は同じだった。そちらのほうは螺旋階段ではなく、ごく普ふ通つうの踊り場のある階段になっている。壁かべが厚いわけでもないし、隠れられる場所もない。

　ため息をつきながらもとの螺旋階段まで戻ってくると、また考え込んだ。

（二階の他のお部屋に飛び込んで、そこから外に逃げたのかしら。でも、伏見さまたちが調べた時にはすべてのお部屋に鍵かぎがかかっていたのよね。たまたま一部屋だけ開いていたのかしら）

　気になったので、手近な部屋のドアノブをひねってみた。しっかり鍵がかかっており、少し力をこめたくらいでは壊こわせそうにない。

　他の部屋も試してみると、鍵のかかっていないドアがあった。有紗はどきどきしながらドアを開けて中をのぞきこんだ。

（本当に開いてるところがあったわ！　もしかしてここから──）

　胸を高鳴らせつつドアの裏側を見た瞬しゆん間かん、がっくりと肩かたを落とす。中からは鍵が閉められない構造になっていたのだ。

　諦あきらめてドアを閉め、廊下を見回してみる。一直線の長い廊下には、ところどころに壺つぼや大きな像が飾かざってあるだけで、人が二人も身を潜ひそめられるようなところはなかった。

（──あ）

　廊下の一番奥にあるドアの前に人がいる。最初に双子の姉妹がいた部屋であり、今は蒼生子が眠ねむっている部屋だ。立っているのは見張りの警官だろう。

　蒼生子の容態も気になるし、現場をもう一度見ることができたら新しい発見もあるかもしれない。有紗は気を取り直してそちらに向かった。

　制服の警官は、近づいてきた有紗にすぐ気づいたようで、ぎろりと目を向けてきた。

　怪人に裏をかかれた上に、大事な現場の見張りを任されてぴりぴりしているのだろう。刺し激げきしてはいけないと、しおらしく申し出た。

「行方ゆくえ不明の緋早子さまの友人なのですが、蒼生子さまのご容態が気になりまして……。あの、どんなお加減なのでしょうか？」

「帰れ。女子どもの来る場所ではない」

　いきなり頭ごなしに言われ、むっとしたが、あくまで丁てい寧ねいに訊きいてみる。

「お見み舞まいさせていただくことはできませんか？　けっしてあやしい者ではありません。伏見警部の──」

「帰れと言っているだろう、邪じや魔まだ！」

　追い払はらうように手を振ふり、警官は鬱うつ陶とうしそうににらんでくる。これ以上食い下がると面めん倒どうなことになりそうだと判断し、有紗は「失礼しました」と頭をさげて踵きびすを返した。

（……と、見せかけて！）

　少し行ったところで、飾ってあった像の陰かげに、さっとすべりこむ。うかがってみたが、死角になっているのか警官は気づかなかったようだ。

　有紗は懐ふところから巾きん着ちやくを取り出し、中身をあらためた。いつも持ち歩いている薬袋ぶくろだ。

（これくらいで引き下がると思ったら大おお間ま違ちがいよ。今のわたしは過激なんですからね。申し訳ないけど、手て荒あらなことをさせてもらうしかないわ）

　まさかあの警官も怯おびえて退散した女学生が襲しゆう撃げきをかけてくるとは思っていないだろう。つけいる隙すきはある。

（さて、どれを使おうかしら。粉ふん塵じんで視界を奪うばってから昏こん倒とうさせる？　それとも眉み間けんに丸薬を撃うち込んで失神させる？　ううん、眠り薬のほうが確実ね。騒がれたらいけないし……）

　ちらちらと対象をうかがいながら、眠り薬の入った紙包みを探した時だった。

　突とつ然ぜん、背後から回ってきた手に口をふさがれた。有紗は仰ぎよう天てんして身を竦すくませた。

（え!?　な、何!?）

　少しも気配を感じなかったのにと動どう揺ようし、慌あわてて暴れようとしたら、耳元につぶやくような声が落ちてきた。

「私だ」

　有紗は目を見開いて動きを止める。意外すぎる、けれどよく聞き慣れた声。

（京四郎さん!?）

　回された手をよく見てみれば、袖そで口ぐちからのぞいた手首に鎖くさりの痣あざがわずかに見えている。

　とりあえず誰だれかわかったことに安あん堵どし、有紗がうなずいてみせると、もう一方の腕うでをお腹なかに回され、引き寄せられた。
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「……っ!?」

　後ろから抱だきしめられる恰かつ好こうになり、頰ほおが熱くなる。恥はずかしくてじたばたと暴れたくなったが、しかし有紗の動揺をよそに、京四郎は無言のまま傍そばのドアを開けてすばやく中へすべりこんだ。

　ようやく解放され、有紗は息を切らして振り向いた。

「もうっ、いきなり何をなさるん──」

　言いかけた途と端たん、唇くちびるに指を当てられ、またしても固まってしまう。

　唇からはずした指をドアへと向け、京四郎が冷静に言った。

「文句なら小声で頼たのむ。外に気づかれたくない」

　その言葉で有紗は我に返る。確かに、警官に聞かれたら騒さわぎになる。それは避さけたい。

　なんとか落ち着こうと深呼吸して、キッと見上げた。

「急にあんなことをされたらびっくりしますよ。あんな……く、口に触さわったりだとか、くっついたりだとかっ」

「反省しているよ。おかげでまた鎖が伸のびた」

「ひっ!?」

　有紗は飛び上がった。京四郎の首に鎖の痣ができてしまっているのだ。

「どうして!?　びっくりはしたけど失礼というほどじゃ……」

「お嬢じよう様さまの花の唇に下僕ごときが触ふれるなということだろ」

　彼は無表情に首へと手をやる。有紗は思わず赤くなった。

（は、花の、って……）

　変な意味はないとわかっているのに、唇に触れた指の感かん触しよくを思い出してうろたえてしまう。

　当然だが、これまで誰にもあんなふうに触られたことはない。大人の男の人の手を間近で見たのも初めてだ。骨張っていて大きくて、ひんやりと乾かわいていた──。

　おろおろしている有紗と対照的に、京四郎はいつもと変わらず淡たん々たんと痣を確かく認にんした。

「少し罵ののしってくれないか。これ以上伸びるといろいろ支障がある」

　有紗ははっとした。鎖の痣が全身にめぐると死ぬといわれているのだ。

　早く減らしてあげなければならない。慌てて彼に向き合い、小声で叫さけぶ。

「京四郎さんの不ふ埒らち者もの！　女殺し！　色しき魔ま！　乙おと女めを惑まどわすなんて最低です！」

「……今のは効いた。一気に痣が減ったよ」

　ありがとう、と本気かどうかわからない顔で言って、京四郎は袖口を元に戻もどした。

　有紗はほてる頰をさりげなく手で冷ますと、気を取り直して彼を見た。

「こんなところで何をなさっているんですか？」

　様子をうかがってくると言って一階の部屋を出ていったきりだったのだ。てっきり警察のほうから情報を仕入れてくると思っていたのに。

　京四郎は答えるより先に、すたすたと部屋の奥へ入っていく。

「ここは隣となりの部屋と繫つながっているんだ。そちらに潜ひそんでいたところ、君の声がしたので廊ろう下かをうかがってみた。すると何やら物ぶつ騒そうなことを企たくらんでいそうな顔をしていたから、ほうっておけなくなってね」

「う……、作戦の一いつ環かんだったんですっ」

　薬で警官を襲撃しようとしていたのを見み抜ぬかれていたらしい。言い返しながら京四郎を追いかけていくと、奥の壁かべが一部取り払われており、同じ造りの部屋と繫がっていた。

「でも、どうしてここに潜んでいらしたんです？」

　京四郎が壁かべ際ぎわの扉とびらを開ける。服をしまう物入れらしいが、中は空だった。

「この向こうが令れい嬢じようの眠ねむる部屋だ。そこに今、四ノ宮男だん爵しやくがいる」

　有紗は物入れをのぞきこんだ。位置的には確かにそうだ。

「そういえば、男爵さまとお医者さまがついてらっしゃるって……」

「医者はさっき出ていった。今は男爵だけだ」

「……まさか、聞き耳を立てるためにここへ？」

　京四郎は何も答えず、物入れの中に入って壁に耳を押し当てた。有紗は目を丸くしてそれを見る。

「ひょっとして……京四郎さんは、四ノ宮男爵の動向を探さぐってらっしゃるんですか？」

　京四郎が無言で手をあげる。静かに、という手て振ぶりをされ、有紗も彼の隣に並んで耳を澄すました。

　壁かべ越ごしに、途と切ぎれ途切れの声が聞こえてくる。男の声──四ノ宮男爵のようだ。

（誰と話してるの……？）

　医師は出て行ったというし、今は眠る蒼生子と男爵しかいないはずなのに。独り言をこぼしているのだろうか？

　怪け訝げんに思った時、ふいに厳しい声が聞こえた。

「……私へのあてつけか？　それでこんなことをしたのか！　蒼生子！」

　怒いかりに震ふるえた叱しつ責せきの声に、有紗は思わずびくりとする。

「……私を恨うらんで…………復ふく讐しゆうの…………おまえは……」

　再び声は途切れがちになり、そして静かになった。

　息を詰つめていた有紗は、京四郎に袖そでを引かれ、物入れの外に出た。

「どういう意味なんでしょう、今の。蒼生子さまを責めていらしたようですけど、眠っていらっしゃるのに……」

「様子を見に行ってみるか」

　京四郎が先ほどの部屋へと行ってしまうので、有紗は慌てて追いかける。

「でも、どうやるんです？」

「蒼生子嬢に会わせてくれと直接頼むさ。君もそれが目的でここまで来たんだろう？」

「そうですけど、見張りの警官は強敵ですよ。取り次いでくれるかどうか……」

　有紗を引きずり込んだドアまでくると、京四郎はようやく振ふり返った。

「これから起こることに君が騒がないでいてくれるなら、手はある」

　え？　と瞬またたく有紗をよそに、京四郎は外をうかがうと、ドアの隙すき間まからするりと出ていく。

　どういうことなのかと隙間からのぞくと、京四郎が右手を振りかぶるのが見えた。

　コツン、と音がして、警官がそちらに顔を向ける。どうやら彼の注意をそらすために京四郎が何か投げたところだったらしい。

　その瞬しゆん間かんだった。いつのまにか警官の背後に回った京四郎が、彼のうなじに手刀をたたきこんだのだ。

（なっ……、ええええ──っ!?）

　ぐったりとした警官を引きずって京四郎が戻ってきたので、有紗は慌あわててドアを開けてやった。平然と警官を床ゆかに転がすのを見て、あんぐりと口を開けてしまう。

「手はあるって……暴力で解決するってことだったんですか!?」

「警官のくせに一市民に容易に後ろをとられるほうが悪い」

　そっけなく言って京四郎はさっさと部屋を出て行く。有紗は呆あきれながら追いかけた。

　そういえば、時々忘れてしまうが彼は元軍人なのだ。これくらいはお手の物というわけか。

「帝てい国こく陸軍って、ああいう訓練もするんですね」

「いや。必要に迫せまられて自分で覚えただけだよ」

「ええっ？　必要って、どんな必要……、そ、そういえば、このドアの鍵かぎはどうしたんです？　閉まってたはずじゃ」

「それも必要に迫られて」

「こじ開けたんですか？　自分で!?」

　先を行く京四郎を信じられない思いで見つめる。まさか侯こう爵しやく家の御おん曹ぞう司しにそんな特技があったとは。

（京四郎さんって、本当に何者……？）

　仮にも華か族ぞくの若様なのに、どこでそんなことを覚えたのだろう。また謎なぞが増えてしまった。

　悩なやみながらついていくと、京四郎が足を止めて振り向いた。

「ここは君が適任だろう」

　蒼生子の眠る部屋のドアの前だ。有紗はさっと表情を引き締しめてうなずいた。

　無ぶ愛あい想そうな彼にこういう交こう渉しようは向いていない。自分の出番だ。

　ノックすると、ややあってドアが開き、四ノ宮男爵が顔を出した。有紗を見て怪訝そうに眉まゆを寄せている。

　有紗は慎つつましやかな微び笑しようを浮うかべ、お辞じ儀ぎした。

「お邪じや魔まをして申し訳ございません。緋早子さまの友人で、一乗寺と申します。蒼生子さまのご容態はいかがでしょうか？」

　四ノ宮男爵は面めん食くらったようだったが、相手が女学生だというので気を許したのか、表情を弛ゆるめた。

「まだ眠っておりますよ。ご心配をおかけして申し訳ない」

「いいえ、そんな……。緋早子さまの行方ゆくえもまだわかりませんし、本当に大変なことになりましたわね。ご心痛をお察しします」

　有紗は神しん妙みようにお見み舞まいを述べた。それは本心だったし、事実、四ノ宮男爵の顔には疲ひ労ろうの色が濃こく浮かんでいた。

　しかし同情するだけで終わるわけにはいかないのだ。

「あの……、少しで結構ですから、蒼生子さまにお会いできないでしょうか。息を吹ふき返されたとうかがいましたけれど、まだ夢のように思われて……」

「いや……、それは……」

　男爵が怯ひるんだのを見て、有紗は伏ふし目がちに洟はなをすすり上げる。

「倒たおれた蒼生子さまを発見したのは、実はわたしたちなのです。あの時のことを思い出すと、恐おそろしさで胸がしぼられるような思いがします。本当によみがえられたのだと、お顔を見て実感しとうございます。どうかお願いします……」

　泣き出しそうなのを見て取り、それ以上拒きよ否ひすることができなかったようで、四ノ宮男爵がしぶしぶのようにため息をついた。

「そこまでご心配をかけては、お断りできませんな。どうぞ」

「ありがとうございます……！」

　感激して礼を言い、有紗は緊きん張ちようしながら部屋へと入った。

　続いて入ってきた京四郎を見て四ノ宮男爵はぎょっとしたような顔をしたが、京四郎のほうは澄まして彼を見た。

「失礼します。ここへ来る途と中ちゆう、主治医の先生にお会いしました。男爵をお呼びしてきてほしいと言こと伝づてを頼たのまれています」

「私を？　ここへ来ればいいだろうに」

「そうだわ、なんだかお薬の件でと仰おつしやってましたわよね」

　すかさず有紗が話を合わせると、訝いぶかしげだった男爵が、一いつ瞬しゆん、はっとしたように見えた。

「そうでしたか。では、少しはずしますが……」

「お構いなく。お戻もどりになるまでわたしたちがついておりますわ」

　微笑ほほえんで言った有紗に男爵は会え釈しやくし、京四郎に視線を投げかけてからドアを閉めた。

　うまく席をはずさせることができて、有紗はほっと息をつく。

「京四郎さんのこと、じろじろ見てらっしゃいましたね。警けい戒かいされてるみたい」

「ふん。そんなに悪人面づらに見えるか」

　気にしていない様子で京四郎はベッドをのぞきこむ。白い顔をして目を閉じている少女を有紗も見つめた。

　命を落としたはずの蒼生子。けれども、目の前にいる彼女は確かに呼吸をしている。それがわかって心から安あん堵どした。

「よかった……。ちゃんと生きていらっしゃるわ」

　京四郎は黙だまって蒼生子を見下ろしている。観察するような、乾かわいたまなざしだった。

　有紗はベッドの傍そばにひざまずき、眠ねむる少女をじっと見つめた。

「……あなたは、本当に蒼生子さま？」

　問いかけてみるが、当然ながら返事はない。

　京四郎の視線を感じ、有紗はあらたまって彼を見上げた。

「さっき、叔父おじさまに聞いたんです。緋早子さんのお母さまがいらっしゃって、攫さらわれたのは緋早子さんだと断言なさったんですって。小さい頃ころに怪け我がした傷きず痕あとがあるはずなのに、こちらの方にはそれがないから、って」

「母親が言うならそうなんだろう」

「本当にそうなんでしょうか。見落としたとか、何かの技術で痕あとを消したとか、そういうことだってありうるでしょう？」

「見落としたのならまだしも、傷痕を消したとなると故意でやったということになるぞ。君は彼女が蒼生子嬢じようではなく緋早子嬢だと言いたいのか？」

「二人が入れ替かわっている可能性って、ないんでしょうか」

「なぜそう思う？」

「双ふた子ごといえば入れ替わりですよ。探たん偵てい小説の常道の一つです」

　大おお真面目まじめに言った有紗を、京四郎が軽く眉をあげて眺ながめる。

「君のような先進的な女学生はともかく、華族の令れい嬢じようが探偵小説の愛読者とは思えんがな」

「たとえばの話ですよ。何か深い事情があって、入れ替わらなくちゃならない事態になったのかもしれないでしょう。さっきの四ノ宮男だん爵しやくの発言も気になりますし」

「つまり君は、この一件は姉妹の狂きよう言げんだと思っているのか」

「そこまでは思っていません。でも、いろんな可能性を考えたほうがいいと思って」

　有紗はぐるりと部屋を見回す。

　先ほど京四郎と潜ひそんでいた隣りん室しつと造りはほとんど変わらない。部屋の隅すみの天てん井じように取っ手があるのは、おそらく屋根裏につながる階段が収納されているのだろう。

「怪かい人じんがどこに消えたのか。そもそもどこから入ってきたのかも不思議ですよね。屋根裏には人が入った形けい跡せきはなかったそうですし、このお部屋は廊ろう下かの突つき当たりだし、窓から入ることもできない。しかも部屋の前には書生さんがいた。このお部屋に入れる隙すきなんてなかったはずなのに」

「それで狂言説というわけか。怪人は実在していないと」

「ですから、狂言とは思ってませんったら。怪人が緋早子さんを──仮にですけど──抱かかえて走っていくのをこの目で見てるんですもの。ただ、どうやってお屋や敷しきに入ったのかがわからなくて」

　まるでその空間に、ぽんっと現れたような。そうとしか考えられない出現だったのだ。

「ひょっとして、怪人も蒼生子さまみたいに超ちよう能のう力りよくを持っているんでしょうか。だから急に現れたりしたのかも！」

「そんなにごろごろおかしな力の持ち主がいるわけがないだろう」

　あっさり否定され、有紗は口をとがらせる。

「わたしにばっかり言わせないで、京四郎さんも考えてください。意見を闘たたかわせるうちにいい案が出るかもしれないでしょ」

「考えるまでもない。君がそこまで仮説を打ち立ててくれたのだから、もう答えは一つしか残っていないだろ」

　京四郎は興味がなさそうな顔で、ソファの背に腰こしをあずけた。

「怪人は、最初からこの部屋にいたのさ」

　有紗はきょとんとして瞬またたく。

「最初から？　でも、ここには緋早子さんと蒼生子さまがいらしたんですよ。どこかに隠かくれていたにしても、こんな奥まで入り込むのに、誰だれかに見み咎とがめられたら……」

「これほど混雑しているのに、一人一人の挙動を覚えている者などいないよ。誰だって入ることは可能だ。いざとなれば手引きしてもらうという手もある」

「手引き？　って、誰に？」

　京四郎が無言でベッドに目をやる。有紗はまさかという思いで彼を見つめた。

「もしかして……京四郎さんこそ、お二人の狂言だと思っているんですか？」

　彼はそれには答えず、眠る少女を見ながら言った。

「緋早子嬢は安全な場所にいる。安心していい」

　有紗は驚おどろいて彼の横顔を凝ぎよう視しした。

「それって、どういうことですか？」

「……」

「京四郎さん。何かご存じなんですか？　教えてください！　事情があるのなら誰にも言いませんから──」

　黙っている彼にしがみつき、必死に問い詰つめる。謎なぞなんてどうでもいい。緋早子が無事に戻ってくればそれでいいのだ。

　その時、突とつ然ぜん、あたりの景色が消えた。

「!?　何……？」

　真っ暗になった部屋の中、有紗と京四郎の姿だけが浮うかんで見える。

「────気づいたの？」

　ふいに声がして、有紗はびくりと振ふり向いた。

　暗くら闇やみの中、長い髪かみを波打たせながら、蒼生子が立っていた。







　ほんのつい今まで眠っていたとは思えない、冷ややかでしっかりとしたまなざしがこちらを見み据すえている。

「気づいたのは、あなたが初めて」

　涼すずやかな声で蒼生子がつぶやく。

「あなたは、何者？」

　彼女が見ているのは京四郎だ。何かを探さぐるようにじっと目をそらさない。

　京四郎のほうは彼女を一いち瞥べつしただけで、あたりの暗闇を見やった。

「この【闇やみ】は君が作り出したのか」

　いつのまにか自分を庇かばうように前に出ていた京四郎を有紗は見上げた。

「【闇】って……？」

「一種の異界だ。魔ま術じゆつを乱用することで時々生まれることがある」

　言いながら京四郎がピストルを取り出す。以前の事件でも見たことのある、不思議な模様の描えがかれた銃じゆうだった。彼の言葉とその銃に、有紗はごくりと唾つばを飲み込む。

　それだけの説明では、正直言って何がなんだかわからないけれど。

「ひょっとして、京四郎さんの目的はここを捜さがすことだったんですか？」

　真っ暗で上も下もわからない。なのに互たがいの姿はくっきりと浮かび上がって見える。それだけでも常識が通用しない場所にいることは察せられた。

　以前の事件の時の地下室と同じで、入り口が見つからない場所。あやしの力が作用する空間なのだろう。

　京四郎は何も言わなかったが、臨戦態勢に入っているのは雰ふん囲い気きで伝わってきた。片手でピストルをもてあそびながらも蒼生子に神経を集中している。

　危険が迫せまっているのだと察し、有紗は身構えながら蒼生子を見つめた。

「あなたは……四ノ宮蒼生子さまですね？」

　双子が入れ替わっているのではという説は、完全に吹ふき飛んでいた。

　いくら演技であっても、あの緋早子がここまで人格が変わるとは思えない。

　何よりも、目の前にいる彼女からは、この世のものとは思えない凄せい絶ぜつな美しさと迫はく力りよくが感じられる。青白い顔と鮮せん烈れつな赤い唇くちびるの対比に、ぞくりとさせられた。

「ええ。わたくしは蒼生子」

　意外なほど素す直なおな様子で彼女はうなずく。

「あなたがたのやりとりを聞いていたの。他人に聞かれないようここへ連れてきたのです」

　暗闇で見えないはずなのに、彼女の黒い瞳ひとみがぬらぬらと光をためてこちらを見ているのがわかった。

　有紗は震ふるえそうになる足を踏ふん張り、彼女を見据えたまま前へ出た。

「緋早子さんの行方ゆくえをご存じなんでしょう？　ご無事なんですか？」

　蒼生子は答えない。じっと有紗を見つめている。

　これしきでは引き下がれない。仮にもエスの契ちぎりを結んだ相手であり、頼たよってくれた下級生を見捨てるわけにはいかなかった。

　お腹なかに力を入れ、もう一歩前へ出る。

「教えてください。緋早子さんを返して！」

　見据えて叫さけんだ時だった。

　バン！　と空気が弾はじけた。続いて、何かがくだける音。

　びっくりして振り向くと、京四郎が横に向けてピストルを構えている。

　そして銃じゆう口こうが向いた先では、暗闇だったはずの場所が、まるでガラスが割れたように欠けて穴が開いていた。

「えっ。何、これ……？」

　人が一人通れるほどの大きさに開いた穴の向こうには、先ほどまでいた部屋の家具や絨じゆう毯たんが見えている。

　奇き妙みような光景だった。漆しつ黒こくの薄うすい壁かべのようなものを隔へだてて、あちらと今いる暗闇、二つの世界が隣となり合って存在している。

　有紗が息を吞のんでいると、ふいに頭から何かがかぶさってきた。

「ひゃ!?　なんなの……っ」

　視界を奪うばわれてもがいているところを、ぐいっと誰かに押された。

　抵てい抗こうする間もなくぐいぐいと押し出され、足がもつれて尻しりもちをついてしまう。

「いったぁ……」

　うめきながらも急いでかぶさっていたものをたぐりよせてみると、それは黒い背広だった。京四郎のものだと気づき、はっとして顔をあげる。

　いつのまにか、元いた部屋に戻もどっている。そして部屋の中空には黒い穴が開いていた。その向こうの暗闇に京四郎の姿が見える。

「京四郎さん！」

　思わず叫んだ有紗の目の前で、穴はみるみる小さくなり、やがて閉じた。
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　撃うち抜ぬいた【闇】の壁の穴が消え、再び暗がりが支配した。

　有紗が向こうへ戻れたのを確かく認にんして、京四郎は銃口を下ろした。

　一部始終を見ていた蒼生子が、静かに口を開く。

「あなたは逃にげなくてよろしいの？」

「まだ本題に入っていないのでね」

　彼女は魔ま弾だん銃じゆうに興味を引かれたらしい。じっと視線をそそいでいる。

「あなたは、狩かり人ゆうど？」

「そんなようなものだ」

　適当に答えを返すと、落ち着き払はらった様子に気づいたのか、今度はこちらを見つめてきた。

「あなたは死が怖こわくないの？」

　普ふ通つうの人間ならば、こんな場所に突然放ほうり込まれたら恐おそろしくて腰こしを抜かすだろう。彼女が怪け訝げんに思うのも無理はない。

　京四郎は銃をしまいこむ。いきなり【闇】に引きずり込まれて、わけがわからず震えながらも果か敢かんに彼女に対たい峙じしていた有紗のことを思い出した。

「怖いさ。会えなくなる人がいると思うとな」

「さっきのあの方のことかしら」

　それは流すことにして、蒼生子を見据えた。

　彼女と二人きりになれたのは願ってもない。どうすれば話を持ちかけられるかとずっと思案していた。

「私と手を組まないか」

　蒼生子はその要求に驚いたようで、口をつぐんだが、探るように見つめてきた。

「条件があるわ」

「聞こう」

　赤い唇から、躊躇ためらいがちに言葉がこぼれる。

「……わたくしに、本当の死をくれるのなら」

　その瞳には、諦てい念ねんがにじんでいた。







　第四幕　乙おと女めと超ちよう能のう力りよく少女の正体







　有紗は床ゆかに座り込んだまま呆ぼう然ぜんとしていた。

　黒の背広を胸に抱だき、ぎゅっと抱かかえ込む。

（どうしよう。京四郎さんが……！）

　自分だけが逃がされたのだ。欠けた穴の出口は割れたガラスのように尖とがっていた。あれで怪け我がをしないよう、上着をかぶせてくれたのだろう。

　彼は逃げられなかったのだろうか。穴が閉じるのに間に合わなかったのか？

（どうしよう、わたしだけ助かっちゃった。どうしよう……！）

　狼ろう狽ばいするあまり、涙なみだがにじんでくる。

　このまま京四郎があの場所から出てこられなかったら、どうしたらいいのだろう。

　どれくらいそうしていただろうか。ふっと我に返り、有紗はよろよろと立ち上がった。

（……ぼんやりしてる暇ひまはないわ、助けなきゃ！）

　こうしている間にも彼に危険が迫せまっているかもしれないのだ。

　涙をぬぐって目を凝こらして見てみる。しかし、先ほどの穴はどこにもなかった。

　完全に消えているところからして、特とく殊しゆな方法でなければ入れないようだ。

　すばやく考え、有紗は部屋を出て駆かけ出した。

　あの空間を京四郎は【闇やみ】と呼んでいた。魔ま術じゆつの乱用で生まれる異界なのだと。

　そうなると有紗一人には手に負えない。何しろその手のことに対して少しも知識がないのだ。事情が事情だから、助けを呼ぶにも人を選ばなければならない。

（警察には知られてないそうだから伏見さまは頼れないし、馨叔父おじさまだって無理だわ。でも軍人さんたちならきっと……！）

　廊ろう下かを駆け抜け、螺ら旋せん階段を下りて一階の廊下に出ると、軍服姿の一団を捜さがす。相変わらずの人の多さがこんな時は障害でしかない。人ひと混ごみをかき分けながら広間へ向かった。

　必死に捜していると、ようやく隅すみのほうにいるのを見つけた。大声で呼びたいくらいだったが、へたに人目を集めてはいけないと思い、小走りにそちらに向かう。

「あの──すみません！」

　やっと彼らのもとにたどりついて小声で呼びかけると、図面のようなものをのぞきこんでいた軍人が三人、何事かというように顔をあげた。他ほかの者たちは席をはずしているらしい。

　声をかけてきたのが女学生だとわかって驚おどろいたのか、彼らは目を見開いて視線をかわした。有紗は息を整えながら訴うつたえる。

「わたしは烏丸京四郎さまの連れの者です。お願いです、助けてください」

　その名前に敏びん感かんに反応したのは、京四郎と同どう年ねん輩ぱいくらいの若い将校だった。

「何があった？」

「京四郎さんが……、【闇】に取り残されているんです。わたしだけ先に逃がされて……」

　話が通じるのか心配だったが、軍人たちはその言葉だけで目の色を変えた。

　すばやく図面をたたんでしまいこみ、有紗を促うながす。

「どこだ？　誰だれにも見られていないか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶだと思います。場所は二階の奥です」

　やはり人に知られてはいけないことなのだ。それがわかって緊きん張ちようしながらも、加勢してくれることにほっとして、有紗は急いで身を翻ひるがえした。







　二階の奥の部屋に戻ると、軍人たちは室内をあちこち調べ始めた。

　飛び出してきた時のまま何も変わらずがらんとした部屋を、有紗もやきもきしながら見回す。

（早く、早く見つけて！）

　しかし願いもむなしく、成果がなかったのか軍人たちは難しい顔になってしまった。

「痕こん跡せきは見当たりません」

「こちらもです。すでに消えてしまったのでは」

　会話を聞きつけ、有紗は青ざめる。あの空間が消えてしまったとしたら、中にいた京四郎はどうなったのだろう。

「聖水を撒まけ。【闇】が近くにあれば反応するはずだ」

　将校の指示で、部下の一人が小こ瓶びんを取り出し、中身を床に振ふりまいた。じゅっ、と音を立てて水が瞬しゆん時じに蒸発する。

　有紗は驚いてそれを見ていたが、軍人たちは別の意味で驚いたようだった。

「おかしい……。反応はあるのに【闇】が現れないとは、どういうことだ？」

「新型なのでしょうか」

「もう一度やれ」

　同じことが繰くり返されたが、やはり変化はない。

「どうなっている……!?」

　軍人たちの動どう揺ようを感じ、有紗も焦あせり始めた。

（どうして？　この人たちは間ま違ちがいなく【闇】のことを知っているし、対策だってわかっているみたいなのに）

　ひょっとして蒼生子がなんらかの力で阻はばんでいるのだろうか？

　そうだとしたら、打つ手はないということになるのだろうか──。

（何か手がかりはないの？　青あおヶが台だいの別べつ荘そうの時は指輪が地下室に導いてくれた。あの時みたいに、せめて入り口らしい場所がわかればどうにかなるかもしれない）

　有紗はぎゅっと胸むなもとで両手をにぎりしめ、必死にあたりに目を凝らした。

（でも……さっきのは、向こうから取り込まれたような感じがしたわ。だとすると、あの時とは違ちがう種類の空間なのかしら）

　考え込んでいると、ふと、ぼうっと光のようなものに気づいた。

　見れば、包帯越ごしに指輪が赤く光っている。有紗は息を吞のんでそれを見た。

（そうだ。あの時も、入り口に反応して光っていたっけ！）

　だとしたら、また指輪が導いてくれるかもしれない。

　有紗は両の指を組み合わせ、祈いのるように目を閉じた。

「お願い、京四郎さんのところに連れていって……！」

　ただそれだけを強く念じる。

　指輪の光が強くなった。赤い光に気づき、軍人たちが凍こおりついたように見ている。

　赤い光が床に落ちる。そこから上へ、まるで壁かべがあるかのように亀き裂れつが走った。

「！」

【闇】から出てきた時と同じ、ガラスのように割れて破は片へんが飛び散る。

　黒い穴が現れたのを見て、有紗は迷わず中へ飛び込んだ。







　飛び散った破片が逆戻もどしのように修復されて、穴が小さくなっていく。

　軍人たちはそのさまを固かた唾ずを吞んで見ていた。

　畏おそれるような目をして将校がため息をもらす。

「……あれが、桜さくら川がわ博士の遺産か……」

　やがて、穴は完全に閉じた。
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　穴の中に転がり込んだ有紗は、勢い余って暗い地面に倒たおれ込んだ。

「いたた……」

　うめきながら身体からだを起こして立ち上がると、向かい合った京四郎と蒼生子がこちらを見ていた。

　対たい峙じの最中に飛び込んできた闖ちん入にゆう者しやに、どちらも驚いた様子だ。

「君……、何をしてる」

　啞あ然ぜんとしていた京四郎が、ふと厳しい表情になった。視線は有紗の手元で赤く光る指輪に向いている。

「まさか、指輪の力を使ったのか？　気をつけろと言っただろう、故意に使えば君の命が削けずられると。つまらないことで使うな」

　彼は動揺しているようだった。鋭するどい声で叱しかられて、有紗は二重に驚いたが、きゅっと唇くちびるを引き結んで彼をにらんだ。

「説明もなく追い出すなんてひどいです！　わたしは京四郎さんの何なんですか!?」

　助けてもらったのだということはわかる。でもそれとこれとは別だ。

　庇かばわれてばかりで何の役にも立たない助手なんて、どんな意味があるというのだろう。そんな存在だと思われているのかと思うと悔くやしかったし、悲しかった。

「踏ふみ込むなと言われれば、それ以上立ち入るつもりはありません。でも、助手として仕事ができる最低限のことは教えてくれてもいいでしょう？　邪じや魔まな時は邪魔だと言ってから追い出してください、でないと心配しちゃうじゃありませんか！」

　怒いかりのせいなのか、それとも彼が無事でほっとしたからなのか、自分でもよくわからない涙なみだがにじんでくる。見られないように急いでぬぐい、有紗は声を詰つまらせながら訴えた。

「こんなことじゃ、本当に傍そばにいてもいいのか、わからなくなります。わたしは一いつ緒しよにいてもいいんですか？」

　自分を受け入れてくれて、手を差しのべてくれた人だから、恩返ししたいし力になりたい。

　ただそれを伝えたかったのに、思ったのとは違う言葉がこぼれた。

「わたしのこと……いらないなんて言わないで。ずっと一緒にいてもいいって、言ってください」

　京四郎が少し目を見開いた。

　言ってしまった後で、有紗ははっとして口をふさぐ。

（……わたし、何言ってるの？）

　やけに熱ねつ烈れつなことを要求したような気がする。そこまで言うつもりはなかったはずなのに。

　今のは本当に、自分の口から出た台詞せりふなのだろうか？

「──わかった」

　ふいに京四郎が口を開いたので、びくっとして顔をあげる。

　反はん撃げきされて調子を崩くずしたのか、彼はそれ以上咎とがめるのを諦あきらめたらしい。目をそらして傍かたわらへ視線を向ける。

「説明と説教は後でする。今は彼女の話を聞かせてくれ」

　見ると、蒼生子が静かな表情でなりゆきを見ているのに気づいた。二人の間の空気が刺とげ々とげしいものではないのがわかり、有紗は意外な思いで京四郎を見上げた。

　視線に答えるように京四郎が言う。

「今回の事件について、彼女から真相を聞こうとしていたところだったんだ。身の上に大きな秘密があるらしい」

「秘密……？」

　どうやら事の次し第だいが明らかになる、まさにその瞬しゆん間かんに飛び込んできてしまったらしい。

　固唾を吞のむ有紗を、蒼生子がにこりともせず見つめる。

「もう、話してもよろしい？」

「あ……、失礼しました、どうぞ！」

　空気が読めない登場をしてしまったことに赤面しながら有紗が促うながすと、彼女は気にした様子もなくうなずいた。

　──昔から身体が弱くて、よく寝ね込こんでいた。そう彼女は切り出した。

「ろくに外に出ることもできず、そのせいで学校に通ったこともないわ。緋早子が遊びに来てくれて、いろんな出来事を聞かせてくれるのだけが楽しみだった。父にとても心配をかけていたのは心苦しかったけれど、緋早子がいるだけで、わたくしは満足していたわ」

　静かな声で彼女が語ったのは、幼い頃ころからの緋早子との交流だった。

　養母である男だん爵しやく夫人が亡なくなり、寂さびしいだろうというので、男爵は緋早子が頻ひん繁ぱんに遊びに来るのを歓かん迎げいしていたらしい。一方で、病弱な蒼生子のためにさまざまな薬を取り寄せ、飲ませることもあったという。

「何年前の冬だったかしら……よく覚えていないけれど、ひどく体調を崩したことがあったの。父はいつものように薬を求めに出かけて行き、そしてめずらしい液体の薬を持ち帰ってきたわ。滋じ養ようの薬だ、必ずよくなる、と言って。──けれどそれを飲んだ直後、急に苦しくなって……わたくしは息を引き取った」

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げき的な告白に、有紗は咄とつ嗟さに言葉が出なかった。

「その薬が、効かなかったということ……？」

「いいえ。たぶん、それは毒だったんだわ」

「毒!?」

　体調を崩している時にそんなものを飲まされたなんて、それは殺されたようなものではないか。

「なるほど……。引っかけられたな」

　京四郎のつぶやきに、蒼生子が小さくうなずく。

　どういうことかと有紗が見つめると、視線に答えるように蒼生子が話を続けた。

「その時、確かに死んだのよ。けれど、気がつくとベッドに寝ていた。まるで何もなかったみたいに身体が動いて、不思議だったわ。ただ……心臓は動いていなかった。生きているのに、死んでいたのよ」

「……!?」

　さらなる告白に混乱する有紗をよそに、京四郎は冷静な顔で蒼生子を見ている。

「何者かによって蘇そ生せいさせられたわけか。そして生ける屍しかばねとなった」

「そういうことだったみたいね」

　他人ひと事ごとのように蒼生子は言った。

「わたくしは、生き返らせるために殺されたのよ」

　混乱や動どう揺ようといった感情はとっくに過ぎてしまっているのだろう。淡たん々たんとした声だった。

　有紗は愕がく然ぜんとして彼女を見つめる。咄嗟に、本当のことなのか信じられなかった。

　一体誰だれがそんな残ざん酷こくなことをしたのか。命をもてあそぶような行こう為いを──。

「そして、それを境に不思議な力が宿ったの。皆みなが超ちよう能のう力りよくだと言うあれが」

　そう言った時、初めて彼女の顔に感情の欠片かけらが見えた。見下しているような、嫌けん悪おしているような、そんな表情だった。

　有紗の視線に気づき、彼女は目を伏ふせた。

「いまわしいに決まっているでしょう。あれのせいで、緋早子と意思の疎そ通つうができなくなってしまったのだもの。それからずっと、わたくしは独りだったわ」

「蒼生子さま……」

　緋早子も同じように悩なやみ、心配していたことを有紗は思い出す。

　そうじゃない、独りじゃなかったのだと言おうとした時、京四郎が口を開いた。

「君を蘇生させた人物に心当たりは？」

　蒼生子は即そく答とうした。

「父でしょう」

「根こん拠きよはあるのか」

「詳しよう細さいは知りませんけれど、父はあやしい研究をしている連中と付き合いがあったの。わたくしを死なせたり生き返らせたりしたのは、おそらくその研究の一いつ環かんでしょう」

「四ノ宮男爵が……!?」

　まさかと思いたかった。養女とはいえ娘むすめを恐おそろしい研究に使ったというのか。そんな人には見えなかったのに。

「そういう研究をしている結社があったな。男爵も一員だったのか」

「というより、引きずり込まれたのだと思うわ。実験台が欲しかった連中と、わたくしの身体からだを治したかった父と、利害が一いつ致ちしたのよ。父はわたくしを大事に育ててくれたから……。きっと、その必死なさまが、『使える』と思われてしまったのでしょうね」

　ぽつりと言って蒼生子がうつむく。その口調には、父親を糾きゆう弾だんする色はなかった。

　必死に頭の中を整理し、有紗は震ふるえる声を押し出す。

「つまり……四ノ宮男爵も、その人たちに利用された……？　病気に効くといって毒を渡わたし、それで蒼生子さまが亡くなると、今度は蘇生させようと……？」

　病弱な娘のために薬を求め歩いていた四ノ宮男爵は、研究をしていた者たちにその存在を知られ、目をつけられてしまった。彼なら、娘のためになんでもすると思われたのかもしれない。

　そうして毒を渡して死なせておきながら、突然の娘の死を嘆なげく父親に今度は甘言を吐はいて近づいてきた。ただよみがえらせたかった男爵は、その真の意図に気づかなかった──そういうことなのだろうか。

　蒼生子は有紗に向かってうなずいてみせ、まっすぐに京四郎を見た。

「わたくしがこの一件を起こしたのはそれが理由です。父はやつらに脅おどされ、次の実験台を用意するよう要求されているの。父は娘可愛かわいさのあまりに罪を犯おかそうとしている。双ふた子ごの姉妹でどんな研究結果が生まれるかと垂すい涎ぜんしているやつらのために、緋早子を差し出すつもりでいるの」

「緋早子さんを!?」

「……わたくしを生かし続けるには、やつらの用意した薬が必要だから。それと引き替かえなら、父はきっとやるわ」

　寂さみしげに蒼生子はため息をついた。

「だから、大おお仕じ掛かけな目くらましを起こして緋早子嬢じようを逃にがした？」

「ええ。怪かい人じんの予告状を利用したの。緋早子が消えれば父も諦めると思って。罪を犯すこともなくなるもの」

　つまり一連の事件は、緋早子を逃がすための陽動だったというわけだ。

　真相を知って動揺しつつも、少しだけ安あん堵どして有紗は息をついた。そうであるのなら緋早子が無事なのは間ま違ちがいない。

「じゃあ結局、怪人の予告状は偽にせ物ものだったんですか？」

　蒼生子が首を振ふる。

「あれは本物。正午に訪おとずれるということだったから、その前にわたくしが動いたというだけの話よ」

　では、本当にまるまる予告状を利用したということか。まさか怪人までも出し抜ぬいたとは。今ごろ怪人は当てがはずれて途と方ほうに暮れているのだろうか。

「でも、理由はわかりましたけど、謎なぞがたくさん残ってますわ。蒼生子さまお一人ではとてもできなかったでしょう？　あの怪人役が本物なわけがないし」

「……あれはわたくしが雇やとった役者です。緋早子を連れて現場から逃げるふりをしてくれと頼たのんだの」

　ちらりと視線を向けた蒼生子に、有紗は真しん剣けんな顔で身を乗り出す。

「その後、どこへ行ったんですか？　消失の謎は？　それより、とにかく緋早子さんはどこにいらっしゃるんです？」

「消失というのは大げさだわ。みんな、まわりくどく考えすぎているのよ。何も難しいことはしていないのに。あちらの方はわかっていらっしゃるようだし」

　と京四郎に目をやるので、有紗は驚おどろいて振り返った。

　彼は無表情のまま軽く肩かたをすくめる。

「怪人とすれ違ちがった直後、書生の叫さけびが聞こえて私たちはすぐに部屋に向かっただろう？　その隙すきに怪人役は戻もどってきて、隣となりの部屋に身を潜ひそめたのさ。気を失った緋早子嬢を一時的に隠かくしたのは、おそらくあの物入れだろう。その後、知らん顔をして他ほかの野次馬と一いつ緒しよに駆かけつけてきたふりをした」

「えっ……。でも、隣の部屋だって警察が調べたはずでしょう？　だったらすぐに緋早子さんは見つかったはずじゃ」

「隣りん室しつで盗ぬすみ聞きをした物入れがあっただろう。あの背板は外れるようになっていた。あそこから隙を見て元の部屋に移したんじゃないか？　警察の捜そう索さくはあっただろうが、物入れの中は見てもその下の抽斗ひきだしは見み逃のがしたかもしれない」

　そういえば、あの物入れの下には横に長い抽斗がついていた。一見したところ人が入れそうになかったが、何か細工がされていたのか。

「で、でも、四ノ宮男だん爵しやくは、抜け道はないと仰おつしやったんですよね？」

「黙だまっていたのさ。娘の仕し業わざだとうすうす感じていたから」

　有紗は懸けん命めいに言われた推理を頭の中で繰くり返す。

　だからあの時、四ノ宮男爵は蒼生子に向かってあんな台詞せりふを言ったのだろうか？

「けど、待ってください。元の部屋に移したからって、隠し場所はないでしょう？　まさか、あっちの物入れに？　いつ誰が開けるかもわからないのに」

　あの部屋は警察の見張りがついていたし、いつ何時再さい捜そう査さがされたかわからない。それに当の四ノ宮男爵もいたのだ。彼に緋早子が見つかれば元も子もない。

　蒼生子がくすりと笑った。初めて見せた笑えみだった。

「あなたたちの目の前にいたでしょう？」

「──え？」

「ベッドに眠ねむっていた、あれが緋早子ですわ」

　有紗は目を瞠みはった。

　その答えは予想外すぎた。では四ノ宮男爵も騙だまされていたことになる。まさか彼の目前に〝隠して〟いたとは。

「松小路のお母さまが確かく認にんにいらした時は入れ替わったけれど。わたくしが生き返った時から、あそこにいたのは緋早子だったのよ」

「あ……、息を吹ふき返したのはそういうわけだったんですか……！」

　京四郎が最初に脈をとったのは蒼生子。彼女の心臓は止まっているから、死んだと皆が思いこんだ。けれど途と中ちゆうで緋早子に入れ替わり、彼女は生き返った──。

　双ふた子ご入れ替わり説を唱えてみたりもしたが、それがこんな形で正解していたなんて。

「……あれ？　そうすると、蒼生子さまはどこに隠れていらしたんですか？　やっぱり隠れる場所はないはずだし……。あっ、ひょっとして、この【闇やみ】の中に……？」

　今度は当たっているだろうと身を乗り出したが、蒼生子はあっさり首を振った。

「いいえ。屋根裏にいたわ」

「屋根裏？　でも人の入った痕こん跡せきはなかったって──」

「最初に調べた時は、でしょう？　警察が撤てつ収しゆうしてから上れば痕跡も何もないもの」

　それはそうだ。警官たちの足あし跡あとやら指し紋もんやらがすでに付きまくっているだろうから。

　謎が解けてみれば、なんということはない。有紗は脱だつ力りよくして息をついた。

「それにしたって大だい胆たんだわ。また警察が調べにくるかもしれないのに」

「ええ。その点はどきどきしたわ」

　蒼生子は目を細めた。凄せい絶ぜつな美び貌ぼうだと思っていたのに、そうしているとあどけなく見える。

「屋根裏の窓からこっそり下を見ていたの。みんなが右往左往しているのが、申し訳ないけれどなんだか面おも白しろくて。怪人の扮ふん装そうに使ったマントを落としてみたら、一いつ斉せいに警官が庭になだれ出てきたりして」

「あのマントは蒼生子さまの仕業だったんですか……」

　攪かく乱らんのつもりだったのか、それともただの悪戯いたずらだったのか。どうも彼女の表情を見ると後者のように思える。

「不ふ謹きん慎しんだけれど、ちょっと楽しかった。ううん、すごく、だわ。こんなに楽しかったことってないのじゃないかしら……」

　やれやれと肩を落とす有紗をよそに、蒼生子は夢見るように微笑ほほえんでいる。

「緋早子のことは連れ出してもらえる手て筈はずになっているし、父もこれで懲こりたでしょう。父を唆そそのかした人たちはこの方が取り締しまってくださるそうだし。わたくしもいい思いをさせてもらったわ。だから──もう、思い残すことはないの」

　その言葉に違い和わ感かんを覚え、有紗は顔をあげた。そしてすぐに気がつく。

　彼女の姿は半はん透とう明めいになり、消えかかっていた。

　蒼生子はまっすぐに京四郎を見つめて言った。

「約束よ。わたくしを、この世から消してください」







　思わぬ台詞にも驚き、有紗は息を詰つめて彼女を見つめた。

「消すって……どういうことですか？」

　透すけて向こう側が見えそうだ。着物をまとった身体からだはともかく、顔のあたりは薄うすれてしまっている。

「わたくしに投とう与よされた薬は、定期的に摂せつ取しゆしなければならないようなの。けれど、緋早子を攫さらうまでは薬を渡わたさないと言われたらしくて、近ちか頃ごろは飲んでいなかった。そのせいでこうなっているのだと思うわ」

「そんな……。じゃあ──」

「どのみち消えてしまう。でも、この方はわたくしのような存在を送ってもくださるようだから。双ふた子ごの片割れはやっぱり死んでしまったということにして、幕引きすることができるでしょう」

　彼女は自身の運命をすでに受け入れているようで、取り乱したところはない。京四郎のほうも話がついていたのかただ黙っている。

　だが有紗はとても納なつ得とくできなかった。

「待ってください。蒼生子さまは被ひ害がい者しやですよ。何も悪くないのに、あなたがこんな目に遭あうことはないわ。悪を摘てき発はつして、なんとか助かる方法を探しましょう！」

「いいのよ。運が悪かったと思えば諦あきらめもつくし……」

「だめっ！」

　有紗は狼ろう狽ばいし、必死に蒼生子の両りよう肩かたをつかんだ。

「運が悪かったんじゃない、あなたは犯罪に巻き込まれたの。人の道にはずれたことをしている輩やからを見逃すような言い方しちゃだめよ！」

　なんの罪もないのに、実験台にするためだけに毒を飲まされ、生ける屍しかばねとされてしまった蒼生子。彼女がそんなふうに自身の運命を諦め、一人で消えていくなんてあってはならないことだ。

「悪は裁かれるべき、そして罪なき人は救われるべきなんです！」

　勢いに圧おされてか、蒼生子は目を見開いて有紗を見つめている。

　やがて、少し表情をなごませた。

「……緋早子の言っていたとおりね。情け深くて正義感が強い、気持ちの優やさしい記事を書かれるのだって、あの子、いつも褒ほめていたわ」

「緋早子さんが……わたしのことを？」

　二人の間で会話にのぼることもあったのかと驚いていると、彼女は遠くを見るようなまなざしになった。

「緋早子はいろんな話をしてくれたのよ。女学校でのこと──どんな勉強をしていて、こんな変わった先生がいて、あんな楽しいお友達がいて。もちろん、憧あこがれのお姉さまのことも……」

　と有紗に目を戻し、じっと見つめる。

「あなたのお話が出るたび、緋早子があまりに嬉うれしそうだから、なんだか寂さびしいような気もして気になっていました。緋早子が特定の誰だれかのことばかり話すのは、めったになかったから。あなたに会ってみたいとその時から思っていたのです」

　有紗は黙ったままうなずいた。やはりあの時彼女が見せた鋭するどい表情には、やきもちが隠れていたのだ。

「あの子の話を聞きながら、自分も女学校に通っている気分で楽しんでいたわ。わたくしにとって緋早子は外の世界とをつないでくれる存在だったの。わたくしの知らない出来事や、感情も……たくさん教えてくれたわ」

　そこで彼女は、悪戯っぽいような目つきになった。

「緋早子には好きな人がいるのよ」

「えっ？　男性の方……ということ？」

「そう。本人は気づいていないようだけど、わたくしにはわかる。双子ですもの。この屋や敷しきにはわたくしにだけでなく、その人にも会いに来ていたのだと思うわ」

　楽しげに彼女は言った。

　この屋敷の誰かということは、書生たちの中にお目当ての人がいるのだろうか。意外な話だった。

「緋早子は子し爵しやく家の娘むすめだし、その方とどうにかなるかはまだわからない。けれど可能性がないわけではないわ。未来なんて誰にもわからない。緋早子がその人に飽あきて他ほかの人を好きになってしまうかもしれないし、気持ちに気づいて恋こいをまっとうできるかもしれない。生きてさえいれば、そんなふうに思い描えがくこともできるわ。──でも、わたくしはもう、死んだ人間なの」

　その言葉に撃うち抜ぬかれたような心地ここちがした。有紗は何も言えず蒼生子を見つめた。

「こうして人の世にいて、生きているふりをしているけれど、間ま違ちがった存在なのよ。──そうでしょう？」

　蒼生子に問われた京四郎は無言のままだ。その表情に肯こう定ていが浮うかんでいるのを察し、有紗は二人の間に割って入った。

「待って！　京四郎さん、本当に蒼生子さまを消すつもりなんですか？」

「彼女はそう望んでいるようだな」

　京四郎が無表情に言ったので、思わずぶるりと震ふるえる。

　彼の持つ銃じゆうは特とく殊しゆなものだ。人を撃っても傷つけることはないが、不可思議なものを破は壊かいする力はある。今の蒼生子は生きているのに死んでいるという、不可思議な存在だ。あの銃で撃てば彼女を消すことができるのかもしれない。

（そんなのおかしい！　どうして蒼生子さまが犠ぎ牲せいにならなくちゃいけないの？）

　悔くやしさともどかしさで、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

　蒼生子はおそらく、自分が消えることで緋早子だけでなく父親も救おうとしているのだ。父親の目を覚ますため、そして彼女たちを研究に利用した者たちから遠ざけるため、自分は異形なのだと公おおやけにしたいのではないか？　これまでの言動からしてそんな気がした。

　そして、それらが達成されたあかつきには姿を消す──そういう計画なのではないだろうか。

　何よりもう、生きることに執しゆう着ちやくしていないように思える。本来ならば、緋早子のように花の乙おと女めの年とし頃ごろを満まん喫きつしているはずなのに。

「……あなたが消えたら、緋早子さんはどうなるの？」

　妹を案じていた緋早子の、しゅんとした横顔がよみがえる。有紗は懸けん命めいに蒼生子を見つめた。

「緋早子のことは人に頼たのんでいるわ。だから──」

「そうじゃなくて、緋早子さんの気持ちは？　あなたを心配して、異変の理由がわからないって悩なやみながらも何度も訪ねてきたんでしょう。目を覚ましてあなたが死んだと聞いたら、どう思うか。それは考えていらっしゃるの？」

　蒼生子は虚きよを衝つかれたように口をつぐんだ。

「この一件のこと、緋早子さんは何も知らないんでしょう？　あなただって緋早子さんにさよならも言ってないはず。それで本当にいいの？」

　しばらく間があった。蒼生子は目を伏ふせていた。

「……わたくしの身体がこの世に繫つながっている間に緋早子を助けなければならなかったの。緋早子は悲しむかもしれないけれど、これでいいのよ。緋早子さえ助かればいい。あの子に幸せになってほしいのだもの。死んでいるわたくしのぶんまで……」

「蒼生子さま……」

「たった一人の姉なの。わたくしを大切にして、知らないことをたくさん教えてくれた。だから守りたかったの。けれど、このことで緋早子に恨うらまれるのだとしたら……仕方がないわね」
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　静かで寂さみしげな声だったが、胸に迫せまってくる言葉だった。

　緋早子は妹を想おもい、蒼生子は姉を想い──互たがいに守ろうとしていただけなのだ。

　同じ姉の立場として緋早子に感情移入していた有紗だったが、今の蒼生子の言葉に涙なみだが出そうになった。

　姉の幸せだけを考えている彼女と、以前、弟の玲弥に言われた言葉が重なったのだ。

　幼くて守るべき存在だと思っていた玲弥が、姉である自分を心配し、助けると言ってくれた。頼もしく思うと同時に、これから先も守っていこうと誓ちかったものだった。

　彼女たちも同じなのだ。思い合う姉妹がこんなことで引き裂さかれるなんて許せない。

「……行かないで」

　死者がこの世に留とどまっているのは異常だというのは理解できる。けれど今は納得できなかった。有紗は涙をこらえ、必死に蒼生子を見つめた。

「緋早子さんが教えてくれたことだけじゃない、この世には楽しいことがまだたくさんあるわ。今度はわたしが教えます。一いつ緒しよにやりましょう！　どこにだっておつきあいしますから」

　蒼生子が目を見開く。涙ぐんでいる有紗に驚おどろいたようだった。

「だから……、だから、そんなに早く行かないで……」

　気の利きいた説得の言葉が見つからない。それが悔しかった。

　ただひたすら、彼女に消えてほしくなかった。でも自分にはどうすればいいのかもわからない。無力なのがますます悔しくて、涙がこぼれた。

（助けてあげたい。こんな理り不ふ尽じんなことってないわ。でも、どうしたら……）

　カチッと金具の擦こすれる音が響ひびいた。

　振ふり向いた有紗は、びくりとした。京四郎が蒼生子に向かって銃を構えていたのだ。

　まさか彼女の望み通り消すつもりかと息を吞のむ。だが彼は冷静な顔で蒼生子を見ていた。

「さっきの話の続きだ。私と手を組むつもりがあるか？」

「え……？」

「あるという前提で話そう。こちらの要求は、私が所属する機関の研究に協力してほしいということ。その一点のみだ」

　蒼生子は戸と惑まどったように黙だまっている。

　有紗も、急に話を変えたあげく重要な情報を語り始めた京四郎に驚いていた。彼が機関だのなんだのという話をするのはこれまでなかったのだ。

「もしも君がまだこの世に未練があるというのなら、留まる方法を教えることもできる」

　その言葉に、有紗ははっとした。

「本当ですか、京四郎さん！」

　弾はずんだ声をあげたのを彼はちらりと流し見、また蒼生子を見る。

「君が飲まされたのは魔ま術じゆつ薬の一種だろう。機関でもその手の研究はしているから力になれるはずだ。ただし、生き返るわけではない。その身体からだは死んでいるから。それを理解した上で考えてくれ」

　蒼生子は探さぐるような目をして京四郎を見返した。

「つまり、わたくしを生ける屍しかばねとして研究したいと。その見返りに、この世に留まれるようにしてやるということかしら？」

「そういうことだ。本来なら君の寿じゆ命みようは尽つきていない。その分を楽しみたいのであれば、君には充じゆう分ぶん猶ゆう予よはある」

　有紗ははらはらしながらなりゆきを見守る。京四郎の出した条件は彼女にとっていいものとは決して言えないだろう。それがわかるから何も言えなかった。

（京四郎さんのいる組織は悪い人たちじゃないとは思うけど……でも蒼生子さまにとっては、研究対象になるというのは変わらない……）

　この世に留まってほしいけれど、その研究というのを彼女が苦痛に思うのではと考えると、不用意に促うながすのは躊躇ためらわれた。

「本当にこの世になんの未練もないか。素す直なおな心でもう一度考えてみることだ」

　京四郎が静かに言った。

　有紗は祈いのるように胸を押さえる。

　蒼生子の表情に迷いが浮うかんでいた。運が悪かったと諦あきらめていた彼女の心を、この世に繫ぎ止めているものがやはりあったのだろう。

　決めるのは彼女自身だ。声をかけたいのを堪こらえ、ただ見守るしかない。

　やがて──長い沈ちん黙もくの末、蒼生子が口を開いた。

「……お話を受けます」

「！　蒼生子さま……」

　嬉うれしさと不安半々で声をあげた有紗を、彼女は軽くにらむように見る。

「あなたのせいです。あんなふうに泣きながら唆そそのかして。もう少しだけこの世を謳おう歌かしてみたいと思ってしまったじゃありませんか」

「えっ。そ、唆したつもりはないんですけど」

　そんなふうに聞こえてしまったのかと焦あせっていると、蒼生子はぷいと顔を背そむけた。

「……責任をとってくださる？　いろんな楽しいこと、たくさん教えていただくわ。緋早子も一緒に……」

　その横顔に不器用な感情を見つけて、有紗は笑え顔がおになった。

　最初に広間で見た時と違ちがい、血の通ったような、彼女自身の言葉だと感じた。

「はい。もちろん！」

　彼女に対する研究というのがどういうものかはまだわからない。もし非道なことが行われるのであれば断固抗こう議ぎするし、できるだけ付き添そえるよう頼んでみよう。そう思った。

　二人のやりとりを眺ながめていた京四郎が、両手で銃じゆうを構え直す。

「交こう渉しよう成立だな。こちらを向いてくれ」

「京四郎さん!?　撃うつんですか？」

「弾たまは入れ替かえた。彼女に投とう与よされた薬と似た成分だ。応急処置だよ」

　銃じゆう口こうを向けられた蒼生子が、いくぶん緊きん張ちようした様子で向き直った。

　有紗も心配な思いで見守る。京四郎が噓うそをつくとは思わないが、人が銃を向けられているのを見るのは心臓に悪い。

　ダン！　と発はつ砲ぽう音が響き渡わたる。

　目を瞑つぶった蒼生子が、銃じゆう弾だんを受けて後ろへのけぞった。

「蒼生子さま！」

　倒たおれた彼女に駆かけ寄り、有紗は急いで抱だき起こす。

　顔色は青白く、手も冷たいままだ。けれど、先ほどまで透すけていた肌はだが元通りになっているのを見て、ほっとした。

「では、そろそろ出るか」

　弾を入れ替えながらやってきた京四郎が、おもむろに上に向けて発砲する。

　続けて横へ、前へと連射していくと、派手な音とともに暗くら闇やみの空間が一気にくだけ散った。

　がらがらと破は片へんが崩くずれ落ちていき──。

「あ……」

　気がつくと、元いた部屋の床ゆかに座り込んでいた。

　京四郎が倒れた蒼生子を抱だき上げるのを、有紗はごくりと喉のどを鳴らして見上げる。

（京四郎さんは、いつもこうやって機関のお仕事をしているの？）

　生ける屍となった少女。魔術薬をあみだした研究者。闇やみに閉とざされた異空間。それを打ち砕くだく銃を持った彼──いろんなことがぐるぐると頭の中を回る。

　自分は不思議な世界に足を踏ふみ込んでいるのだと、あらためて実感していた。
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【闇】から抜ぬけ出した時、部屋には、有紗が呼んできた時のまま軍人たちが残っていた。

　京四郎の情報提供と彼らとの提てい携けいにより、蒼生子と緋早子は保護され、その後で四ノ宮男だん爵しやくが確保された。

　部屋に連れてこられた四ノ宮男爵は、居並ぶ面々を見て事態を察したらしく、力なく椅い子すに腰こしを落とした。

「──蒼生子の話したとおりだ」

　軍人たちの尋じん問もんを受けた彼は、抵てい抗こうすることなく認めた。

「娘むすめが息を引き取ったことを、私は受け入れることができなかった。自分が殺してしまったと凄すさまじい自責の念でおかしくなりそうだった。どんなことをしてでもこの世に引き戻もどしたい、その一心で、あらゆる方法を探した。闇世界にも足を踏み入れた……」

「そこで、蘇そ生せい術を研究する者に出会った、と」

「そうだ。渡された薬を投与してみると、蒼生子は本当に生き返った」

　四ノ宮男爵が、膝ひざの上で組んだ両手を震ふるわせる。

「唯ゆい一いつの望みが叶かなったんだ。だから私は、自分のしたことを後悔していない」

　弱々しい声こわ音ねだが、決然とした口調だった。

　緋早子の眠ねむるベッドに腰こし掛かけた蒼生子は、そんな父親を黙って見つめている。自分のために道を踏み外した父を憐あわれんでいるような、どこか寂さみしげな目だった。

　悪びれない男爵を、尋問していた軍人は難しい顔で見たが、やがて部下に合図をした。

「続きは本部で聞かせていただこう。──行くぞ」

　軍人たちに両側から腕うでをとられ、男爵が立ち上がる。

　部屋の隅すみでなりゆきを見守っていた有紗は、複雑な気持ちで彼の背中を見送った。

（四ノ宮男爵は悪事に手を染めようと思っていたわけじゃない。娘を助けたいだけだったのに……）

　彼はどんな罪に問われるのだろう。また蒼生子のもとに戻ってこられるのだろうか。

　娘を実験台にしたのかと憤いきどおったこともあったが、今は責める気にはなれなかった。

「──一つだけ聞かせていただけますか」

　隣となりで黙っていた京四郎が、ふいに口を開いた。

「あなたにその薬を渡したのは、どんな人間でしたか？」

　男爵が振ふり返り、軽く首を振る。

「残念だが素す姓じようは知らない。私が蘇生術を探しているとどこかで聞きつけて、ここへ訪ねてきたんだ。見知らぬ男だった。それ以降は会っていない」

「会っていない？　しかし、蒼生子嬢じようへの投薬は複数回行われたのでは」

「初めにまとまった量を渡されていたんだ。それが切れた頃ころ、その男の使いだという別の男が持ってきた」

　その言葉に、将校が舌打ちした。

「魔ま術じゆつ薬を何度も使ったせいで土地がひずんだか。それで【闇】が生まれたんだな」

（【闇】……）

　有紗は耳ざとく聞きつけ、心の手帳にそれを書き込む。

　京四郎とともに囚とらわれたあの異空間は、魔術のせいで生まれると彼も言っていた。将校はここに【闇】があることを承知、あるいは予想していたようだし、軍は【闇】の在り処かを探しているということだろうか？

「何か特とく徴ちようはありませんでしたか」

　京四郎の問いに、四ノ宮男爵はしばし考え込む。隠かくしているわけではなく本当に心当たりがないようで、何度も首をひねった。

「まだ若い男だった、としか……。名前も名乗らなかったし、服装もマントで隠れていたから……。ああ、そういえば」

「なんです？」

「よく意味がわからなかったのだが。──『桜の書』を探していると言っていた」

　瞬しゆん間かん、室内に緊張が走はしった。

　京四郎も、軍人たちも、驚おどろいた顔で息を吞のんでいる。ただごとでない反応に気づき、有紗は瞬またたいて彼らを見た。

（桜の書？　書物の名前みたいだけど……）

　京四郎たちの表情からして有名なもののようだ。それも、悪い意味で。

　将校がまた舌打ちする。苛いら立だっているというより緊きん迫ぱくしているようだった。

「面めん倒どうなことになってきたな。本部へ連行急ぐぞ。大たい佐さにも連れん絡らくしろ」

「はっ！」

　急に軍人たちの動きが慌あわただしくなった。有紗は戸と惑まどいながら見ていたが、ふと何かが引っかかり、考え込んだ。

（……あれ？　桜の書って……）

　どこかで聞いたか──もしくは見たことがあったような気がする。

「他ほかに何か思い出せませんか。なんでも結構です」

　京四郎の呼びかけに、部屋を出て行きかけていた四ノ宮男爵が振り向いた。

　しばし沈ちん黙もくの末、彼は思いだしたように口を開いた。

「そうだ……詰つめ襟えりの襟元に銀のピンが光っていた。細い……三日月のような形の」

　一いつ瞬しゆん間があった。

　京四郎が平へい淡たんな声で返す。

「……そうですか。どうも」

　それが合図だったように、四ノ宮男爵は軍人たちとともに部屋を出て行った。

　残った将校が京四郎を一いち瞥べつする。

「男爵は我々の管かん轄かつ下に置く。いいな？」

「彼女たちは？」

「大佐の判断を仰あおぐ。それまでは松小路家で預かってもらうとしよう。無論見張りはつけさせてもらうが」

　小声で話している彼らが気になり、有紗は耳を澄すましていたが、ふいに脳のう裏りによみがえった光景に思わず口を押さえた。

　引っかかっていたものの正体がわかったのだ。

（そうだわ！　桜の書って、お父さまの工こう房ぼうにあった本だわ！）

　ようやく思いだした。工房の様子がいつもと違ちがうと気になっていたのは、あれがなくなっていたからなのだ。

　古ぼけた冊子だった。表紙は無地で、他の本と比べて異質だったので、不思議に思って父に訊きいてみたことがある。

　桜の書というんだよ、と父は教えてくれた。

『秘伝の術が書いてあるんだ。有紗が大人になったら譲ゆずるつもりでいる』

　だから今は見てはいけないよ──そう真しん剣けんな顔で言っていた。

　薬を合わせるための手順などが書かれたものだろうと、その時は思っていたが──。

（でも、魔術薬というのを研究している人が探しているのよね？　一体どういう関係があるのかしら。うちはごく普ふ通つうの薬種屋なのに）

　とにかくこれは一大事だ。京四郎に報告したほうがいいだろう。

　会話が済んだのか、将校が蒼生子に待機を命じて退室していく。

　彼の気配が消えるのを待ってから、有紗はいてもたってもいられず京四郎を廊ろう下かへと連れ出した。なんとなく蒼生子や他の軍人には聞かれないほうがいい気がしたのだ。

「おい、何事だ」

　不ふ審しんそうに振り返ろうとする京四郎の背中をぐいぐい押しながら、有紗は懸けん命めいに声を抑おさえて訴うつたえた。

「大きな声じゃ言えませんけど……、さっき話に出てきた『桜の書』って、わたしの家にあるんですっ」

　突とつ然ぜん渦か中ちゆうに自分が立たされたことで高こう揚ようしてしまう。このことを報告したら京四郎の仕事に有利になるのではと思うと嬉うれしくもあった。やっと助手として役に立つ時がきたのだ。

「あ、でも、今はないんです。工房にあったんですけど、父が持って行ったんじゃないかしら。なくなってるのに最近気がついて──」

　京四郎が振り向いた。

　視界が暗くなる。彼の手に目を覆おおわれたのだと気づいた時、ぷつんと意識が途と切ぎれた。
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　力が抜ぬけて傾かしいだ身体からだを抱だきとめ、京四郎は小さく息をつく。

　顔をうつむけた有紗は目を閉じていて、完全に気を失ったようだ。

　目をきらめかせながら打ち明けてきた彼女の表情を思い、罪悪感がこみあげる。

　暗示をかけて強制的に記き憶おくを奪うばうのも、これが初めてではない。

　彼女が知ったら傷つくだろう。それでも、むざむざ危険な情報を報しらせたくなかったのだ。

　助手として最低限のことは教えてほしいと涙なみだを浮うかべていた。あの時、自分の対応を省かえりみて善処しようと思ったはずだった。

　だが、この件については話が別だ。

　十年も遠くから見守ってきた。彼女が幸せな一生をまっとうするためなら、これで恨うらまれても構わない。

　眠ねむり込む彼女の頰ほおにかかった髪かみをすくい、そっとそれに顔を寄せた。

「許してくれ……有紗」

　唇くちびるで触ふれる代わりに、まぶたに謝罪の言葉を落とす。

　あの夜、最後に見たのも寝ね顔がおだった。今はもう年とし頃ごろの愛らしい女性になってしまったが、こうしていると懐なつかしさがこみあげてくる。

（しかし、寝顔は変わらないな）

　眠る彼女を抱き上げる。早く休ませてやりたいと思っていたのだ。無理に指輪の力を使って消しよう耗もうしているだろうに、蒼生子の説得に必死になって、身体の負担に気づいていないようだったから。

　すやすやと寝ね息いきを立てるのを見下ろし、思わず苦く笑しようがこぼれる。

「……重くなったな」
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　昔は羽を抱かかえているように小さくて軽かったのに。こんなところで過ぎ去った時間を実感するとは──。

「！」

　ちりっとした痛みが、肘ひじのあたりから肩かたまで一気に駆かけ上がった。

　確かく認にんせずとも痣あざが増えたのがわかった。京四郎は顔をしかめ、むすりとしてつぶやく。

「悪口じゃないんだが……」

　大きくなった、成長したと褒ほめたつもりだったのに。

　──どうやら指輪は、乙おと女め心ごころの味方のようだ。

　螺ら旋せん階段へ向かおうとした時、当のそこから伏見が姿を現した。

　こちらを見た彼が、謎なぞめいた笑えみを浮かべる。

「おや。少し遅おそかったようですね」

　軍人の動きを察知して、嗅かぎつけてきたのだろう。

　京四郎は有紗を抱え直し、彼の傍そばを通り過ぎた。

「……早すぎですよ」

　すれ違いざまにそれだけ言って、階段を下りる。

　彼のせいで寝顔をゆっくり見られなくなったことへの、せめてもの抗こう議ぎだった。







　第五幕　乙おと女めを取り巻く秘密







　夢の中で、小さな女の子がはしゃいでいた。

　さらさらの髪を肩のあたりで切りそろえ、緋ひ色いろの格こう子しの着物を着た彼女の傍には、学生服姿の少年がいる。玲弥と同じくらい──十四、五歳だろうか。

　卓袱ちやぶ台だいに本を開いた少年の隣となりで、女の子が頰を上気させている。

「おにいちゃん、おべんきょうなの？　ありさもやる！」

（──ありさ？）

　自分と同じ名前が出てきて有紗は目を丸くした。

（あの子は……誰だれ？）

　少年はまとわりつく女の子を一瞥もせず読書を始めた。

「おまえは向こうで饅まん頭じゆうでも食べてろ」

「ええー！　ありさだってがんばるのにぃ」

　口を尖とがらせた女の子は、はたと何か名案を思いついたようだ。

　少年の腕うでの下からもそもそともぐりこみ、彼のあぐらをかいた膝ひざに陣じん取どると、うかがうようにちらっと振ふり向いて少年を見上げる。

　彼は何も言わずに女の子の頭に顎あごを乗せ、そのまま読書を続けた。口では冷たいことを言っているが邪じや険けんにしているわけではないらしい。

「これ、なんて読むの？」

　特等席を確保した女の子はご満まん悦えつで、小さな指で開いたページをさす。

「読めないだろ。日本語じゃない」

「むつかしいおべんきょうなの？」

「まあな。お転てん婆ば姫ひめ様さまを守るためにいろいろ覚えなきゃならないんだ」

「ありさのため？」

「そうだよ」

　彼女は黙だまり込み、神しん妙みような様子で振り返った。

「ありさはね、おべんきょうしてくれるより、ずっといっしょにいてくれるほうがいいの」

「……」

「どうしておにいちゃんは、どこかにいっちゃうの？　ずっとおうちにいないの？」

　少年は黙っている。

　有紗はなぜか、胸がしぼられるように切なくなった。

　まるであの女の子の気持ちが乗り移ったように、少年を見つめてしまう。

　どこにも行かないで。置いていかないで。いらないなんて言わないで。──彼女の代わりにそんなふうに訴うつたえたくなる。

「……大人になったら迎むかえにきてやるから。それまで少し我が慢まんしろ」

　なだめるように言った少年を、女の子は心細そうに見上げている。

「おとなって、いつなれるの？　何回おねんねしたらなれる？」

「さあ……百回くらいじゃないか」

「百って、十のつぎ？」

「十のずっと先だ」

「ずっと……？」

　考えた末、答えが出たのだろう。彼女がぱっと目を輝かがやかせる。

「じゃあ、はやくおとなになるように、おねんねする！」

「おい、ここで寝ねるな」

　少年の膝の上で丸くなり、女の子はにこにこしながら彼の懐ふところに入り込んで目を閉じた。

　少年が困ったようにため息をつく。

「風邪かぜひくぞ。有紗──」

　ここが自分の居場所で、定位置なのだ。

　それが永遠に変わらないと無心に信じている顔で、女の子はすやすやと眠っている──。
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　優やさしい誰かの掌てのひらが頭を撫なでている。

　そんな錯さつ覚かくを覚えながら、ふと有紗は目を覚ました。

　ぼんやりと目線をめぐらせ、身体からだを起こす。

　狭せまいと思ったら、横になっていたのは車の後部座席だった。羽う毛もうが裏打ちされたマントが身体にかけられており、枕まくら代わりなのか頭には黒い服があてがってある。

（車の中……？　でも、どうしてこんなところに……）

　寝ぼけたまま顔をあげると──ミラー越ごしに京四郎と目が合った。

「やっと起きたか、眠り姫」

「ひゃあっ!?」

　有紗は飛び上がった。

　びっくりしたのと寝顔を見られて恥はずかしいのとで赤面しながら、あたふたと髪を整える。寝ね起おきのせいだからか状じよう況きようがよくつかめない。

「ど、どうしてわたし、こんなことにっ」

　運転席でドアに片かた肘ひじをついた京四郎は、退たい屈くつそうな顔で本を開いている。

「お嬢じよう様さまが突とつ然ぜんお眠ねむりになったので運んでさしあげたんだ」

「えっ。そんな、いつのまに寝ちゃったのかしら……。あの、それで、ここはどこですか？」

「君の家の前だよ」

　あっさり言われ、仰ぎよう天てんして外を見る。見慣れた我が家の門がすぐ目の前にあった。

「送ってくださったんですね、ありがとうございます！　でも、それなら早く起こしてくださったらよかったのに」

「あまりにも爆ばく睡すいしていたから、起こすのが忍しのびなくてね」

　う、と有紗は言葉に詰つまった。それで本を読みながら時間をつぶしていてくれたのか。

「すみませんでした。貴重なお時間を……」

　慌あわてて頭をさげたが、その拍ひよう子しに自分が手にしているものが目に入った。枕代わりの黒い服──背広だ。

　どうして、と思いながら顔をあげてみて、京四郎が上着を着ていないのに気づいた。

「寒い」

「ひぃっ、ごめんなさい！　ありがとうございましたっ！」

　無表情につぶやく彼に大おお慌あわてで背広とマントを差し出す。この季節に防寒着を丸ごと借りてしまうなんて、とんだ非道なことをしてしまった。

　京四郎は背広を羽織り、本を閉じて横に置いた。

「……相変わらずよく寝るな」

「えっ？」

　ぼそっとしたつぶやきが聞き取れず、身を乗り出してみたが、彼はそれには答えなかった。とんとん、と右の手首を指で叩たたき、ちらりと振り返る。

「君を担かついだ拍子に痣あざが増えた。罵ののしってくれないか？」

「？　あっ、首まで伸のびてる！」

　彼の首筋に黒い鎖くさりの痣が見えている。ここまで伸びるなんて一体何をしでかしたというのか。

　不思議に思って見つめた有紗は、はっと目を見開いた。

「もしかして……運んだって、まさか米俵みたいに担いでですか!?」

　先日そのような脅おどし文句を受けたのを思いだして問い詰めると、彼は軽く息をついて目を閉じた。

「感かん触しよくとしては米俵二つぶんくらいだったかな」

「なっ！　いくらなんでもひどすぎです！　嫁よめ入いり前の娘むすめをそんなふうに担ぐなんて……！　わたしは荷物じゃないんですよ!?　というかそんなに重くありませんからっ！」

「ああ、失言だった。また増えてしまった」

「当たり前ですよ！　もうっ、全然反省してないでしょう。どうしてそんなに腹黒いんですかっ。やっぱり京四郎さんは乙おと女めの敵です！」

　知らん顔で罵ば声せいを聞き流していた京四郎が、ゆっくりと座席にもたれこんだ。

「冗じよう談だんだよ。実際には壊こわれ物のように大切に運んで差し上げた」

「……本当ですか？」

　疑いのまなざしを向ける有紗を、彼は軽く振り返る。

「再現してやろうか？　ここで」

「えっ？　いえいえ、結構ですッ」

　両の掌を上に向けて抱かかえるような仕草をされ、有紗はぶんぶんと頭かぶりを振った。

　少し経たってからじわじわと顔が熱くなる。

（本当はそういうふうに運んでくださったの？）

　俵のように運ばれるのは乙女への態度として論外だが、それはそれで恥ずかしい気がする。

　今の発言は事実のようだと判断し、有紗は赤面したのを隠かくすように頭を下げた。

「運んでくださって、ありがとうございました。……でも、どうして急に眠っちゃったんでしょう。途と中ちゆうから覚えていないんです」

「疲つかれていたんだろ。無理に指輪の力を使ったから」

　京四郎が前へ視線をやったまま答える。

　それについては気まずいやりとりがあったのを思いだし、有紗は口をつぐんだ。

　あの時、彼に厳しい口調で叱しかられた。驚おどろいたし、怯ひるんだけれど、反発も感じていた。

「……京四郎さんは、くだらないことで使うなと仰おつしやいましたけど、わたしはくだらないとは思っていませんから。心配させたことも怒おこってるんですからね」

　膝ひざの上で握った拳こぶしを見つめながら、ぼそぼそと主張する。

　彼のほうだって心配してくれたのだとわかっているが、一方的な関係になるのは嫌いやだった。

「わたしは助手なんですよね？　京四郎さんに庇ひ護ごされて養われてるわけじゃないんですもの。ちゃんとお役に立ちたいです。危ない時は、来るなと言われれば無理には行きません。だから……」

　言いながらだんだん自信がなくなってきた。

　どうせ役に立たないくせにと言われれば、そこで自分はお役やく御ご免めんになってしまう。そうなれば彼と一いつ緒しよにいられる理由もなくなるのだ。

（それは嫌……京四郎さんのことまだ何も知らないのに）

　もしかしたら、ここでお別れになるかもしれない。そう思ってうろたえていると。

「事情も話さずに君を連れ回していたのは反省している。悪かった」

　意外な返しがきて、驚いて顔をあげる。前を向いていた彼とミラー越しに目が合った。

「君の安全のためにあまり詳くわしい話はできないが、事によっては教えられる場合もある。何が知りたい？」

　有紗はぽかんとしていたが、彼が問いを待っているのに気づくと、急いで考え込んだ。

　知りたいことは山のようにある。けれども好こう奇き心しんをむき出しにはできない。助手として役に立ちたいと訴うつたえた以上、そこから出過ぎないことが有紗の矜きよう持じだった。

「ええと……、そもそも今回、京四郎さんが四ノ宮男だん爵しやく邸ていに行かれたのは、男爵を逮たい捕ほするためだったんですか？」

　おずおずとした問いに、彼は軽く首を振ふる。

「初めは男爵の仕し業わざかどうか確定していなかった。あの近辺に【闇やみ】が生まれているようだと報告があったから、それを生み出した人間を捜さがしていたんだ」

「【闇】って、いわゆる魔ま術じゆつを使ったせいで生まれるって仰ってましたよね。他ほかにもそういう場所があるんですか？」

「ここ最近は特に増えている。魔術とは西洋から入ってきた、いわば異質なものなんだ。それが乱発されると、日本古来の神しん道とうで作られた場所にひずみが生じる。この頃ごろでは魔術がひそかに普ふ及きゆうしてきて扱あつかえる者が増えたから、【闇】もそのぶん数を増していてね。取り締しまらなければ土地が汚お染せんされるだけでなく人にも害を及およぼすようになる。被ひ害がいが拡大してきて国も対策に乗り出したんだ」

「じゃあ……それを取り締まるのが、京四郎さんのお仕事？」

「そういうことになるな」

「あの銃じゆうはそのための道具なんですね？　だから人を撃うっても血が出ないし、【闇】を壊すことができる……」

　やっと納なつ得とくした思いでため息をつく。相変わらず自分の知らなかったことばかりですぐには信じられないが、何も聞かされていなかった時よりは冷静になっていた。

「でも、西洋から入ってきた魔術って、今の日本で便利に使われているものなんでしょう？　電気とか、他にもいろいろ……。それを使ったら【闇】が生まれるのなら、危険じゃないんですか？　それを承知で政府は普及させているということ？」

「魔術にも種類がある。科学という名のそれらは正規のものだ。取り締まりの対象は不正に生み出されたもの──早い話が人に害をなすものだけだよ。今のところ君の周囲には存在しないから怖がらなくていい」

「それって、いわゆる……結社とかの人たちが使っている術のことですか？　魔術に反対してるのに魔術を使うなんて変だと思ってましたけど……」

「魔術を排はい除じよするためにあらたな魔術を生み出していれば世話はないな」

　しらけた目つきで京四郎がぼやく。矛む盾じゆんした行こう為いを繰くり返す者たちに手を焼かされているようだった。

　有紗は気になって彼を見つめた。魔術というのが具体的にどんなものなのかまだわからないが、人じん智ちを超こえたものであることと、罪もない人を巻き添ぞえにするのに躊躇ためらいを持たない輩やからが存在しているのは知っている。

「……危険なお仕事なんですよね？」

　座席にもたれた彼に、確かめるように身を乗り出す。

「ふん。心配してくれるのか」

「鼻で笑わないでくださいっ。……そんなの、当たり前でしょう。もし何かあったら……」

　京四郎がゆっくり振り向いた。

　からかわれるかと思いきや、その視線は意外に優やさしかった。

「そんな『もしも』はありえないから、安心しなさい」

　ぶっきらぼうだが自信に満ちた答え。

　本当にそうなのだろうとすんなり自分の中に落ちてきて、有紗はこくりとうなずいた。

　人々を守るために未知の力と闘たたかっている彼を、精せい一いつ杯ぱい支えよう。そう思った。

「でも、どうして急にいろいろ教える気になったんですか？」

　ふと不思議に思って訊きくと、彼は、おもむろに手を伸ばしてきた。

（……え？）

　きょとんとしている間に、指が頰ほおに触ふれ、すぐに離はなれていく。

　目を瞠みはったまま固まった有紗に、彼はじっと視線を注いだ。

「助手に愛あい想そをつかされたら困るからさ」

「……」

　髪かみを除よけてくれたのだ。それに気づくと同時に、あっさりそんなことをされて有紗は動どう揺ようしてしまった。

　いつもそっけないのにどうして急にそんな優しいことをするのか。しかも完かん璧ぺきな無表情で。

「きょ……京四郎さんは、やっぱり意地悪ですね！」

　赤面しながら叫さけんだ有紗を、彼は訝いぶかしげに見た。

「指輪の契けい約やくがあるんですから、離れられるわけないでしょう！　わたしのことを冷血女みたいに言って！　京四郎さんのいけず、極ごく悪あく非道っ！　女たらしの軽けい薄はく人間！」

　いきなり罵声を浴びせられた京四郎は、大して応こたえた様子もなくため息をつく。

「やれやれ。小こ憎にくらしいことを言われても頰をつねってやることもできない。不便な契約だな」

「そんなことするつもりだったんですか？　ひどい！」

「ひどいのは君だろ。誰だれが女たらしの軽薄人間だ」

「だってそうでしょう。乙女に向かって不意打ちで顔を触さわるなんて……！　び、びっくりしたじゃありませんかっ」

　そこで彼はようやく有紗の赤面のわけに気づいたらしい。軽く眉まゆをひそめ、前へと向き直る。

「ふん。子どもが一丁前に何を動揺してる」

「子どもじゃないからです！　だいたい京四郎さんは……」

　抗こう議ぎしようと身を乗り出した時、門から誰かが出てくるのが見えた。

　ぎょっとして有紗は声を吞のむ。

（──お母さま！）

　門前を掃はき掃そう除じするらしく、母の小夜子が箒ほうきを手にして歩いてきたのだ。停とまった車を不思議そうに見て、中の人ひと影かげに気づいたのか目を丸くした。

（ど……どうしよう！　とんでもないところを見つかっちゃった！）

　知らない人の車で送ってもらっただけでなく、それが若い男性で、しかも二人きりで乗っているのだ。今日は下級生と一緒に出かけると言ってきたのに──それ自体は噓うそではなかったが──こんな現場を押さえられては、言い訳しても信じてもらえそうにない。

　青ざめている有紗と、近寄ってきた小夜子を見て、京四郎も事態を察したらしい。ドアを開けて外へ出ていくので、有紗も慌あわてて追った。

「有紗ちゃん……？」

　紺こんの縦たて縞じまの着物に白い前まえ掛かけをした小夜子が、車から出てきた二人を興きよう味み津しん々しんという顔で交こう互ごに見ている。

「お母さま、あの、これはね──」

「初めまして。烏丸と申します」

　言い繕つくろおうとする有紗を遮さえぎり、京四郎が挨あい拶さつする。まあ、と小夜子が口もとに手をやった。

「烏丸さまって、先日この子がお世話になった……あの烏丸さまですの？」

「はい。今日は出先で偶ぐう然ぜんお会いしたので、お送りしました」

「まあ、それは……。ご迷めい惑わくをおかけいたしまして、恐きよう縮しゆくでございます」

「いえ。先日の件も何かのご縁えんです。できることがあればお手伝いしたいと思っています」

　いつも空気の読めない発言ばかりするのに、なぜかすらすらと噓をついている。有紗は啞あ然ぜんとして彼を見上げるしかない。

「それで、車中お嬢じようさんとも話したのですが。なんでも女学校では毎年級長を務めるほど優ゆう秀しゆうで、勉強熱心だとか。我が家の図書室でよければ、休日などに勉学の場として提供しようと思いますが、いかがでしょう」

（ええっ!?）

　そんな話は初耳だ。車の中で話した覚えもない。

　なぜ急にそんなでたらめを言い出すのかと困こん惑わくしたが、はたと気がついた。

（わたしが日曜に出かけやすくするために、口実を作ってくださってるの？）

　休みの日に賃仕事をするなんて言えば母にも弟たちにも心配をかけるし、反対されるだろうと思い、これまでは言えずにいた。そのせいで毎週家を出るのにかなり苦心していた。

　けれどもこういう理由があれば出かけるのがたやすくなるだろう。彼がこんなふうに話をつけてくれるのは意外だったが──。

　小夜子は突とつ然ぜんの申し出に戸と惑まどった様子だが、京四郎を見つめる瞳ひとみには好感が浮うかんでいる。

「それは大変ありがたいお話ですけれど……。ご迷惑ではございませんかしら」

「熱心な学生の力になれるのなら本ほん望もうです。お気き遣づかいなく」

　京四郎の誠実そうな態度に、小夜子は感激したようだ。深々と頭をさげ、娘むすめをよろしくお願いしますと感謝を述べると、笑え顔がおで促うながした。

「荒あばら屋ですが、よろしければお上がりください。お夕飯をご用意いたしますから」

「お、お母さま」

「いいじゃないの。このまま帰っていただくなんて失礼よ。──さあ、烏丸さま、どうぞ。せめてものお礼をさせていただきますわ」

　嬉うれしそうにうきうきしながら、小夜子は京四郎の手を引かんばかりに家の中へ入っていってしまった。

（こ、こんなことになるなんて……）

　一人取り残された有紗は、思いがけないなりゆきに呆ぼう然ぜんとしながら、ふらふらと玄げん関かんをくぐったのだった。







　せめてものお礼と言っても、普ふ段だんの食事すら事欠く我が家が、侯こう爵しやく家の御おん曹ぞう司しをどうやってもてなせばいいのか。

　台所に立った有紗は、食料を確かく認にんしながら、ああでもないこうでもないと考えていた。

（お芋いもが少しと、野菜しかない……。どうしよう、これじゃ満足してもらえないわ）

　座ざ敷しきで待つ京四郎には、とりあえず慧一郎におみやげでもらった紅茶を出している。下の弟たちは突然の訪問者に興味津々のようで、何事かちょっかいをかけては、玲弥にたしなめられて引き下がるというのを先ほどから繰くり返していた。

「有紗ちゃん。お隣となりから鶏とり肉にくをわけてもらってきたわ」

　勝手口から入ってきた小夜子に、有紗はほっとして笑みを返した。

「よかった。なんとか主菜だけは恰かつ好こうがつきそう」

「卵もいただいたから、今夜はごちそうね」

　調理台にあらたな食材が並ぶ。いつもなら胸がはずむ光景だが、今はなんだか申し訳なかった。

「お母さま、ごめんなさい。急にこんな……その、お客様を連れてきたりして」

「何を言うの。有紗ちゃんがお世話になった方ですもの、おもてなしするのは当たり前でしょう。お口に合うように、心をこめて作らないとね」

　肩かたを抱だいて微笑ほほえんだ母に、有紗は神しん妙みようにうなずいた。

「じゃあ、今夜はわたしが作るわ」

　思えば、目に見える形で京四郎に礼をしたことはまだなかった。考えてみればいい機会だ。

　それがいい、というようにうなずき、小夜子が前掛けをはずす。

「お母さまも手伝うけれど、少しの間、任せてもいいかしら。烏丸さまがね、工こう房ぼうを見学したいと仰おつしやってるの。ご案内してくるわね」

「そうなの？　わたしは大だい丈じよう夫ぶだけど……」

　そんなところに興味があったのかと意外だった。彼が見ても面おも白しろいものはないはずだが。

　ふふっと笑って小夜子が顔を寄せてくる。

「あの方、なかなか素す敵てきね。有紗ちゃんとお似合いよ」

「!?　お母さま！」

「わたくしは自由恋れん愛あい推進派ですからね。乙おと女めの恋こいは罪じゃなくて浪ろ漫まん。躊躇ためらいは無用よ」

　楽しげに言って出ていく母を、有紗は顔を引きつらせて見送る。

（勘かん違ちがいされてる……！）

　どうりで、張り切って京四郎を家にあげたわけだ。

　自由恋愛の末に結けつ婚こんした先進的な母は、娘の恋こい路じを応おう援えんする気満々なのだろう。

（大方、別べつ荘そうでの一件がきっかけで仲が深まったとか、盛大な妄もう想そうが広がってるに違ちがいないわ。お母さまって現げん役えき乙女だもの……）

　どうやって誤解を解こうかと頭を悩なやませながら、有紗はため息まじりに夕飯の支し度たくに取りかかったのだった。
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　母おも屋やを出て、小さな庭の飛び石を進むと、茅かや葺ぶきの古びた建物があった。

　鍵かぎのかかっていない引き戸を開け、京四郎は中へ足を踏ふみ入れる。

　入り口の脇わきにある大きな蠟ろう燭そくに火をつけ、ランプにも火を移した。暗かった室内がほんのりと灯あかりに浮かび上がる。

　大人が三人も入れば窮きゆう屈くつになるであろう、小さな部屋。奥には壁かべ一面に小こ抽斗ひきだしのついた木造の簞たん笥すがあり、他ほかの壁は加工しかけの薬草や器具が下げられている。雑然として見えないのは、作業台に余計なものが出ていないのと、塵ちり一つないくらいに拭ふき上げられているせいだろう。

　ランプの灯りを掲かかげ、京四郎は室内をゆっくりと見回す。

　この工房の主あるじである一乗寺孝介は、半年前に忽こつ然ぜんと姿を消した。

　何かよからぬことに巻き込まれたのではというのが機関の見解だった。京四郎も個人的に情報を追っているが、まだ何もつかめていない。

　──かた、と背後で音がした。

　振ふり返ると、小夜子が同じように蠟燭からランプに火を移しているところだった。

「何か面白いものは見つかりました？」

　微笑んだ彼女に、京四郎は首を振る。

「いえ。何も」

「そうでしょうね。もう何度も見ていらっしゃるものね」

　見み飽あきたでしょう、と笑った彼女は、先ほどの態度が噓うそのように親しげな口調になっている。

　有紗の手前、初対面を装よそおった二人だが、実は十年以上も前からの知り合いだった。

「さっきはびっくりしました。まさか家の前にいらしてるなんて思わなかったわ。へたなお芝しば居いをしてごめんなさいね」

「こちらこそ。むしろ見つけていただいてよかった。そろそろごまかすのも難しくなっていたでしょうから」

「お休みの日にも面めん倒どうを見てくださってるなんて、お仕事の邪じや魔まになっていないかしら」

　気にしたように眉まゆをひそめるので、きっぱりと答えた。

「私が自分で決めたことです。邪魔も何もありません」

　この十年、遠くから見守ってきた。孝介が消えた半年前からは、有紗に何かあった時のため、より自由のきく身でいようと軍の一線から退いた。本人と接せつ触しよくしないよう距きよ離りを保ち、こちらの存在に気づかれぬように注意を払はらいながら。

　それが一変したのは、あの青ヶ台の事件がきっかけだった。

　伯父おじたちに無理難題を言われて苦労しているのを知らなかった自分にも腹が立ったし、なりゆきとはいえ裏世界に足を踏み入れた彼女を放置しておくわけにはいかないと、心を決めたのだ。

　有紗もそうだが、孝介も小夜子もこちらが金銭的援えん助じよをするのを好まない。裕ゆう福ふくでなくても幸せな一家に思えたから、無理に押しつけることはしてこなかった。その分、有紗を守ることに努めよう、と。

「顔を合わせることになったのも運命でしょう。これからはできるかぎり傍そばで見守ります」

　指輪の契けい約やくが結ばれてしまったのは大きな誤算だったが、ある意味よかったのかもしれない。彼女なら指輪を悪用することはありえないだろうから。

　小夜子がほっとしたように表情をくずし、それから少し寂さみしげにため息をつく。

「でも──あの子、完全に京四郎さんのことを忘れていますのね。覚えていたら、この状じよう況きように大喜びしたでしょうに」

　京四郎は母屋のほうを一いち瞥べつした。

　それについては悔くいはない。ただ昔を思うと懐なつかしい気がするだけだ。

「私がいないと何もできないのではと思っていましたが、しっかり育ったようで安心しましたよ」

「ふふ。あの子、京四郎さんにいつもべったりでしたものね」

　小夜子は楽しげに笑ったが、ゆっくりと目を伏ふせた。

「……本当は今でも、無意識に寂さびしいのだと思います。馨さんや慧一郎さんに懐いているのは、あなたの面おも影かげを追っているのではないかしら。そう思ったら不ふ憫びんというか……なんだかいじらしくて」

　その言葉に、京四郎はふと考え込む。

　しっかりしているようでいて時折見せる心細げな顔を思いだした。

　今の自分は彼らのように有紗を慈いつくしんでやることはできない。せいぜい憎にくまれ口のはけ口にしてもらえればそれで充じゆう分ぶんだ。

「心の支えになれる人が傍にいてよかった。私にはできない役目ですから」

「京四郎さん」

　たまりかねたように小夜子が遮さえぎる。切れ長の目がじっと訴うつたえかけてきた。

「あの子に……有紗ちゃんに、記き憶おくを戻もどしてあげることはできませんの？　その上で名乗ってあげたら、あの子どんなに喜ぶか。あなた以上に支えにしている人はいなかったのですもの。なのに忘れたままなんて──あなただってつらいでしょう？」

「私は構いません。記憶を戻すつもりはありませんよ」

　京四郎は即そく答とうした。

　彼女の心を守るため、そして身の安全のために、あの夜に決めたのだ。

「忘れたままでいるべきです。……殺されかけたことなど、思い出さないほうがいい」

「……」

「……失礼。庭のほうを見せていただきます」

　黙だまり込んだ小夜子を残し、ランプを消して工房を出る。

　彼女の親心もわかるが、これだけは譲ゆずれなかった。

　かつて稀き代たいの魔ま術じゆつ師しと呼ばれた男が残した秘伝書、桜の書。それを持って孝介が消えた。

　事態がどう動くかわからない以上、不用意に有紗に過去を取り戻させたくない。

　母屋の反対側には畑が広がっている。以前は一面の薬草畑だったが、今それらには覆おおいがかけられ、大部分は野菜が植えられているようだ。

　なんとなく足を止めて眺ながめていると、母屋の玄げん関かんのほうから玲弥が歩いてきた。

　こちらに気づいた彼は、はっとした様子で立ち止まったが、すぐに近づいてきた。

　夕暮れの薄うす闇やみの中でも、彼が非友好的な表情でいるのはよくわかった。

「──少しお話をさせていただけますか？　烏丸様」

　硬かたい声で言った玲弥は、敵意に近い目をしている。優やさしげな顔立ちに似合わないそれを京四郎は意外に思った。

「構わないが、様付けはよしてくれ。むず痒がゆい」

「……では、烏丸さん。単刀直入に訊ききます。あなたは姉とどういう関係なんですか」

　いきなり直球できた。車で送り届けたことで不ふ審しんがっているのかと思いきや。

「この前の休みの日、あなたの車に姉が乗り込むところを見ました。リボンを忘れていたので届けようと追いかけたら、道みち端ばたであなたと姉が親しげに話していた。姉はお人ひと好よしなところもありますが、親しくもない人の車に簡単に乗ったりはしません。わざわざ迎むかえにきて二人で出かけたんですよね？　だけど姉は僕たちに何も言いませんでした。隠かくすような関係なんですか」

　あの時は一乗寺家の近くで落ち合ったから、運悪く見られてしまったようだ。大事な姉が誑たぶらかされているとでも心配しているのだろう。

「先ほど母上にもご説明したが、縁えんあってお姉さんを援助することになったんだ。そのために話しておくことがいろいろあったのでね」

「六条の伯父たちの命令であなたの別べつ荘そうへ行った話は聞いています。でも、それはおかしい。あなたは姉と初対面じゃないはずです」

　警けい戒かい心しんも露あらわに玲弥が見み据すえてくる。

「これまでにも何度かうちに訪ねていらしたのを見たことがありますよ。あなたはもともと、父と知り合いだったんじゃありませんか？　それを隠して姉に接近しているのはなぜなんですか？」

「心配せずとも、お姉さんに悪さをするつもりはない」

　鋭するどい指し摘てきに内心驚おどろきながらもそっけなく返すと、玲弥は頰ほおを赤くした。頭に来たらしい。

　ゆっくりと息を吐はいて、彼は声を低くした。

「僕と有紗は、実の姉きよう弟だいじゃありません」

　京四郎は一いつ瞬しゆん彼を見つめる。

「その件、お姉さんは？」

「……何も言いませんけど、気づいていると思います。どちらがもらわれ子かは知りませんけど」

　複雑そうに目をそらし、彼はまた決然と見据えてきた。

「血が繫つながっているとかいないとかは関係ない。僕は本当の姉だと思っています。もし傷つけたりしたなら許しませんから」

　すがすがしいほどまっすぐなまなざし。きっと有紗に大事にされてきたのだろう。だから彼も同じように守りたいと思っている。

　その関係が、少しまぶしかった。

　口を開きかけた時、勝手口から「玲ちゃーん」と有紗が出てきた。

　玲弥がはっとしたように身じろぎする。こちらに気づいた有紗が驚いた顔になった。

「玲ちゃん、お葱ねぎ取ってきてくれたのー？」

「うん、すぐに持って行くよ」

　畑をうろついていたと思ったら、お使いにきたところだったらしい。玲弥が有紗に叫さけんで返し、すばやく京四郎を見る。
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「答えてください。姉とどういう関係なんですか」

　有紗がこちらへやってくる。

　京四郎は玲弥の傍そばをすり抜ぬけるようにして彼女のほうへ向かった。

「君と似たようなものだよ」

　すれ違ちがいざま答え、そのまま背を向ける。

　玲弥の表情はわからなかったが、不審そうな視線は感じた。しかしそれ以上追つい及きゆうする暇ひまはないと判断したのだろう。何も言わず畑のほうへ行ってしまった。

「二人で何を話してたんですか？」

　不思議そうに見上げてきた有紗に、一瞬考えてから答える。

「世間話だ」

「玲ちゃんと京四郎さんが？　世間話……？」

　疑わしい目つきで見られたので、さっさと立ち去ることにした。

「そんなことより、お嬢じよう様さまの手料理がいただけるのが待ち遠しいんだが」

「あっ、もうすぐできますよ！　全然大したものじゃありませんけど」

　待っててくださいね、と有紗がいそいそ勝手口から中へ入っていく。

　前まえ掛かけ姿も板に付いたその後ろ姿を見送り、京四郎は玄関へ回った。

　靴くつを脱ぬいであがったところで、どたばたと騒さわがしい足音とともに子どもが二人現れる。

「おーっ！　悪の大だい魔ま神じんが帰ってきたぞ！　祈き禱とうしてしずめるのだーっ」

「わーい、大魔神っ、大魔神っ！」

「…………」

　下の弟たちが周囲をぐるぐると走り出したので、その場から動けなくなってしまった。

「こらっ！　唯ちゃんも凜ちゃんもやめなさい！」

　有紗が台所から叫んだが、子どもたちは聞く耳もたずだ。

　京四郎はおもむろに二人の頭をわしづかみにした。ぴたっと声が止やむ。

　そのままずるずると居間へ連行し、静かになった二人を解放してやる。

　めずらしい物でも発見したような顔で見上げてきたので解説してやった。

「大魔神に逆らうと、こうなる」

　ぽかんと口を開けていた彼らの目が、一気に輝かがやく。

「わーっ！　大魔神のたたりだーっ」

「こわいよーっ。もう一回、大魔神、もう一回ーっ！」

　遊んでもらえると思ったのか、ますますいきいきしてきた。

　そんなに恐おそろしい面つら構がまえに見えるのかと思いつつ、京四郎は内心うならずにはいられなかった。

（昔の有紗にそっくりだ……）

　──はからずも懐なつかしさにひたれる一夜になりそうである。
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　小夜子が粥かゆを用意していたおかげで、夕飯の支し度たくはそれほどかからずに済んだ。

　卓袱ちやぶ台だいに並んだのは、鶏とり肉にくに味み噌そだれをつけて炙あぶったもの、卵粥、里さと芋いもと葱の味み噌そ汁しる、青菜のおひたし、蓮れん根こんの梅肉あえ、それと本来の今夜のおかずだった根菜の煮に物もの。

　華か族ぞくの御おん曹ぞう司しの口に合うかと心配だったが、京四郎は「うまい」と一言述べて黙もく々もくと食べてくれた。少なくとも食べられる味だったようだと有紗は安あん堵どした。

（さっきのこともお礼言わなくちゃ）

　母に噓うそをついてくれたのは、後ろめたい気持ちもあるけれど、感謝している。これからは心おきなく休日に出かけて助手の仕事ができるのだ。

（でも、いつ言おうかしら。みんながいるところではできないし）

　食後の紅茶を出しながら、そわそわと機会をうかがっていると、玄げん関かんのほうで騒がしい物音がした。

「──姉さん！　有紗は帰ってますか！」

　ばたばたと居間に駆かけ込んできたのは馨だ。よほど急いでいたのか帽ぼう子しがどこかへ飛んでしまっている。

　有紗を見つけて彼はほっとしたように息をついた。

「なんだ、帰ってたのか……。あんな事件の後で姿が見えなくなったから心配したじゃないか」

「あ……、ひょっとして捜さがしてたの？」

「当たり前だろ。あらかた人が帰ってからも見つからないから、誰だれかに連れて行かれたかと思ったぞ」

　そういえば、緋早子があんなことになったためショックを受けているところを、随ずい分ぶん気き遣づかってもらったのを思いだした。

「ごめんなさい！　途と中ちゆうで寝ねちゃって……いえ、気分が悪くなったから送っていただいたの」

「送ってもらった？　誰に」

「私だ」

　馨がぎょっとしたように目をやる。

　当然のように茶を飲んでいる京四郎を見つけ、彼は愕がく然ぜんとした。あまりに異質すぎて見えていなかったらしい。

「はっ？　なんでおまえがここにいるんだよ？」

「有紗ちゃんを送ってくださったお礼に、お夕飯をご一いつ緒しよしたの」

　小夜子が微笑ほほえんで口をはさんだので、馨は耳を疑ったようだった。

「有紗ちゃんが腕うでによりをかけて作ったのよ。みんなも烏丸さまに懐いてしまったみたいで、すごく楽しいお夕飯になったわ。もう少し早かったら馨さんもまじえてもっと賑にぎやかになったでしょうに」

　うきうきしたような小夜子の言葉を馨はぽかんとして聞いていたが、突とつ然ぜんくわっと目をむいた。

「っ……、烏丸あああああ!!」

　勢いのままいきなり京四郎につかみかかる。

「俺に断りもなく有紗をかっさらったあげく、何をうちで勝手に団らんしてやがるんだよ！　だいたいそこは俺の席なんだよ、くつろいでるんじゃねえ！　いつもこいつらに懐かれてまとわりつかれるのは俺の特権なんだぞ！」

「叔父おじさま!?」

「やめろ。茶がこぼれる」

　有紗は慌あわてて止めたが、胸むなぐらをつかまれているのに京四郎は平然とカップを手にしている。

　小夜子が心配そうに馨を窘たしなめた。

「馨さん、あなた、お腹なかが空いているんでしょう。そんなにイライラして。有紗ちゃんの手料理を食べて落ち着きなさい」

「食べます！　食べますよもちろん！　でもその前に言うべきことを言っておかないと」

「おじさーん！　忍にん者じやごっこしよーっ」

「ぼくもー！　しゅりけん、えーい！」

「ちょっ……、待て、おまえらっ」

　子ども二人に突とつ撃げきされ、馨があえなく引き下がる。

　京四郎は騒ぎなど我関せずといった顔で紅茶を飲み干すと、カップを置いた。

「ご馳ち走そうになりました。そろそろ失礼します」

「まあ、もうですの？　もっとゆっくりなさっても」

「いえ、これで」

　会え釈しやくして立ち上がった彼に、小夜子が深々と頭を下げた。

「本日は娘むすめがお世話になりました。図書室の件もありがたくお受けいたします。よろしくお願いいたします」

「こちらこそ」

　一礼して京四郎が居間を出て行く。

　馨にからみついたままの唯人と凜之介が「大魔神、さよならーっ」と口々に叫さけんだ。

「図書室の件って？」

　訝いぶかしげな馨に見られ、有紗が答えに詰つまっていると、小夜子が嬉うれしそうに言った。

「有紗ちゃんの優ゆう秀しゆうさを見込まれて、ご自宅の図書室をお勉強の場に提供してくださるんですって。これからお休みの日に通うのよ」

「何!?　おい、待て烏丸！　何勝手に決めてやがるんだよ！　あ、こら、有紗！」

　止められる前にと有紗はそそくさと玄関へ走った。京四郎にお礼を言うとすれば今しかない。

　背後から小夜子のため息まじりの声が追いかけてくる。

「馨さん、あなたも早くお嫁よめさんをもらいなさいな」

「あなたも？　も、ってなんですか、姉さん！　まさか、あいつらの間でそんな話が──」

「いつまでも有紗ちゃんを可愛かわいがってばかりで。あなた、いい人はいないの？」

「俺はあいつの父親代わりなんですよ、可愛がるのは当然です。それに俺の嫁は仕事ですから！　見合いの話はいりませんよ」

「もう……。いつになったら浪ろ漫まんあふれる恋こいに目覚めてくれるのかしらね……」

　母の嘆なげきが玄関にまで流れてくるのを聞きながら、急いで草ぞう履りをはいて外へ出た。

　門前に停とめた車に乗り込もうとしていた京四郎を見つけ、小走りに駆け寄る。

「待ってください！　あの──」

　彼は怪け訝げんそうにドアを閉め、向き直った。

「どうした」

「お礼を……言おうと思って」

　息を整え、有紗は姿勢をただす。

「わたしが休日に出歩きやすくなるように、噓をついてくださったでしょう。すごく助かりました。ありがとうございます。それと、叔父さまが乱暴をして申し訳ありません」

「単なるお嬢じよう様さまへの奉ほう仕しだ。気にすることはない」

　気のない顔つきで京四郎は言ったが、有紗はむきになって身を乗り出した。

「それでも嬉しいです。これで堂々と京四郎さんのところに行けるんですから」

　ほう、と彼が軽く眉まゆをあげる。

「そんなに私と行動するのが嬉しいか」

「う、嬉しいですよ……いえっ、おかしな意味じゃなくて！　お仕事できるのが嬉しいっていう意味です！　それ以外にはまったく意味はありませんからっ」

「私も嬉しいよ」

　さらりと言われ、有紗はぽかんとして彼を見上げた。

　真顔で彼は遠くへ目をやる。

「この季節、子どもが傍そばで走り回っていると暖まる。そういう意味でも君は貴重な存在だ」

「なんですかそれーっっ！」

　きぃっと喚わめいたのに気にした様子もなく、彼はドアを開けて運転席に乗り込んだ。

　窓から顔を出した彼を、有紗はふくれて見下ろす。

「今の、いっぱい痣あざが増えたでしょう。でも罵ののしってあげませんからね。ご自分の失言癖へきをちょっとは反省なさってください」

「では次に会った時の罵ば詈り雑ぞう言ごんを楽しみにしておくよ」

　有紗は、ちらっとうかがう。

　平気な顔をしているが、今のでどれくらい増えてしまっただろう？　罵ってあげないと宣言したばかりだが、彼があまりにも口が悪いので逆に心配になってきた。このままでは本当に増える一方になってしまいそうだ。

「……指輪の呪のろいを解く方法って、本当にないんでしょうか」

　さあな、と京四郎が他人ひと事ごとのようにつぶやく。

「そんなに気になるなら、我が家の図書室で調べてみたらどうだ」

「！　そうですね、そうします！」

　いわくつきの物を保管してきたという烏丸家の図書室なら、もしかしたら手がかりが見つかるかもしれない。次の休日がますます楽しみになった。

　やる気に燃える有紗を一いち瞥べつし、京四郎が息をつく。

「もう家に入りなさい。風邪かぜをひく」

「え……、どうしたんですか、急に優やさしいこと……」

　彼は無表情のまま右手の手首をあげてみせた。

「お嬢様を寒いところに引きずり出したと指輪がお怒いかりらしい。頼たのむから入ってくれ」

「ええっ!?　そんなことまで！」

　どれだけ〝下僕〟に厳しいのだろう。しかしそう言われてはぐずぐずしているわけにはいかない。慌てて有紗は踵きびすを返した。

「あのっ、お気をつけて！　今日はありがとうございました、来週も頑がん張ばります！」

「有紗君」

　急いで駆かけ出そうとした途と端たん、窓まど越ごしに軽く手をつかまれた。

　驚おどろいて振ふり返ると、京四郎がじっと見上げている。

「一つ言い忘れていた」

「え？　な、なんですか？」

「君をいらないと思ったことはない」

　急にそんなことを言われ、きょとんとしてしまう。

　瞬またたく有紗に、彼はいつになく穏おだやかな声で続けた。

「これからもずっと私の傍にいなさい」

「……」

「以上だ」

　そっと手を離はなされる。

　固まっていた有紗は、ようやくなんのことかわかって、顔から火が出そうになった。

　蒼生子の【闇やみ】に囚とらわれた時に、思わずこぼれた彼への要求。今のはあれに対する彼の〝答え〟なのだ。

　まさかこんなふうに真正面から、それも大おお真面目まじめに返されるとは思っていなくて動どう揺ようしてしまう。事情を知らない人が聞けば愛の告白のような台詞せりふにも狼ろう狽ばいしていた。

（って、京四郎さんがそんなこと言うわけがないし！）

　そう、彼が甘い言葉を吐はくはずがない。だからこれは、変な意味などない本心なのだろう。

　ごまかすでもなく、なかったことにするでもなく、ちゃんと答えてくれた。

　そのことが、自分でもびっくりするくらい嬉しいことに気がついた。

「……ありがとうございます……」

　感謝の気持ちを言葉にすると、恥はずかしさではなく嬉しさでまた頰ほおが熱くなる。

　早くこの人に恩返しがしたい。なんでもいいから力になりたい。あらためてその想おもいが強くこみあげてくる。

　照れくさいような気分で、はにかみながら有紗はぐっと両の拳こぶしを握にぎってみせた。

「わたし、本当に頑張りますから。来週のお仕事も楽しみにしてますからね！」

　京四郎が無言で手を振る。

　有紗は一礼すると、急いで玄げん関かんへと走った。







　玄関口でもう一度ぺこりと頭をさげ、戸を閉めたのを見てから、京四郎はエンジンを掛かける。

　頰を染めた有紗の、目を輝かがやかせた嬉しそうな顔を思い出すと、微び笑しようがこぼれた。

「……私もだよ」

　つぶやきはエンジン音にまぎれて消えた。

　寒空の下に彼女をいさせたくなくて噓うそをついた件は、幸いにも指輪の怒りを買わなかったらしい。

　痣は、増えなかった。
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　松小路子爵邸。

　養父である四ノ宮男だん爵しやくが逮たい捕ほされたため、蒼生子は生家であるここへ移っていた。

　四ノ宮邸ていにいた書生たちも一いつ緒しよにこちらで一時世話になることになっている。松小路の両親が憐あわれんで受け入れてくれたのだ。

　用意された座ざ敷しきに座り、立派な松の生える庭を眺ながめていると、音もなく襖ふすまが開いて誰だれかが入ってきた。

　蒼生子は振り向きもせず、背後に立った彼に問いかける。

「緋早子の様子はいかが？」

「だいぶ落ち着かれたみたいですよ。眠ねむっていらっしゃいます」

　双ふた子ごの妹が置かれた環かん境きようにショックを受けた姉は、帰ってくるなり倒たおれて寝ね込こんでしまっている。彼女を騙だますような結果になったことは蒼生子も反省していた。

　けれど後こう悔かいはしていない。これで自分たち姉妹を脅おびやかす者から逃にげることができたのだから。

　この企たくらみの協力者を、ゆっくりと振り返る。

「世を騒がす〝怪かい人じん〟が、人助けをしてくれるなんて意外だったわ」

　男は屈くつ託たくのない顔で笑った。

「お互たがい様ですから。俺も目的を果たせましたしね」

「それについては訊ききたいことがあるの」

「なんなりと」

　軽い口調で促うながす彼を、じっと見み据すえる。

　もともと、今回の件を持ちかけてきたのは彼のほうだった。超ちよう能のう力りよく少女を盗ぬすむという予告状を利用させてもらったつもりが、逆に利用されたのではないかと気づいたのは、すべてが終わってからだ。

「緋早子が女学校から持ち帰った学校新聞を、あなたは熱心に見ていたわね。あなたは緋早子がわたくしのことで心を痛めているのを知っていた。だから近づいて、こう吹ふき込んだのではないかしら？　『あの学校新聞を作った人は信しん頼らいできそうだ、相談してはどうですか？』と」

「……」

「緋早子はその上級生に以前から憧あこがれていた。だからあなたに後押しされて、本当に相談して四ノ宮邸へ連れてきた。あなたの狙ねらい通りに」

　男が面おも白しろそうな顔で微笑ほほえむ。

「どうしてそう思うんです？」

「今回の件で、あなたが他ほかに何も得をしていないからよ。あなたが得たものといえば、彼女との面識だけだもの。四ノ宮邸の書生でごく普ふ通つうの学生という身分では、簡単には得られなかったでしょうから」

　あの事件の日、屋や敷しきには警察と軍関係者が大勢詰つめかけていた。捕つかまる危険を冒おかしてまで協力してくれたのに、彼は何も見返りを求めなかった。

　よほどの善人なのか、とは思わない。彼はすでに、望みのものを手にしていたのだ。

「あの学校新聞には執しつ筆ぴつ者しやの名前が記されていたわ。あなたはそれを見て今回の一件を思いついたのではないの？」

「……」

「一乗寺有紗。あなたが欲しかったのは彼女との繫つながり。──そうでしょう、飛鳥井さん？」

　詰め襟えりの学生服を着た青年──飛鳥井は、愉ゆ快かいそうにくすくす笑った。

「よくあれだけのことで推理しましたね。探たん偵ていになれますよ、お嬢じようさん」

「冗じよう談だんはよして。あの方によからぬことをするつもりなら、黙だまってはいないわよ」

　緋早子の憧れである上級生。そして、自分を助けようと必死になって泣きながら訴うつたえかけてきた人。大事なものは姉の緋早子だけという狭せまい世界で生きてきた蒼生子だが、心を揺ゆさぶられるものがあった。

　もう少し生きてみようと思わせてくれた恩人だ。もし悪事に巻き込まれようとしているのなら阻そ止しする義務がある。

　飛鳥井は蒼生子の鋭するどい視線を受け止めていたが、少し笑って首を振った。

「──ある日突とつ然ぜん、彼女はいなくなった。連れ去られて行方ゆくえが知れなくなった。それからずっと捜さがしていたんです」

　蒼生子は意表をつかれて彼を見つめる。咄とつ嗟さにどういうことかわからなかった。

「あなた……彼女と知り合いなの？」

　飛鳥井はうなずき、微笑んだ。

「だからね。有紗を奪うばった男──烏丸家のあの男から、取り戻もどそうと思っているんですよ」

　蒼生子は思わず固かた唾ずを吞のむ。

　人の好よい青年の表情の中で、瞳ひとみだけが燃えるようにきらめいていた。







　あとがき







　こんにちは、清せい家け未み森もりです。

　桜乙女２巻を読んでいただき、ありがとうございます！




　今回、有あり紗さの家族や、その他の新キャラもたくさん出てきて、賑にぎやかになっています。

　主人公が女学生ということで、機会があれば女学校がらみのネタをやってみたいと思っていたので、少しですが出すことができて嬉うれしいです。




　そういえば、前巻のあとがきで京きよう四し郎ろうの性格に関してちょっと書いたんですが、それについて「確かに、京四郎は最初から優やさしい」というご意見をたくさんいただきました。

　クールキャラにしようとは思いつつも、優しいと言われるとやっぱり嬉しいものです。

　いつも有紗に「意地悪！」と言われてばかりの京四郎も喜んでると思います。




　ねぎしきょうこ先生、お忙いそがしい中ありがとうございました。新キャラもイラストで見られるとのことで、楽しみにしております！

　担当様。またもやご心配をおかけしてしまい、すみません……。体調を整えて引き続き頑がん張ばりますのでよろしくお願いします！

　そして読者の皆みな様さま。有紗と京四郎、それぞれの秘密や謎なぞが少しずつ明らかになっていきますので、これからも見守ってやってくださると嬉しいです！

　もう一つのシリーズである身代わり伯爵の次巻は、来月（二〇一五年四月）発売予定です。最終巻になるかどうか微び妙みようなところですが、こちらもよろしくお願いします。

　それでは、また次回もお目にかかれますように。
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